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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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〈参考〉 

１．国際勧告等との関連 
(1)  本標準は、１９９８年５月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合（ジュネーブ）で承認された勧

告Ｑ．９３２に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
(1)  下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３２において複数の選択肢があるが、以下の理由

によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。 

(a)  網からユーザへのキーパッドファシリティ情報要素の転送（４．１節） 

 キーパッドプロトコルにおいて、網からユーザへのキーパッドファシリティ情報要素の転送は

ＩＴＵ－Ｔ勧告ではオプションとなっているが、ＴＴＣとしては非標準とする。 

 本項目を標準化しない理由は、キーパッドファシリティ情報要素の内容の具体的なコーディン

グは網依存と規定されており、キーパッドファシリティ情報要素を網からユーザの方向へ用いる

と端末のポータビリティが保証されなくなる、ことによるものである。 

(b)  アクセスコードの転送手順（２．１．１．３節、４．５節、５．２．３節） 

 キーパッドプロトコルにおいて、発呼時又は網からのプロンプト（勧誘）時におけるアクセス

コード（キーパッドファシリティ情報要素）の転送は、一括転送手順を標準とし、分割転送手順

を非標準とする。 

 分割転送手順を標準化しない理由は、ＪＴ－Ｑ９３１において、発呼時の着番号情報要素、

キーパッドファシリティ情報要素の分割転送手順（分割発呼手順）を非標準としていること、並

びに一括転送手順があれば分割転送手順の機能を全て包含する、ことによるものである。 

(2)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３２における上記(1)項以外の複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標

準としてもオプション項目とするものについて表１－１～表１－５に示す。 

(3)  本標準では、本文の内容を補足するために補遺を追加している。 

 

３．改版の履歴 
 

 版 数 発 行 日 改 版 内 容 

 第１版 １９８８年１１月３０日 制 定 

 

 

第２版 

 

１９９３年１１月２６日 

 

１９９３年３月に開催されたＷＴＳＣ－９３で承認され

た勧告の内容を反映したもの 

 第３版 １９９８年１１月２６日 １９９８年５月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合で

承認された勧告の内容を反映したもの 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 
(1)  端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、２－(2)項のオプション項目に関し

て、各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

(2)  ファンクショナルプロトコルのうち共通情報要素手順（ファシリティ情報要素を用いた手順）

の個別付加サービスの具体的な適用法は、本標準の規定範囲外である。 

(3)  前記２項で非標準とした項目に関しても、ＩＴＵ－Ｔ勧告との関連等の内容の明確化のため、

これが非標準ということを注記した上で、本文にはそのまま記述している。 

(4)  ＪＴ－Ｑ９３２（２版）とＪＴ－Ｑ９３２（１版）の主な差分を表２－１に示す。 

(5)  本標準とＪＴ－Ｑ９３２（２版）の主な差分を表２－２に示す。 
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表１－１．オプション項目一覧〔全体〕

項

番

項　　目

（本文該当箇所）

選　択　肢

選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

１ サポートする汎用手順の

種類

(3)

①ｷｰﾊﾟｯﾄﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ

②ﾌｨｰﾁｬｷｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙ

③ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾌﾟﾛﾄｺﾙ

Ａ 網 複数選択も可

２ サービスプロファイルの

割当て方法

(2.1.1.2)

①１ｲﾝﾀﾌｪｰｽに１つ割当

②１ｲﾝﾀﾌｪｰｽに複数割当

Ｅ

Ｏ

網 ②の場合、端末識別

手順（付属資料Ａ）

を適用する必要有

り。

３ 汎用通知手順

(9)
①サポートしない

②サポートする

Ｅ

Ｏ

網

４ 端末識別手順

（付属資料Ａ）

①サポートしない

②サポートする

Ｅ

Ｏ

網

５ 発側インタフェースにお

けるＮＣＩＣＳコネク

ション確立の「呼設定」

（SETUP）メッセージ中

のチャネル識別子情報要

素の有無

（10.1.1.1）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

ユーザ

６ 発側インタフェースにおけ

るＮＣＩＣＳコネクション

確立の「呼設定受付」

（CALL PROCEEDING）
メッセージ中のチャネル識

別子情報要素の有無

（10.1.1.3）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

網

７ 着側インタフェースにお

けるＮＣＩＣＳコネク

ション確立の「呼設定」

（SETUP）メッセージ中

のチャネル識別子情報要

素の有無

（10.1.2.1）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

網

８ 着側インタフェースにおけ

るＮＣＩＣＳコネクション

確立の「呼設定受付」

（CALL PROCEEDING）
メッセージ中のチャネル識

別子情報要素の有無

（10.1.2.2）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

ユーザ

９ Ｔ３０８満了時にユーザ

から再送する「解放」

（RELEASE）メッセージ

中の２番目の理由表示

（10.1.3.2）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

ユーザ

１０ Ｔ３０８満了時に網から

再送する「解放」

（RELEASE）メッセージ

中の２番目の理由表示

（10.1.3.3）

① 含めない

② 含める

 

Ｅ

Ｏ

網

Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択※選択肢の関係

Ｓ：付加サービスに依存して１つ又は複数を選択
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表１－２．オプション項目一覧〔キーパッドプロトコル関連〕

項

番

項　　目

（本文該当箇所）

選　択　肢

選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

１１ キーパッドプロトコルで

の情報要求手順３

(2.1.1.3/4.5)

①サポートしない

②サポートする

Ｅ

Ｏ

網

１２ キーパッドプロトコルに

おける網からユーザへの

付加サービスの表示・通

知

(3)

①サポートしない

②サポートする

Ｅ

Ｏ

網

１３ 表示情報要素を使用した

プロンプト

(4.1/4.4.1)

①サポートしない

②サポートする

Ｓ 網

１４ 可聴音の使用

(4.1/4.4.1)
①サポートしない

②サポートする

Ｓ 網

１５ 情報転送のためのステー

ジ数

(4.4.1)

①１（プロンプト無し）

②複　数

Ｓ 網

１６ キーパッドファシリティ

情報を含め得るメッセー

ジ

(4.4.1)

①呼設定

②付加情報

Ｓ 網

１７ ユーザ要求に対する網の

応答

(4.5.2.1)

①呼切断復旧

②「呼設定受付」を送出

③「付加情報」を送出

④プロンプトを行う

⑤追加情報入力を行う

Ｓ 網

１８ インボークされる状態

(4.4.1)
①呼設定時

②通信中

③呼切断復旧

Ｓ 網

Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択※選択肢の関係

Ｓ：付加サービスに依存して１つ又は複数を選択
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表１－３．オプション項目一覧〔フィーチャキーマネジメントプロトコル関連〕

項

番

項　　目

（本文該当箇所）

選　択　肢
選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

１９ フィーチャキーマネジメ
ントプロトコルにおける
網からユーザへの付加
サービスの表示・通知

(3)

①サポートしない
②サポートする

Ｅ
Ｏ

網

２０ 呼と関連しないサービス
起動時の呼番号の使用法

(5.2.2.1)

①ダミー呼番号を使用
②生起中の呼番号を使用

Ａ ユーザ

２１ 呼と関連するサービス起
動時の呼番号の使用法

(5.2.2.1/5.2.5.1)

①関連する呼の呼番号を
使用
②ダミー呼番号を使用

Ａ ユーザ ②は､1 つの CES に同
時に１つの呼番号し
か存在しない場合の
み可能

２２ フィーチャキーマネジメ
ントプロトコルでの情報
要求手順

(2.1.7.3/5.2.3.1.2)

①サポートしない
②サポートする

Ｅ
Ｏ

網

２３ フィーチャアクティベー
ション要求に対する正常
時の対応

(5.2.3.1)

①ﾌｨｰﾁｬｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ情報
要素を返送する
②情報要求手順を行う
③暗黙に応答する
④シグナル／理由表示／
表示情報要素のうちの何
れかを返送する

Ｓ 網

①何らかのレスポンスを
返送する
②要求を無視する

Ｓ 網２４ フィーチャアクティベー
ション要求に対して、エ
ラー条件発生時の対応

(5.2.3.2) ①呼の切断復旧は行わな
い
②関連する呼を切断復旧
する

Ｓ 網

２５ 項番 17-1 で①を選択し
た場合のレスポンス方法

(5.2.3.2)

①ﾌｨｰﾁｬｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ情報
要素を返送する
②情報要求手順を行う
③暗黙に応答する
④シグナル／理由表示／
表示情報要素のうちの何
れかを返送する

Ｓ 網

２６ フィーチャインディケー
ション送出する際の呼状
態

(5.2.4.1)

①任意の呼状態
②特定の呼状態のみ

Ｓ 網

２７ 1 つのメッセージ内に含
まれるフィーチャイン
ディケーション数

(5.2.4.1)

①複数可
②1 つのみ

Ｓ 網

２８ サービス停止手順
(5.2.4.2)

①同一のﾌｨｰﾁｬｷｰを使用
②別のﾌｨｰﾁｬｷｰを使用
（停止用）

Ｓ 網

２９ 呼切断復旧時のフィー
チャインディケーション
情報要素の転送方法

(5.2.4.3)

①呼切断復旧メッセージ
に相乗りして転送
②呼切断復旧後に、ダ
ミー呼番号を用いて転送

Ｓ 網

３０ 複数のフィーチャアク
ティベーションに対する
レスポンス方法

(5.2.5.3)

①最初の１つにのみ応答
②各々に応答

Ｅ
Ｏ

網

Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択※選択肢の関係

Ｓ：付加サービスに依存して１つ又は複数を選択
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表１－４．オプション項目一覧〔保留関連〕

項

番

項　　目

（本文該当箇所）

選　択　肢
選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

３１ 保留時の網によるＢチャ

ネルのリザーブ有無

(6.2.1)

①リザーブする

②解放する

Ａ 網

３２ リザーブするＢチャネル

の数

(6.2.1)

①１つ

②複数

Ｅ

Ｏ

網

３３ 「保留解除」のチャネル

指定

(6.2.3)

①指定しない

②指定する

Ｅ

Ｏ

網／ﾕｰｻﾞ

Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択※選択肢の関係

Ｓ：付加サービスに依存して１つ又は複数を選択
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表１－５．オプション項目一覧〔仮想私設網関連〕

項

番

項　　目

（本文該当箇所）

選　択　肢

選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

３４ 仮想私設網のための拡張機

能のサポート

（D.1）

① サポートしない

② サポートする

Ｅ

Ｏ

網 網とユーザの契約に

よる

３５ ユーザから網への「呼設

定」（SETUP）メッセー

ジ中の中継カウンタ情報要

素の有無

（D.2.1）

① 含めない

② 含める

Ｅ

Ｏ

ユーザ

３６ 網からユーザへの「呼設

定」（SETUP）メッセー

ジ中の中継カウンタ情報要

素の有無

（D.2.1）

① 含めない

② 含める

Ｅ

Ｏ

網

３７ ＶＰＮ識別子情報要素の代

わりとして網特有ファシリ

ティ情報要素の使用

（D.4.1.3）

① 使用しない

② 使用する

Ｅ

Ｏ

網

３８ フロー制御におけるバース

トパラメータＸ、補充パラ

メータＹ、タイマＴの実装

(D.6.1)

① 実装しない

② 実装する

Ｅ

Ｏ

網

３９ 「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージ

と「通知」（NOTIFY）

メッセージのフロー制御の

公衆網から物理ＰＩＮＸへ

の通知

（D.6.2）

① 通知しない

② 通知する

 

Ｅ

Ｏ

網

Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択※選択肢の関係

Ｓ：付加サービスに依存して１つ又は複数を選択
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表２－１．主な変更点一覧（ＪＴ－Ｑ９３２ １版と２版の差分）

項番 項　　　目 概　　　　　　　要

１ 情報要求手順 章変更 旧 新

付属資料Ｂ 2.1.1.3
２ ファンクショナルプロトコル

（６章）

詳細化 全般的に、手順（特に保留）を詳細化

３ 保留タイマパラメータ

（6.2.5 節）

新規 ・Ｔ－ｈｌｄ　４秒

・Ｔ－ｒｅｔ　４秒

４ 付加サービス制御に必要な情報

要素  （表 8-2）
追加 ・拡張ファシリティ情報要素

・呼状態情報要素

・通知識別子

５ 呼状態のコード値（表 8-3） 新規 011111  呼に関連しないサービス（状態）

６ ファシリティ情報要素のサービ

ス識別子  （表 8-5）
追加／

変更 旧 新
10001 付加ｻｰﾋﾞｽ APL 10001 ﾘﾓｰﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

10010 CMIP ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

10011 ACSE ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

７ COMPONENT の記述 章変更 旧 新

8.2.2.1 ～ 8.2.2.8 付録Ⅳ

８ 通知内容のコード値（表 8-17） 新規 0000000
0000001
0000010
0000011
0000100
1000010
1000011
1000100
1000101
1000110
1000111
1001000
1001001
1001010
1001011
1100000
1101000
1101110
1111001
1111010
1111011

ユーザ中断

ユーザ再開

ベアラサービス変更

ANS.1 で符号化されたｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

呼完了遅延

会議通話確立

会議通話終了

新規メンバ追加

隔離

復帰

特定メンバ隔離

特定メンバ復帰

特定メンバ分離

特定メンバ離脱

会議フローティング

呼は待機中の呼である

呼転送起動

着信課金

リモート保留

リモート保留解除

呼は転送中

９ 拡張ファシリティ情報要素 新規

（8.2.4 節） 拡張ファシリティ  00001101 １

情報要素長 ２

１ 予  備 ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ３

ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ (PDU) ４～

10 汎用通知手順（９章） 新規 ・呼に関連する汎用通知手順

・呼に関連しない汎用通知手順
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表２－２．主な変更点一覧（ＪＴ－Ｑ９３２ ２版と３版の差分）

項番 項　　　目 概　　　　　　　要

１１ サービスプロファイル

（2.1.1.4）
新規 ・サービスプロファイルの変更時に網から通知

１２ 「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージ

（7.1.1）

変更 ・通知識別子情報要素を追加

１３ ＮＣＩＣＳのためのメッセージ

（7.2）
新規 ・ＮＣＩＣＳコネクション確立に必要なメッセー

ジを新規に規定

１４ ファシリティ情報要素

（8.2.3）
変更 ・プロトコルプロファイルを拡張し、ＮＦＥ、Ｎ

ＰＰ、インタプリテーションコンポーネントを

追加

１５ プロトコルプロファイル値

（表 8-5）
追加 　　　　　旧

10001 ROSE
10010 CMIP
10011 ACSE

　　　　　新

10001 ROSE
10010 CMIP
10011 ACSE
11111 ネットワーク拡

張

・下記のコード値を追加または変更１６ 通知内容のコード値 追加／

変更 0100000
｜

0111111
1000000

1101001
1101010
1101110
1101111
1110100

ＩＳＯのために予約済

ＡＳＮ．１で符号化されたコン

ポーネントをＩＳＯ用に拡張する

ための識別子

呼出中コールトランスファ

通信中コールトランスファ

着信課金（呼全体）

着信課金（呼残部）

サービスプロファイル更新

１７ ＮＣＩＣＳメッセージにおける

情報要素

（8.2.10、8.2.11）

新規 ・ＮＣＩＣＳメッセージのための伝達能力情報要

素とチャネル識別子情報要素を新規に規定

１８ アドレス種別の定義

（付属資料Ｃ）

変更 ・ PrivateTypeOfNumber のパラメータ値か ら

level3RegionalNumber（レベル３リージョナル

番号）を削除

１９ ＮＣＩＣＳ手順

（１０章）

新規 ・ＮＣＩＣＳの手順を新規に規定

２０ 仮想私設網（ＶＰＮ）

（付属資料Ｄ）

新規 ・仮想私設網（ＶＰＮ）のための手順を新規に規

定
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１．概　要

本標準は、ユーザ・網インタフェースにおける付加サービスの制御に適用可能な汎用手順を定義する。

本手順は、生起中の呼と関連する付加サービス、または呼と関連しない付加サービスのインボケーション

（起動）、制御に使用できる。

個々の付加サービスに適用する詳細な手順は標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズに記述されている。但し、説

明を補完する目的で、幾つかの付加サービスに対するこれら汎用手順の典型的な適用例を、本標準の付録

Ⅰに示している。

２．汎用プロトコルの概要と規定範囲

ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースにおける付加サービスの制御のために、３つの汎用プロトコルを定

義している。これらのプロトコルはＳ／Ｔ参照点のレイヤ３制御面（コントロールプレーン）上で動作し、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０〔１〕、ＪＴ－Ｉ４３１〔２〕、ＪＴ－Ｑ９２１〔３〕に準拠したレイヤ１及

びレイヤ２の使用を前提としている。さらに、３つの汎用プロトコルは、データリンクが確立しているこ

と、およびレイヤ２－レイヤ３のインタフェースで確認形情報転送サービスの利用が可能である事を仮定

している。

2.1　３つの汎用プロトコル

付加サービスの制御のために、３つの汎用プロトコルを定義している。２種類のスティミュラスプロト

コルと１種類のファンクショナルプロトコルである。即ち、

－キーパッドプロトコル

－フィーチャキーマネジメントプロトコル

－ファンクショナルプロトコル

である。

2.1.1　スティミュラスプロトコル

2.1.1.1　キーパッドプロトコル

キーパッドプロトコルは、キーパッドファシリティ情報要素と表示情報要素の使用を前提にしている。

キーパッドファシリティ情報要素は「呼設定」（SETUP）と「付加情報」（INFORMATION）メッセージ

に、含まれうる。表示情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１〔４〕に従い、網からユーザに送出されるどのメッ

セージにも含まれうる。

本プロトコルは、ユーザから網の方向で付加サービスのインボケーションのために適用される。個々の

付加サービスのインボケーションに使用されるキーパッドファシリティコードの内容は網に依存する。

本プロトコルは、ユーザ装置がインボークする付加サービスの内容に関する知識を必要としないという

意味でスティミュラス的である。本プロトコルは、付加サービスのインボケーションのために呼の全状態

で呼と関連して使用でき、基本及び一次群速度インタフェースの両アクセス構造に適用可能である。４章

に本汎用プロトコルの詳細仕様を記述する。
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2.1.1.2　フィーチャキーマネジメントプロトコル

フィーチャキーマネジメントプロトコルは、８章に規定する２つの情報要素（フィーチャアクティベー

ション情報要素、フィーチャインディケーション情報要素）の使用を前提としている。フィーチャアク

ティベーション情報要素はユーザから網の方向で「呼設定」（ SETUP）及び「付加情報」

（INFORMATION）メッセージに含まれうる。フィーチャインディケーション情報要素は、網からユーザ

の方向で種々の基本呼制御メッセージに含まれうる。

本プロトコルは、主として生起中の呼に対する付加サービスの制御に適用されるが、呼と関連しない付

加サービスの制御にも適用できる。呼と関連しない付加サービス制御は、ダミー呼番号とフィーチャアク

ティベーション情報要素を含む「付加情報」（INFORMATION）メッセージの送出によって実現される。

ユーザはいつでもフィーチャアクティベーション要求を送出でき、網もフィーチャインディケーションを

いつでも送出できる。フィーチャ識別子に対応する付加サービスはサービス提供者に依存し、契約時に

ユーザとサービス提供者間で調整して決められる。サービス提供側のオプションとして、複数のサービス

プロファイルを１つのインタフェースに割当てることができるが、この場合、正しいサービスプロファイ

ルを特定のユーザ（端末装置）に対応させるため、付属資料Ａで定義する端末識別手順を使用しなければ

ならない。

注－“サービスプロファイル”という用語は、網があるユーザに対するサービスを特徴づけるためにそ

のユーザに対して管理している情報をさす。その一部には、フィーチャ識別子と付加サービスとの

対応関係が含まれる。１つのサービスプロファイルは、通常は１つのインタフェースに割当てられ

るが、オプションとして付属資料Ａで定義された手順を用いて、特定のユーザ端末装置やユーザの

端末装置のグループに割当てうる。

本プロトコルは、ユーザ装置がインボークする付加サービスの内容に関する知識を必要としないという

意味でスティミュラス的である。要求した付加サービスを明確に識別するため、網が有するサービスプロ

ファイルの情報、及びフィーチャキーと特定の付加サービスのインボケーションとの対応関係に関する情

報とが必要となる。本プロトコルは主として、基本アクセス構造に適用できる。本プロトコルの詳細は５

章に記述する。

2.1.1.3　情報要求手順

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

キーパッドプロトコルおよび／またはフィーチャキーマネジメントプロトコルを使用するサービスへの

アクセスをサポートする網に対して、追加情報が要求されることを網が決定する時、情報要求（ＩＲＱ）

手順は追加情報のためのプロンプトに利用されうる。

本節の手順サポート、そして情報要求情報要素の認識は網とユーザのオプションであり、かつユーザと

網間の両者の合意に基づいてサポートされる。
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情報要求のメッセージシーケンスは網がユーザに「付加情報」（INFORMATION）メッセージ（生起中

の呼番号値またはダミー呼番号値を使用する任意の呼状態において）を送出するとき、または情報要求情

報要素を含む「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージ（分割発呼の場合の「呼設定」

（SETUP）メッセージに対する最初の応答時）を送出するときに起動される。情報要求は、網が着信アド

レスを含まない「呼設定」（SETUP）メッセージの中に含まれるフィーチャ要求に対して応答する場合、

「呼設定確認」（SETUP　ACKNOWLEDGE）メッセージの中に含まれうる。情報要求情報要素は情報要

求指示を「追加情報のためのプロンプト」に設定し、そして情報種別を適当な値に設定するようにコー

ディングされる。情報要求プロンプトの送出後、網は要求された情報が完了していない場合、「付加情

報」（INFORMATION）メッセージを受信する毎にタイマＴ３０２を起動する。

「付加情報」（INFORMATION）メッセージが送信されあるいは受信されても、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼

状態の遷移が生じてはならない。

ユーザは、要求された情報を、１つまたは複数の「付加情報」（INFORMATION）メッセージ内のキー

パッドファシリティ情報要素に含めて常に送出しうる。さらに、要求された情報が着番号である場合、

ユーザは、要求された情報を「付加情報」（INFORMATION）メッセージ内の着番号情報要素に含めて送

出しうる。

呼と関連する場合も、関連しない場合も、網が呼を継続するために十分な情報を受信したと決定した場

合、情報送出の完了を知らせるため、情報要求指示を“情報要求完了”に設定した情報要求情報要素を含

む「付加情報」（INFORMATION）メッセージをユーザに送出することがある。

追加情報が分割発呼状態で要求され、網が呼を継続するために十分な情報を受信したと決定した場合、

網は、この完了表示が「付加情報」（INFORMATION）メッセージで事前に返送されていない場合、情報

要求情報要素に情報要求が完了したことを示した「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージを

ユーザに送出する。分割発呼状態で、網によって受信された情報に基づいて呼が設定されておらず、情報

交換のためのダミーでない呼番号が使用されている場合、網は「切断」（DISCONNECT）メッセージを送

出することによって呼番号の切断復旧を開始する。この場合、「切断」（DISCONNECT）メッセージは情

報要求が完了したことを示す情報要求情報要素と理由表示値＃１６“正常切断”を示す理由表示情報要素

を含むことがある。

ユーザが網からの応答を期待する呼切断復旧（「切断」（DISCONNECT）または「解放」

（RELEASE））メッセージにより切断復旧を開始した場合、網は正常呼切断復旧手順に従い、そして情

報要求情報要素に情報要求が完了したことを示す呼切断復旧（「解放」（RELEASE）または「解放完

了」（RELEASE COMPLETE））メッセージを送出することがある。
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2.1.1.4　サービスプロファイル変更の通知

網はユーザのサービスプロファイルに変更が起こり、網がこれをユーザに通知する必要があると決定し

たとき、網は「通知」（NOTIFY）メッセージをサービスプロファイルが更新されたユーザに９．３．２．

２節の手順を用いて送る。このメッセージはレイヤ２でポイント・ポイントで送られ、“サービスプロ

ファイル更新”とコード化された通知識別子情報要素とともにダミー呼番号を含む。

端末はユーザにこの情報を通知することが期待される（例えば、ディスプレイの形で）。この情報の受

信をもとに、ユーザは網に含まれる情報と互換性を持つように端末を再プログラムすることを決定しうる。

2.1.2　ファンクショナルプロトコル

ファンクショナルプロトコルは、ファシリティ情報要素及び「ファシリティ」（FACILITY）メッセー

ジ、さらに７章で規定する他のファンクショナルメッセージの使用を前提としている。本プロトコルは対

称性を有し、基本及び一次群速度インタフェースの両アクセス構造に適用可能である。

本プロトコルは、ユーザ端末装置がサポートする付加サービスの内容に関する知識を必要とするという

意味でファンクショナル的である。従って、ユーザ装置のみで処理可能なプロトコル要素のためのセマン

ティクスを定義することにより、ユーザ装置は人の介在なしに動作が可能となる。

ファンクショナル手順は、キーパッドやフィーチャキーマネジメント付加サービスのインボケーション

によって開始されることがある。

３．網がサポートするプロトコルの共存

網は、付加サービスの制御のためにこれらの汎用プロトコルのうちの２つ以上をサポートしてもよい。

複数の汎用プロトコルのサポートは網オプションである。サービス提供者は、契約時にユーザに対して、

利用可能な付加サービスと、そのユーザとのインタフェース上でサポートする汎用プロトコルを通知しな

ければならない。

一般原則として、網がある付加サービスのインボケーションのためにスティミュラスプロトコルの使用

を規定するか、ユーザがフィーチャキーマネジメント機能とサービスプロファイルを契約するかのいずれ

かでない場合は、ファンクショナルプロトコルが使用されるべきである。

一般的には、キーパッドプロトコルとフィーチャキーマネジメントプロトコルは、ローカルな意味のみ

を持つが、ファンクショナルプロトコルは、ローカルでない意味を持ちうる。

ある呼に対して、一方のインタフェースに適用されたプロトコルはリモートユーザのインタフェースに

適用されるプロトコルと異なることもある。

ある網は、サービスのインボケーションにユーザアクセス毎にただ１つの汎用プロトコルしかサポート

していないかもしれない。また、別の網では、付加サービスのインボケーションのために、ユーザアクセ

スのインタフェース種別により単一の汎用プロトコルのサポートを選択することもある（例えば基本アク

セスではフィーチャキー、あるいはキーパッド、一次群アクセスではファンクショナル）。これらは、契

約時に取り決めなければならない。



- 5 - ＪＴ－Ｑ９３２

ユーザから網の方向（即ち付加サービスのインボケーションのため）のアクセス毎に複数の汎用プロト

コルをサポートしている網では、ユーザによって選択されたプロトコルオプションは、受信したメッセー

ジ種別又は情報要素種別によって暗黙的に認識される。

網からユーザの方向（即ち相手ユーザ側のインタフェースにおいて）のアクセス毎に２つ以上の汎用プ

ロトコルをサポートしている網では、インボークする付加サービスの特徴に基づいて、適用する特定プロ

トコルの選択がなされる。ある付加サービスに対し２つ以上のプロトコルがサポートできる場合には、契

約時に登録されているユーザ端末装置がサポートしているプロトコルを決定するために、付属資料Ａで述

べる端末識別手順が用いられる。

本標準の付属資料Ａに記述されたユーザサービスプロファイル手順は、同一ユーザアクセスインタ

フェース上の１つ又は複数の端末からなるグループに提供するサービスを特徴付けるための手段を提供す

る。それによって、網は１つ又は複数の端末のグループに対して、網側から付加サービスを起動する際に、

ユーザサービスプロファイルに含まれるパラメータを用いて、適切な手順を決定することがある。

４．キーパッドプロトコル

キーパッドプロトコルは、キーパッドファシリティ情報要素と表示情報要素の使用を前提にしている。

キーパッドインボケーションに関する汎用手順は本章で規定するが、付加サービスの要求・表示に使用さ

れるアクセスコードの割り付けは、網に依存する。

キーパッドプロトコルの使用例を、付録Ⅰに示す。

4.1　概　要

＜本節の記述の内、網からユーザへのキーパッドファシリィティ情報要素の転送に関する記述は非標準で

ある（参考２．(1)(a)参照）。＞

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

この汎用手順は、以下の情報要素の使用を前提にしている。

－キーパッドファシリティ情報要素：ユーザが、一括または分割転送を使用してアクセスコードを指定

することにより、網からの付加サービスをインボークするために用いる。

－表示情報要素：ローカル網がローカルユーザへ（又は、リモート網がリモートユーザへ）インボーク

されている付加サービスに関する表示を行うために用いる。この手順では、「呼設定」（SETUP）

メッセージ中の伝達能力情報要素が“音声”、“3.1kHz オーディオ”又は“トーン／アナウンス付き

非制限ディジタル情報”である呼の場合には、ユーザへのインバンドトーン／アナウンスを伴いうる。

注－網のオプションとして、網がインボークされた付加サービスを確認するため、受信情報に対する

ユーザの自動的な応答動作を期待する場合には、網は、キーパッドファシリティ情報要素を、ユー

ザへ表示を行うために使用してもよい。キーパッドファシリティ情報要素のセマンティクスは標準

化されないため、網からユーザ方向のキーパッドファシリティ情報要素の使用は、端末ポータビリ

ティを制限する。なぜなら二つ以上の網で作動する端末にとっては、網によりキーパッドファシリ

ティ情報要素に割り当てられる種々の異なるセマンティクスを解釈可能でなければならないからで

ある。本オプションをサポートしていないユーザ端末がキーパッドファシリティ情報要素を受信し

た場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８節に定義されたエラー回復手順をとらねばならない。
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キーパッドプロトコルは、付加サービスのインボーク中にフィーチャキーマネジメント（５章）あるい

はファンクショナルプロトコル（６章）と共に使用される場合がある。

キーパッドプロトコルは、呼設定・通信中・呼切断復旧フェーズでの「付加情報」（INFORMATION）

または「呼設定」（SETUP）メッセージ中のキーパッドファシリティ情報要素の使用を前提としている。

4.2　キーパッドプロトコルに使用されるメッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１の規定にある通り、キーパッドファシリティ情報要素は「呼設定」（SETUP）およ

び「付加情報」（INFORMATION）メッセージに含めることができ、ユーザから網の方向に転送すること

ができる。

4.3　キーパッドファシリティ情報要素のコーディング

キーパッドファシリティ情報要素の内容は、ＩＡ５キャラクタの文字列である。ＩＡ５キャラクタ列の

シンタックスや、ある付加サービスへの値の割り付けは、網に依存する。

4.4　手順の要素

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

4.4.1　概　要

キーパッドプロトコルは、下記の事項による。

(1) 　キーパッドプロトコルは、付加サービスをインボークするために、呼設定・通信中・呼切断復旧

フェーズで使用される。付加サービスの情報は、「呼設定」（SETUP）または「付加情報」

（INFORMATION）メッセージで送られるキーパッドファシリティ情報要素によって転送される。

(2) 　付加サービスの情報は、一括または分割転送を使用して、ユーザから網へ送出することができる。

(3) 　網は表示情報要素および／あるいはインバンドトーン／アナウンスを使用して、ユーザに対し必

要な情報の転送のためのプロンプトを行うことができる。この動作をとるべきかどうかは、付加

サービスおよび網の仕様による。どの様な場合にも、インバンドトーン／アナウンスが使用される

のは、伝達能力情報要素が“音声”、“3.1kHz オーディオ”又は“トーン／アナウンス付き非制限

ディジタル情報”を表示したときのみである。

(4) 　網のプロンプトに続くユーザの応答情報には、種々の組み合わせがありうる。その組み合わせの

例を表４－１／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。ここで“ステージ”という用語は、（もしあれば）網から

のプロンプトとプロンプトの間にユーザが送出する情報を指すために用いられる。
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表４－１／ＪＴ－Ｑ９３２　情報の送出のためのステージの例

（ITU-T Q.932）

ステージの数 情　報　の　送　出

１

１

２

２

２

２

３

全ての情報を一括で転送

全ての情報を分割で転送

分割  －  プロンプト  －  分割

一括  －  プロンプト  －  一括

分割  －  プロンプト  －  一括

一括  －  プロンプト  －  分割

分割  －  プロンプト  －  分割  －  プロンプト－  分割  等

注－　ステージの数は網に依存し、同様にインボークされている付加サービスにも依存する。

4.5　インボーク側インタフェースにおける手順

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

4.5.1　ユーザ手順

以下の手順は、１つのステージ中でユーザから網への情報（一括または分割転送を用いて）が、どのよ

うに転送されうるかを規定している。本手順は、ユーザから網への情報を送出する各ステージに適用可能

である。

4.5.1.1　アクセスコードの一括転送

付加サービス情報の一括転送は、以下のメッセージに含まれる“完全な”付加サービス情報の転送に

よって完結される。

－付加サービスが、呼設定時にインボークされる場合、「呼設定」（SETUP）メッセージ

－付加サービスが、呼の通信中フェーズからまたは呼切断復旧フェーズの間にインボークされる場合、

「付加情報」（INFORMATION）メッセージ

“完全な”付加サービス情報という用語は、それ以上追加の網プロンプトの必要がなく、サービスを特

定するために十分な付加サービス情報が網へ送出されていることを意味する。網は、付加サービス情報が

“完全”であることを以下の方法で判定する。

－キーパッドファシリティ情報要素の情報内容の分析

－“送出完了”表示（標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．１．３節参照）の存在

網がキーパッドファシリティ情報要素の内容が無効であると判定した場合、網は、４．５．２．３節で

規定されるエラー回復手順を使用する。

網が、情報の内容は有効であり要求されたサービスはそのユーザによってインボーク可能であると判定

する場合、網は、４．５．２．１節で規定される手順を使用して応答する。
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4.5.1.2　アクセスコードの分割転送

付加サービス情報の分割転送は、“完全な”（４．５．１．１節の“完全な”の定義を参照）付加サー

ビス情報の分割された送出であり、“完全な”付加サービス情報を転送するために、いくつかの標準ＪＴ

－Ｑ９３１メッセージが使用される。可能なメッセージの組み合わせは、以下の通りである。

(1) 　呼設定時にインボークされる付加サービスに関しては、「呼設定」（SETUP）メッセージと分割

発呼状態で転送される「付加情報」（INFORMATION）メッセージを１つまたはそれ以上使用して

構成する。

(2) 　通信中または呼切断復旧フェーズでインボークされる付加サービスについては、複数の「付加情

報」（INFORMATION）メッセージを使用して構成する。

(1)の場合には、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．１．３節で規定される通常の分割発呼手順が使用される。

(2)については、「付加情報」（INFORMATION）メッセージの送信／受信は、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状

態の変化を引き起こさない。

網は、４．５．２．１節で規定される網の応答のいずれかによって、有効な付加サービス情報に対して

応答する。付加サービス情報が無効である場合には、４．５．２．３節で規定されるエラー回復手順が適

用される。

4.5.2　網の手順

4.5.2.1　ユーザ要求に対する網の応答

ユーザから情報を受信した後、網は下記のうちいずれかの動作をとりうる。(1)から(4)項までは、一括

及び分割転送のいずれにも適用可能であり、(5)項は分割転送を使用して送出される情報に対してのみ適用

できる。

(1) 　適当な理由表示とオプションの表示情報要素を含んだ、通常の呼切断復旧手順（標準ＪＴ－Ｑ９

３１　５．３節参照）により呼番号を解放する。

(2) 　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージをユーザに送出する。

注－  この網の応答は、呼設定の間にインボークされた付加サービスに対してのみ適用可能であり、

通信中または呼切断復旧フェーズにインボークされた付加サービスに対しては適用されない。

(3) 　付加サービスの要求に対する適当な応答を有する表示情報要素を含む「付加情報」

（INFORMATION）メッセージまたは呼切断復旧メッセージをユーザに送出する。ユーザによる

「付加情報」（INFORMATION）メッセージの受信は、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態に変化を引き起

こしてはならない。

(4) 　さらに情報を要求するために、４．５．２．２節で規定されている手順を用いてユーザにプロン

プトを行う。この後続情報は、ユーザによる追加または、新たな情報入力、あるいはユーザによる

最初の情報を訂正して再入力するための再試行である。その様な手順は、網依存であり、付加サー

ビス特有のものである。

(5) 　さらに分割転送情報を待つ。許容される待時間は、分割発呼状態で送出される情報の場合にはタ

イマＴ３０２によって、その他の呼状態で転送される情報の場合には呼制御タイマによって制御さ

れる。

取られるべき厳密な動作は、インボークされている特定の付加サービスによって異なる。
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4.5.2.2　網のプロンプトとインバンドトーン／アナウンス制御

網は、キーパッドファシリティ情報要素が最初の「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれているかど

うかにかかわらず、追加情報の要求のためにユーザにプロンプトを行ったり、トーン／アナウンスを提供

したりすることがある。網はプロンプトかつ／またはトーン／アナウンスを行うかどうかを決定する。プ

ロンプトあるいはインバンド情報の提供において考慮されるべき要因には、以下のものがある。

－付加サービスの性質

－桁間タイマの値

－インタフェースの種類

－付加サービス要求の現状態あるいは推移

網は、インバンドトーンあるいはアナウンスを送出すると同時に、経過内容＃８､“インバンド信号な

いし適当なパターンが現在利用可能”を伴う経過識別子情報要素を含んだ「経過表示」（PROGRESS）

メッセージを送出する。

網は、可聴音（すなわち、トーンまたはアナウンス）によるプロンプトに加えて、表示情報要素及び／

あるいはシグナル情報要素を含む（着番号情報要素は含めてはならない）「付加情報」

（INFORMATION）メッセージの送出によって、ユーザからの情報を要求しうる。

網が、「付加情報」（INFORMATION）メッセージを送出しても、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態に変化を

引き起こさない。しかし、このメッセージが、網が分割発呼状態のとき送出される場合には、タイマＴ３

０２は再設定される。

網は、ユーザに対して複数のプロンプトを行うことがある（即ち、複数ステージとなる）。しかしなが

ら、ユーザが応答する前あるいは、分割発呼時のタイマＴ３０２満了前に再びプロンプトを行うことはな

い。これは、ユーザの応答を網からの二つのプロンプトのうちどちらにも対応させることができるという

状況を避けるためである。

注－網オプションとして、本標準の２．１．１．３節に記述される情報要求手順が、あるサービスに関

連した追加情報のためのプロンプトとして用いられうる。

4.5.2.3　エラー条件と処置

エラー条件は、下記の状況で成立する。

(1) 　タイマＴ３０２の満了時に、“完全な”情報が受信されていない。

(2) 　一括転送で、情報が“送出完了”表示を含んでいるにもかかわらず、送られたユーザの送出した

情報が不完全である。

(3) 　網が受信した（完全な、あるいは不完全な）情報が無効である。無効情報とは、誤ったフォー

マット、あるいは、無効ファシリティ識別子または無効パラメータコードを含んで転送された情報

のことである。

(4) 　ユーザが、契約していない付加サービス、あるいはアクセスを許容されていない付加サービスの

インボークをしようとしている。

このような状況下で、網のとる動作は以下の通りである。
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注－以下に示されている事項は、エラー時に想定される動作である。状況に応じた特定の動作は、網お

よび付加サービスに依存する。

4.5.2.3.1　呼設定時にインボークされる付加サービス

網は、以下の動作のうちの一つをとる。

(1) 　インバンドトーンまたはアナウンスが適用される場合

「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージが送出されていない場合、網は、Ｂチャ

ネルが使用されることを表示し経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが現在利用可

能”を伴う経過識別子情報要素を含んだ「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージをユー

ザに送出する。

「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージがすでに送出されている場合、網はユー

ザに経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが現在利用可能”を伴う経過識別子情報

要素を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッセージを送出する。

網は、４．５．２．２節の手順を使用して、要求される情報の再入力のためにユーザにプロンプ

トを行うことがある。それ以外の場合には、インバンドトーン／アナウンスを適用した後、ユーザ

が呼切断復旧を起動することによりあるいは、トーン／アナウンス・タイマの満了後に網が呼切断

復旧を起動することにより、呼番号は解放される。網およびユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．

３節で規定される呼切断復旧手順を使用する。

(2) 　インバンドトーンまたはアナウンスが適用されない場合

標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．３節で規定される呼切断復旧手順を使用して、網により、呼番号は解

放される。

4.5.2.3.2　通信中状態または呼切断復旧状態でインボークされる付加サービス

網は、以下の動作のうちの一つをとる。

(1) 　インバンドトーンまたはアナウンスが適用される場合

網は、４．５．２．２節で規定される手順を使用して要求の再入力のためにユーザにプロンプト

を行うことがある。それ以外の場合には、インボークされている特定の付加サービスに応じて、呼

切断復旧をするか同じ呼状態に留まる。呼切断復旧をする場合には、インバンドトーンまたはアナ

ウンスの適用後に、呼切断復旧される。呼切断復旧は、ユーザが呼切断復旧を起動することにより、

あるいは、トーン／アナウンス・タイマの満了後に網が呼切断復旧を起動することにより、実行さ

れる。網およびユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．３節で規定される呼切断復旧手順を使用する。

(2) 　インバンドトーンまたはアナウンスが適用されない場合

インボークされている特定の付加サービスに応じて、呼切断復旧をするか同じ呼状態に留まる。

呼切断復旧をする場合には標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．３節で規定される手順を使用して、呼切断復

旧を起動することにより、呼番号は解放される。呼が同じ呼状態に留まる場合、網は４．５．２．

１節の(3)項にしたがって「付加情報」（INFORMATION）メッセージを送出し、ユーザに付加サー

ビス要求が不成功に終わったことを通知しうる。

4.6　リモートインタフェースにおける手順

表示情報要素および／またはシグナル情報要素は、網からリモートユーザへの通知のために使用されう

る。しかしながらこの場合、この情報は、単に人への通知のために使用され、受信された情報に対する自

動的な応答動作は、ユーザ端末装置自身によっては実行されない。
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５．フィーチャキーマネジメントプロトコル

フィーチャキーマネジメントプロトコルは、網が提供する付加サービスをユーザがインボークするため

の１つのメカニズムである。この手順は、スティミュラス手順であるため、インボークされたサービスを

プロトコル要素だけでは識別できない。インボークされたサービスを決定するためには、網でユーザの

サービスプロファイルに関する情報を有していることが必要である。これらの手順により、呼状態は直接

変化することはない。

フィーチャキーマネジメントプロトコルは、フィーチャアクティベーションとフィーチャインディケー

ションの２つの情報要素を前提としている。フィーチャアクティベーション情報要素はユーザが付加サー

ビスを要求するための手段である。フィーチャアクティベーション情報要素は、フィーチャ識別子番号を

含む。網は、フィーチャ識別子番号を、ユーザのサービスプロファイルにより示された、対応するサービ

スにマッピングする。ユーザ端末装置は、どのサービスが実際にフィーチャ識別子番号によって要求され

たのかを意識する必要がなく、ユーザはいつでもフィーチャ要求を送出することができる。

フィーチャインディケーションは、フィーチャアクティベーションに対する網の応答を表示するための

手段である。フィーチャ識別子番号は、網の応答とユーザ要求を関係づけ、ならびに／または、網の応答

とユーザ端末に関する表示とを関係づける。フィーチャインディケーション情報要素はフィーチャ状態表

示を含む。フィーチャ状態表示は、要求されたサービスの状態を表示し、ユーザ端末は適当なマン・マシ

ンインタフェースに対応させることができる。

5.1　メッセージ

フィーチャアクティベーション情報要素とフィーチャインディケーション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９

３１で定義されるいくつかのメッセージに含めることができる。フィーチャアクティベーション情報要素

は、ユーザから網の方向に送出される次のメッセージに含めることができる。

(1) 　呼設定 （SETUP）

(2) 　付加情報 （INFORMATION）

フィーチャインディケーション情報要素は網からユーザの方向に送出される次のメッセージで送ること

ができる。

(1) 　呼設定（SETUP）

(2) 　呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）

(3) 　応答（CONNECT）

(4) 　呼設定受付（CALL PROCEEDING）

(5) 　呼出（ALERTING）

(6) 　付加情報（INFORMATION）

(7) 　切断（DISCONNECT）

(8) 　解放（RELEASE）

(9) 　解放完了（RELEASE COMPLETE）
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5.2　手　順

5.2.1　前提条件と制約条件

(1) 　これらの手順では１つのメッセージには、ただ１つのフィーチャアクティベーション要求が存在

することを前提としている。

(2) 　ここで使用される“呼と関連するサービス”という用語は、（呼番号の存在によって定義される

ような）生起中の呼に作用あるいは関連するサービスとして定義されている。

(3) 　これらの手順は、前もって定義された特定の伝達能力、かつ／またはコンテクストに依存する付

加サービスのインボケーションに使用される。しかし、付加サービスが作用すべき伝達能力を表示

するプロトコル要素を含めるための機能は提供されない。

5.2.2　付加サービスのインボケーション

ユーザは、５．１節で定義されるメッセージにフィーチャアクティベーション情報要素を含めることに

よってフィーチャを要求することができる。もし、「付加情報」（INFORMATION）メッセージを使用す

る場合、いつでも送出することができる。ユーザは望むフィーチャをフィーチャ識別子番号の適当な値を

指定することによって示す。

5.2.2.1　「付加情報」（INFORMATION）メッセージにおける呼番号の決定

フィーチャアクティベーション情報要素が「付加情報」（INFORMATION）メッセージで送られるとき、

次の規則が適用される。

(1) 　呼番号が生起していない場合は、ダミー呼番号を使用しなければならない。（呼と関連しない

サービスタイプ）

(2) 　呼番号が生起している場合は、サービスタイプが呼と関連している、いないにかかわらず、その

値を使用することができる。

(3) 　呼番号が生起している場合は、サービスタイプが呼と関連していない場合のみダミー呼番号を使

用することができる。サービスタイプが呼と関連する場合、適当な呼番号を使用しなければならな

い。この規則の例外は、ただ１つの呼が生起している場合である。この場合、ユーザはダミー呼番

号をどちらのサービスタイプにも使用することが許される。

これを、図５－１／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。

サービスタイプ 呼が生起していない 呼が生起している

呼と関連しない ダミー呼番号を使用 ダミー呼番号あるいは生起中の呼番号を使用

呼と関連する エラー；許容されない 生起中の呼番号を使用（注）

注－　ただ１つの呼が生起中ならば、ダミー呼番号を使用することができる。

図５－１／ＪＴ－Ｑ９３２　「付加情報」（INFORMATION）メッセージでの呼番号の使用法

（ITU-T Q.932）

呼が生起していないときにユーザ端末装置がダミー呼番号を使用すること、並びに、サービスのタイプ

にかかわらず、呼が生起している場合に、生起している呼番号を使用することは、正しい使用法である。
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5.2.3　網の応答

網はいくつかの方法でフィーチャアクティベーション要求に応えることができる。この動作は付加サー

ビスと網で特有である。

5.2.3.1　正常な応答

5.2.3.1.1　フィーチャインディケーションの返送

網は、フィーチャインディケーション情報要素を「付加情報」（INFORMATION）メッセージ、あるい

は５．１節で定義される、他の適当な呼制御メッセージに含めて返送することができる。フィーチャイン

ディケーションのフィーチャ識別子番号は、最初のフィーチャアクティベーション要求で表されたフィー

チャ識別子番号と同じである必要はない。フィーチャ状態表示は要求された特定の付加サービスに対して

適当に与えられる。

5.2.3.1.2　追加情報のプロンプト

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

網はユーザに追加情報のプロンプトを行うことができる。分割発呼状態の時は、情報要求手順が使われ

る（２．１．１．３節参照）。

ユーザの応答は、標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義された一般の分割発呼手順に従う。網のオプションとして、

２．１．１．３節で定義された情報要求手順を、あるサービスの要求に関連した追加情報のプロンプトの

ために用いることができる。

5.2.3.1.3　暗黙の応答

ある状況下では、網はフィーチャアクティベーション要求に対してユーザへ明白な表示を返送する必要

はない。この場合、応答は暗黙的である。例えば、現にサービスが提供されているので特に応答が不要で

ある場合などである。

5.2.3.1.4　シグナル、理由表示あるいは表示情報要素の返送

網は５．２．３．１節で記述される応答に加えて、シグナル、理由表示または表示情報要素の組合せを

返送することができる。これらの情報要素の使用は付加サービスと網で特有であり、コーディングとこれ

らの情報要素を含む適当なメッセージについては標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義される。

5.2.3.2　エラー条件時の応答

エラー条件（５．２．５節で定義）が存在するとき、網は以下の応答を行うことができる。

(1)　次のオプションの１つあるいはそれ以上で応答する。

(a)　フィーチャインディケーション情報要素を返送する。

(b)　追加情報のためにプロンプトを行う（２．１．１．３節参照）。

(c)　暗黙に応答する。

(d)　シグナル、理由表示あるいは表示情報要素を返送する。

(2)　フィーチャアクティベーション要求を無視し、全く動作しない。

(3)　上記の動作に加えて適当な生起中の呼を切断復旧する。
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5.2.4　概　要

5.2.4.1　フィーチャ要求とは独立のフィーチャインディケーション情報要素の使用

網は、呼の状態によらず、いつでもフィーチャインディケーション情報を送出することができる。複数

のフィーチャ状態表示が更新される場合、複数のフィーチャインディケーション情報要素を一つの「付加

情報」（INFORMATION）メッセージ、または適当な呼制御メッセージに含めて返送することができる。

5.2.4.2　停止手順

明白に付加サービスを停止する時、２つの方法を使用することができる。

(1) 　同じフィーチャ識別子のフィーチャアクティベーション要求を送信することで、付加サービスを

停止することができる。いくつかの付加サービスではオン／オフを繰り返すことができる。

(2) 　特定の付加サービスを停止するために（ユーザと網の間に）明確に定義された別のフィーチャ識

別子でフィーチャアクティベーション要求を送信することができる。

5.2.4.3　呼切断復旧

通信中の呼番号を使ってフィーチャアクティベーション情報要素が送られ、ある理由で呼切断復旧する

場合は、フィーチャインディケーションに関する呼番号が存在しなくなる。フィーチャインディケーショ

ン情報要素を返送する場合は、次のオプションのいずれかを使用することができる。

(1) 　網はフィーチャインディケーション情報要素を呼切断復旧メッセージ（すなわち、「切断」

（DISCONNECT）、「解放」（RELEASE）、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ）

の１つで送信することができる。

(2) 　網は呼切断復旧後にフィーチャインディケーション情報要素をダミー呼番号を使って「付加情

報」（INFORMATION）メッセージに含めて送出することができる。

5.2.5　エラー条件

5.2.5.1　不正フィーチャアクティベーション要求

ユーザが不正なフィーチャ識別子番号を使ってフィーチャを要求する場合、網は５．２．３．２節で示

される動作をとることができる。不正フィーチャ識別子番号とはユーザが契約していないサービスに対応

する番号または、サービス提供者によって理解されない値である（例、範囲外の場合）。

5.2.5.2　不正呼番号

ユーザが５．２．２．１節で述べるような呼番号の使用に違反する場合、網はサービスを提供せず、５．

２．３．２節で示すような動作を行わなければならない。

5.2.5.3　複数のフィーチャアクティベーション要求の送信

網が連続的なフィーチャアクティベーション要求を別々のメッセージで受信し、その間隔が短く最初の

フィーチャアクティベーション要求に対する応答を、次のフィーチャアクティベーション要求を受信する

前に送出できない場合は、次の動作の１つを取ることができる。

(1) 　複数のフィーチャインディケーション情報要素を返送することによって（あるいは、５．２．３．

１節で記述される応答によって）、すべてのフィーチャアクティベーション要求に動作する。これ

らは、１つのメッセージあるいは複数のメッセージで送出することができる。

(2) 　ただ１つの応答を返送することによって、最初のフィーチャアクティベーション要求に応答する。

この応答は最初のフィーチャアクティベーション要求に対して行われるべきである。最初の要求以

降のフィーチャアクティベーションは、網によって廃棄され、無視される。

どちらの動作をとるかは、網と付加サービスにより決定される。
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６．ファンクショナルプロトコル

6.1　概　要

6.1.1　まえがき

本章は、ユーザ・網インタフェースにおける付加サービス制御のためのファンクショナルな信号手順を

規定する。本汎用プロトコルは、標準ＪＴ－Ｑ９３０〔５〕、ＪＴ－Ｑ９３１〔４〕の基本呼制御手順が

提供する機能・サービス、及び標準ＪＴ－Ｑ９２０〔６〕、ＪＴ－Ｑ９２１〔３〕によって定義される

データリンクレイヤ機能を利用する。

標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズのいくつかの付加サービスは、本章で記述されている手順及び、それに関

連するプロトコルのサポートを必要とする。これらの手順のサポートは、網とユーザの双方の合意に基づ

くオプションである。

6.1.2　手順の範囲

６章で定義する手順は、付加サービスの制御（例えば、インボケーション、通知、取消など）のための

基本的な手段を規定する。本手順は、ユーザ・網インタフェースが基本あるいは一次群速度インタフェー

スということには依存しない。

6.1.3　手順のカテゴリ

付加サービスのためのファンクショナルな信号に対して２つのカテゴリの手順が定義される。第１のカ

テゴリは、独立メッセージアプローチと呼ばれるもので、希望する機能を表示するために独立なメッセー

ジ種別を用いる。保留及び保留解除系列のメッセージがこれに属する。

第２のカテゴリは、共通情報要素手順と呼ばれるもので、ファシリティ情報要素を利用する。

両カテゴリとも対称性のある規定となっており、網からユーザへ及びユーザから網の両方向に送信する

ことができる。

6.1.4　付加サービス機能

網あるいはユーザによる付加サービスの制御には、以下の場合がある。

(1)　呼設定中の付加サービスインボケーション

(2)　呼切断復旧中の付加サービスインボケーション

(3)　通信中の呼と関連する付加サービスインボケーション

(4)　生起中の呼と関連しない付加サービスアクティベーション、ディアクティベーション、照合ある

いは登録

(5)　単一メッセージによる複数の相異なる付加サービスインボケーション

(6)　相異なる複数の呼のうちのひとつと関連する付加サービスインボケーション

(7)　インボークされた付加サービスの取消及び付加サービス起動側への通知

呼と関連する付加サービスと制御対象となる呼との対応は、制御対象となる呼の呼番号を用いて提供さ

れる（上述(1)、(2)、(3)、(5)、(6)、(7)の場合）。

呼と関連しない付加サービスのインボケーションとそれに対する応答の対応は、ファシリティ情報要素

を伴うメッセージの呼番号とファシリティ情報要素内に存在するインボーク識別子との組み合わせにより

関係づけられる（(4)、(5)、(7)の場合）。
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単一のメッセージで複数の相異なる付加サービスをインボークする場合、それらの識別は、ファシリ

ティ情報要素内のインボーク識別子によってなされる（(5)、(7)の場合）。相異なる複数の呼のうちのひ

とつと関連する付加サービス（例えば、保留）をインボークする場合、その識別は、適当な呼の呼番号を

含むメッセージによってなされる（(6)の場合）。即ち、各々の呼を識別するために、相異なる呼番号値が

使用される。

6.2　独立メッセージカテゴリ

本節で定義するメッセージは、独立したファンクショナルメッセージとして、リソースや補助状態の変

更を要求したり、同位の状態マシン間の同期性を要求する特定の機能をインボークするために規定される。

よって、本機能は、呼設定手順や呼切断復旧手順を伴って実行されることはなく、種々の付加サービスに

関連して用いることができる。これらのメッセージの機能は、ファシリティ情報要素の機能と重複するこ

とはない。

以下に示す個別のメッセージが定義されている。

保留 （HOLD）

保留確認 （HOLD ACKNOWLEDGE）

保留拒否 （HOLD REJECT）

保留解除 （RETRIEVE）

保留解除確認 （RETRIEVE ACKNOWLEDGE）

保留解除拒否 （RETRIEVE REJECT）

6.2.1　保留・保留解除機能

保留機能は、呼設定中または通信中である生起中の呼を、保留補助状態にするために使用される。ユー

ザが、オプションとして契約している場合は、標準ＪＴ－Ｑ９２１　３．４．１節で定義されているコネ

クションエンドポイントサフィックス（ＣＥＳ）により認識されるユーザに対して、（もしあれば）使用

中のＢチャネルを、あるいは、（リザーブされているチャネルがなければ）その他のＢチャネルをリザー

ブする。さらに、保留呼の呼番号は、引き続いて手順がとられうる保留解除およびチャネル再接続の時に

使用される。

オプションとしてユーザとサービス提供者間の契約により、Ｂチャネルは網により他の呼で再利用する

ために解放することもできる。

「保留」（HOLD）メッセージを受信したユーザまたは網が、要求された機能を実現できる場合「保留

確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージを返送する。網は、呼を保留補助状態にするときには、進

行中または通信中の呼に割り当てられたＢチャネルを切断する。

付加サービスに関連するＢチャネルリザーブ手順は、６．４節に記述されている。

「保留確認｣（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージは、呼を保留補助状態に移行させ、保留機能が実行

されたことを表示する。「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージは、保留要求が拒否されたこと、及

びその呼を保留要求以前の状態に戻したことを表示する。「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージに

は、適切な理由表示値を伴なう理由表示情報要素が含まれる。
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保留解除機能は、ユーザを要求するＢチャネルに再接続する。｢保留解除」（RETRIEVE）メッセージは、

呼の保留解除を要求する。｢保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージは、保留解除機能

が実行されたことを表示する。「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージは、保留解除要求が

拒否されたことを表示する。「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージには、例えば理由表示

＃４４“要求回線／チャネル利用不可”、または、＃３４“利用可回線／チャネルなし”を伴なう理由表

示情報要素が含まれる。

保留及び保留解除メッセージ系列は、対称的に使用することができる。

6.2.1.1　保留・保留解除のための補助状態

保留機能は、６．２．２．１節で規定される標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態で起動されうる。ここで、状態

空間の２次元化の概念が、ユーザと網との間で状態の同期性を保証するために導入されている。言い換え

れば、各々の呼に関して２つの状態が存在することになる。１つは標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態であり、も

う１つは保留に関する補助状態である。この状態空間は、２つの座標によって表すことができる。つまり、

１つは標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態座標で、もう一方は保留機能に関する補助状態座標である。標準ＪＴ－

Ｑ９３１呼状態遷移が発生する場合は、前者の座標を更新する。呼が保留状態に移行する場合は、後者の

座標を更新する。保留された呼を再接続する時、後者の座標は再び更新される。

保留および保留解除機能に関連して６つの補助状態が存在する。

(1)　空き（Idle）

(2)　保留要求（Hold Request）－保留機能が要求された状態

(3)　保留（Call Held）－呼が保留された状態

(4)　保留解除要求（Retrieve Request）－保留解除機能が要求された状態

(5)　保留表示（Hold Indication）－保留機能を受け入れた状態

(6)　保留解除表示（Retrieve Indication）－保留解除機能の要求を受け入れた状態

6.2.1.2　次元化状態空間の例

呼が発呼受付状態にある場合、次元化状態空間は（発呼受付、空き）である。

ユーザが保留機能を要求すると、次元化状態は（発呼受付、保留要求）となる。

呼が保留されると、網からの「保留確認｣（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの受信によりユーザは

呼が保留されたこと認識する。次元化状態は（発呼受付、保留）となる。

ユーザは、続いて呼を進行させ次元化状態を（通信中、保留）へ変化させるメッセージを受信する。

ここで、ユーザは、保留解除機能を要求すると、次元化状態は（通信中、保留解除要求）となる。

呼が再接続されると、次元化状態空間は（通信中、空き）となる。



ＪＴ－Ｑ９３２ - 18 -

6.2.2　保留手順

保留機能は、生起中の呼（すなわち、呼設定中、通信中）と関連してインボークされなければならない。

保留機能のインボケーションは、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態に影響を与えるのではなく補助状態に影響

を与える。呼を保留状態にする要求により、起動側のエンティティの補助状態は保留要求状態となる。被

起動側のエンティティは、この動作に成功すると、「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージ

によりこの要求を確認し、補助状態は保留状態となる。この結果、起動側エンティティの補助状態は保留

状態となる。要求した保留機能が得られない場合は、「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージが適切

な理由表示値を伴い返送される。この結果、起動側と被起動側エンティティの補助状態は保留要求を逆出

する前の各々の状態に戻る。

6.2.2.1　起動側の正常手順

保留機能は、ユーザ・網インタフェース上で確立された呼番号を含む「保留」（HOLD）メッセージの

送出により起動される。「保留」（HOLD）メッセージの転送に続いて、起動側エンティティはタイマＴ

－ｈｌｄ（タイマ値は６．２．５節で規定）を開始させ補助状態を保留要求状態にし、「保留確認」

（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの受信を待ち合わせる（補助状態は６．２．１．１節で規定され

る）。要求を送出しているコネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）には、保留の呼が割当てられな

ければならず、またＢチャネルは呼および／またはＣＥＩに対して選択されなければならない。

発呼側では、標準ＪＴ－Ｑ９３１の以下の呼状態において保留機能の起動が可能である。

－発呼受付 （Ｕ３／Ｎ３）；

－呼出通知 （Ｕ４／Ｎ４）；

－通信中 （Ｕ１０／Ｎ１０）

着呼側では、ポイント・ポイント構成であれば標準ＪＴ－Ｑ９３１の以下の呼状態において保留機能の

起動が可能である。

－呼出中 （Ｕ７／Ｎ７）；

－応答 （Ｕ８／Ｎ８）；

－着呼受付 （Ｕ９／Ｎ９）；

－通信中 （Ｕ１０／Ｎ１０）

着呼側では、マルチポイント構成であれば標準ＪＴ－Ｑ９３１の通信中（Ｕ１０／Ｎ１０）状態におい

てのみ保留機能の起動が可能である。

「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの受信時、保留要求起動側はタイマＴ－ｈｌｄを

停止し、接続されている場合はＢチャネルを解放し、補助状態を保留状態とする。

「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージの受信時、保留要求起動側はタイマＴ－ｈｌｄを停止し、

補助状態を保留状態を送出前の状態に戻す。

「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの受信前にタイマＴ－ｈｌｄが満了した場合は、

補助状態は空き状態とする。
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6.2.2.2　受信側の正常手順

「保留」（HOLD）メッセージの受信時、受信エンティティは補助状態を保留表示状態とする。

保留要求が許容される標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態（６．２．２．１節で許容される呼状態）であれば、

受信エンティティは接続されている場合はＢチャネルを解放し、「保留確認」（ HOLD

ACKNOWLEDGE）メッセージを起動側エンティティに返送し、補助状態を保留状態とする。

保留要求が許容されない標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態の場合は、受信エンティティは６．２．２．４節

で規定された手順に従う。

6.2.2.3　保留状態

保留機能が正常に完了（起動側エンティティが「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージを

受信）した場合、そのインタフェースの両側で呼の補助状態が保留状態となる。保留状態の間は、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１の手順に従った、通常であればコネクションを確立するような事象が発生したとしても（例

えば、保留呼の呼番号に対する応答（CONNECT）メッセージの受信）、保留された呼をＢチャネルに接

続することはできない。呼の補助状態が保留状態でありうるのは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態が６．２．

２．１節で許容された状態の１つ、あるいは切断通知状態（Ｕ１２／Ｎ１２）の時のみである。

切断通知状態（Ｕ１２／Ｎ１２）を除いた６．２．２．１節で許容されていない状態に遷移した場合、

エンティティは補助状態を空き状態にする。

一般的に、保留機能は他方のインタフェースからの保留呼の解除を禁止するものではない（保留機能の

起動側エンティティは、解除機能の被起動側エンティティであり、保留機能の被起動側エンティティは、

解除機能の起動側エンティティでありえる）。しかしながら、このような対照的な手順は、これらが適用

される個々の付加サービス手順で規定される。

6.2.2.4　例外手順

受信側エンティティで「保留」（HOLD）メッセージが認識されない場合は、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．

８節のエラー手順が適用される。

切断通知状態（Ｕ１２／Ｎ１２）または解放要求状態（Ｕ１９／Ｎ１９）で「保留」（HOLD）メッ

セージを受信した場合、受信側エンティティは保留要求を無視し通常の呼切断復旧手順を継続する。

保留機能の起動を許容しない上記以外の呼状態（６．２．２．１節参照）で「保留」（HOLD）メッ

セージを受信した場合、受信側エンティティは理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った

「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージを返送し、補助状態は「保留」（HOLD）メッセージを受信す

る以前の状態にする。

「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージを受信した場合、保留要求起動側はタイマＴ－ｈｌｄを停

止し、補助状態は「保留」（HOLD）メッセージを送信する以前の状態にする。
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6.2.3　保留解除手順

保留解除機能は、「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを送信することによって要求される。本メッ

セージは、補助状態が保留状態のときに送信される。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージでのチャネル指定として、変更可、任意、あるいは変更不可を

指定することもできる。チャネル識別子情報要素の使用手順は、基本呼制御で明確に規定されている。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージの送出時点で、起動側の補助状態は保留解除要求状態となる。

保留解除の要求が成功した場合、「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージが選択

されたＢチャネル表示を伴い返送される。起動側は、本メッセージを受信するまで呼の保留解除が行われ

たと考えるべきでない。その時起動側と被起動側のエンティティは補助状態を空き状態に戻す。

保留解除の要求が不成功の場合、「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージが適切な理由表

示を伴い返送される。その時起動側と被起動側のエンティティは、それぞれ「保留解除」（RETRIEVE）

メッセージを送受信する以前と同じ補助状態となる。

6.2.3.1　起動側の通常動作

保留解除機能は、ユーザ・網インタフェースの相手側に、保留された呼の呼番号を含む「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージを送信することにより起動される。「保留解除」（RETRIEVE）メッセージは、

補助状態が保留状態でかつ標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態が、Ｕ／Ｎ３、４、７、８、９、１０、１２の場合

にのみ送信できる。「保留解除」（RETRIEVE）メッセージの送信により起動側エンティティは、タイマ

Ｔ－ｒｅｔ（タイマＴ－ｒｅｔの値は６．２．５節に規定されている）を開始し、補助状態を保留解除要

求状態とし、「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージ待ちとなる。

「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージの受信により保留解除の起動側はタイマ

Ｔ－ｒｅｔを停止し、Ｂチャネルを接続する。そして補助状態は空き状態となる。また、「保留解除拒

否」（RETRIEVE REJECT）メッセージの受信では、保留解除の起動側はタイマＴ－ｒｅｔを停止し、補

助状態を保留状態とする。「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージ受信以前にタイ

マＴ－ｒｅｔが満了した場合、起動側のエンティティは補助状態を保留状態とする。

6.2.3.2　受信側の通常動作

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを受信した時、保留解除要求が、現在の補助状態と標準ＪＴ－

Ｑ９３１呼状態で許容され（許容される状態は６．２．３．１節参照）、かつ適当なＢチャネルが呼に対

して設定可能である場合、受信側のエンティティは「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）

メッセージを起動側のエンティティに返送し、補助状態を空き状態とする。そして適当なＢチャネルを接

続する。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージにＢチャネル指定が変更不可であるチャネル識別子情報要素が

含まれ、それが受諾可能である場合には、受信側エンティティは「保留解除確認」（RETRIEVE

ACKNOWLEDGE）メッセージにチャネル識別子情報要素を含まない。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ／「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセー

ジのチャネル交渉手順は標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．１．２節の規定通りである。
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6.2.3.3　例外手順

補助状態が保留状態、保留解除要求状態、かつ６．２．３．１節で許容された標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼

状態以外の状態において、「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを受信した場合、受信エンティティは

理由表示値＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を含む「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッ

セージを返送し、「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ受信以前と同じ補助状態のままとなる。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージのＢチャネル指定が“変更不可”で、かつそのチャネルを保留

呼の保留解除のために利用できない場合、受信側のエンティティは理由表示値＃４４“要求回線／チャネ

ル利用不可”を含む「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージを返送する。

「保留解除」（RETRIEVE）メッセージのＢチャネル指定が“変更可”又は“任意”もしくは、チャネ

ル識別子情報要素が含まれず、かつ保留呼の保留解除のために利用できるチャネルがない場合には、受信

側エンティティは理由表示値＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「保留解除拒否」（RETRIEVE

REJECT）メッセージを返送する。

「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージを受信した場合、保留解除要求の起動側は、タイ

マＴ－ｒｅｔを停止し補助状態を保留状態とする。

6.2.4　メッセージの衝突

この手順はインタフェースの両者が、対照的に保留及び保留解除機能を有していることを前提とする。

「保留」（HOLD）メッセージ送信直後に同じ呼番号に対する「保留」（HOLD）メッセージを受信した

場合（即ち、補助状態が保留要求状態中の「保留」（HOLD）メッセージ受信）、受信側のエンティティ

は６．２．２．２節に規定した通りに保留要求処理を継続する。

ユーザ側が「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ送信直後に同じ呼番号に対する「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージ受信した場合（即ち、補助状態が保留解除要求状態中の「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージ受信）、ユーザ側はタイマＴ－ｒｅｔを停止し補助状態を保留解除表示状態と

し、そして６．２．３．２節の手順に従う。

網側が「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ送信直後に同じ呼番号に対する「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージ受信した場合（即ち、補助状態が保留解除要求状態中の「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージ受信）、網側は受信した「保留解除」（RETRIEVE）メッセージを無視し、補

助状態を保留解除要求状態のままとする。そして、６．２．３．１節に規定された手順の通り継続する。
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6.2.5　パラメータ値（タイマ）

以下のタイマが使用される。

タイマ ﾀｲﾑｱｳﾄ

値

開始条件 正常停止条件

Ｔ－ｈｌｄ ４秒 「保留」（ HOLD ）メッ

セージ送信

「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージ

「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージ受信

Ｔ－ｒｅｔ ４秒 ｢保留解除｣（RETRIEVE）

メッセージ送信

「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）

メッセージ

「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージ

受信

6.2.6　保留された呼の切断復旧

補助状態が保留状態の呼は、保留された呼の呼番号を伴う「切断」（DISCONNECT）メッセージをユー

ザ・網インタフェースを介していずれかの方向から送出することにより切断復旧される。Ｂチャネルを切

断しないことを除き、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．３節の手順に従う正常な呼切断復旧が適用される。保留

された呼は、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの受信もしくは送信により補助状態が空

き状態かつ標準ＪＴ－Ｑ９３１状態が「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）であると考えられる。

6.3　共通情報要素カテゴリ

「登録」（REGISTER）メッセージ、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージあるいは既存の標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１呼制御メッセージは、付加サービス要求のためのファシリティ情報要素を転送するのに使用

される。

本ファンクショナル手順により、付加サービスプロトコルの提供に対する柔軟で開放的なアプローチが

可能となる。

－新サービスを容易に導入可能

－１メッセージで複数の付加サービスインボケーションが可能

－新メッセージを追加することなく、多種多様な付加サービスのサポートが可能

－呼と関連しない付加サービスのサポートが可能

さらに、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの使用により、付加サービスに関する動作、イベ

ントを基本呼制御に関するものとは明確に分離することが可能となり、標準ＪＴ－Ｑ９３１基本呼制御手

順の安定度を向上させることができる。

6.3.1　呼と関連する付加サービス手順

呼設定あるいは呼切断復旧時に開始される呼と関連する付加サービス手順のために、標準ＪＴ－Ｑ９３

１の５章、６章で規定している呼制御手順を利用する。これにより、例えば、発信ユーザは、「呼設定」

（SETUP）メッセージで付加サービスインボケーションを送信することが可能となり、リモートユーザか

らリターンリザルト、リターンエラーあるいはリジェクトコンポーネント種別を、「呼出」

（ALERTING）メッセージ、「応答」（CONNECT）メッセージあるいはサービス提供者からの他の適切

なメッセージ内の、ファシリティ情報要素に含めて受信することが可能となる。
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通信中に、呼と関連する付加サービスインボケーションをするために、生起中の信号コネクション上で

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを用いて、ファシリティ情報要素の交換が行われる。この信

号コネクションは、該当する通信中の呼の呼番号によって識別される。

呼番号は、同一の信号トランザクションに属する「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを相互に

関係づける手段を提供する。呼と関連するインボケーションの場合、呼番号は、その呼を適当な付加サー

ビストランザクションと相互に対応づけられる。１つの付加サービスが複数の呼に作用する場合、複数の

呼番号が各々の呼を識別するために用いられる。

呼と関連する「ファシリティ」（FACILITY）メッセージが、呼設定中あるいは通信中の呼の呼番号を

用いて送信され、その呼が呼に関連する理由で切断復旧される場合、未完了の付加サービス要求の扱いは、

標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズで規定される各付加サービスの要求条件による。

その上、以下のガイドラインが適用される。

１．（ファシリティ情報要素を使用する）付加サービスファンクショナルプロトコルは、もし呼番号

がベアラと関連していれば、存在するベアラに関連する呼番号あるいは、ベアラに関連しない呼番

号のどちらを使用してもよい。

２．ベアラコネクションが解放された時、標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼番号によって提供される暗黙の関

係は常に解放される。

３．もし、ベアラコネクションとベアラに関連しない呼番号を受信側において関連付ける必要がある

ならば、ベアラに関連しないプロトコルは終端点に対して２つの呼番号を関連付けるために要求を

含めるべきである。

6.3.2　ベアラコネクションと関連しない付加サービス手順

この章は、ベアラコネクションに関連しないオペレーションのために使用される転送機能を定義する。

この転送機能は、標準ＪＴ－Ｑ９３１と標準ＪＴ－Ｑ９３２に従うメッセージ交換によってユーザ・網イ

ンタフェースで提供され、標準ＪＴ－Ｑ９２１で記述されるデータリンクサービスを使用する。転送のた

めに使用されるメッセージ（例えば「登録」（REGISTER）、「ファシリティ」（FACILITY）、「解放完

了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ）はアプリケーションに適応したオペレーションコンポーネン

トを含むファシリティ情報要素を転送する。種々の転送メッセージ間の相互関係は、各メッセージの呼番

号値によって規定される。

一般原則として呼番号のフォーマットとコーディングは標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．３節を参照する。

ベアラコネクションに関連しない転送機能は以下の３つのカテゴリに分けられる。

－ポイント・ポイント、コネクションオリエンテッド

－ポイント・ポイント、コネクションレス

－放送形式、コネクションレス

6.3.2.1　ポイント・ポイント転送

これらの手順がインボークされる前に、データリンクコネクションがユーザと網の間に確立されなけれ

ばならない。すべてのメッセージはＤＬ－データ－要求プリミティブを使用してデータリンクレイヤへ送

出される。
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6.3.2.1.1　コネクションオリエンテッド転送－コネクション確立

起動側は、「登録」（REGISTER）メッセージを被起動側に送出することにより信号コネクションの設

定を開始し、「呼に関連しないサービス」状態（Ｕ３１／Ｎ３１）に遷移する。「登録」（REGISTER）

メッセージを受信した被起動側も、呼に関連しないサービス状態（Ｕ３１／Ｎ３１）に遷移する。ユーザ

または網のいずれかが起動側となることに注意する。

信号コネクションは「登録」（REGISTER）メッセージに含まれる呼番号によって識別される。呼番号

値は標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．３節に従って選択される。

6.3.2.1.2　データ転送フェーズ

信号コネクションの確立後、信号コネクションをコネクションに関係するユーザと網との間のデータ交

換に使用することができる。ユーザと網は全く自由にデータを送出することができる。すなわち、前もっ

て定められた送出機構は存在しない。

データは同位エンティティへ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送信することにより転送さ

れる。「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの送信は呼状態に影響を与えない。

このコネクションを識別する呼番号が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに含まれる。

データ、例えばコンポーネント構造はファシリティ情報要素に含まれる。

6.3.2.1.3　コネクション解放

信号コネクションは、そのコネクションを確立した「登録」（REGISTER）メッセージの起動側、また

は被起動側により解放され得る。コネクションの解放は「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセー

ジを送る事により行われる。理由表示情報要素としては、理由表示値＃１６“正常切断”が用いられる。

このコネクションを示す呼番号が、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ内に含まれる。

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信したら、送信側は使用した呼番号を解放し、

「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移する。

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信したら、受信側は使用した呼番号を解放し、

「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移する。

6.3.2.2　コネクションレス転送

ポイント・ポイントのデータリンクが存在していることがわかっている場合、網、またはユーザはコネ

クションレスプロトコルを使用できる。コネクションレスプロトコルも同様に、「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージに基づいている。しかしながら、コネクションレスプロトコルは、標準ＪＴ－

Ｑ９３１　４．３節内で規定されるダミー呼番号のみ使用する。

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージと、その中のファシリティ情報要素は、ユーザ情報、例え

ば、ファシリティ情報要素中のコンポーネント構造を送信するために使用される。
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「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容は、着番号及び着サブアドレス情報要素により拡張

できる。その使用要求は、各付加サービスの標準の課題である。

6.3.2.3　放送形式転送コネクションレス機構

放送形式コネクションレスプロトコルは、網からユーザに送られる「ファシリティ」（FACILITY）

メッセージに基づいている。放送形式コネクションレスプロトコルは、標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．３節内

で規定されるダミー呼番号のみ使用する。

網はＤＬ－ユニットデータ－要求サービスプリミティブとＴＥＩパラメータ値１２７を用い、この

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送る。

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容は、着番号及び着サブアドレス情報要素により拡張

できる。これらの情報要素のうち１つ以上の情報要素が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ内に

含まれる場合、受信するユーザは「ファシリティ」（FACILITY）メッセージと類似のものとみなし、標

準ＪＴ－Ｑ９３１　付属資料Ｂ　Ｂ．３節に従い、それらを識別する。

アプリケーションデータはファシリティ情報要素内に含まれる。

6.3.3　複数の付加サービスインボケーションに対する応答

複数の付加サービスインボケーションに対する応答は呼番号とインボーク識別子により対応づけられる。

6.3.4　呼番号のコーディング

一般原則として、標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．３節の呼番号値のフォーマット、及びコーディングが適用

される。

6.3.5　データ種別の正式な定義

使用されるデータ種別の正式な定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９〔９〕（リモートオペレーション、

モデル、表記法、サービス定義）により与えられる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９に関連する部分は、付録

Ⅳで引用されている。

6.3.6　エラー手順

一般に標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８節で規定されたものに、５．８．３．２節の項目ａ）、ｂ）の「呼

設定」（SETUP）メッセージを「呼設定」（SETUP）、「登録」（REGISTER）メッセージに変更した、

エラー処理手順が適用される。

共通な情報要素手順として特に要求される付加的なエラー処理については、次節で規定する。

6.3.6.1　コンポーネントに関連するエラー

「登録」（REGISTER）メッセージ以外のメッセージで、無効サービスプロトコルプロファイルを有す

るファシリティ情報要素を受信した場合、コネクションレス転送に関しては、「状態表示」（STATUS）

メッセージが返されないということを除き、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８．６節と５．８．７節で規定さ

れた手順が適用される。
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６．３節で示される手順を提供している網およびユーザが、認識されないオペレーションのインボーク

コンポーネントを含むファシリティ情報要素を受信した場合（すなわち、提供されていない特定の付加

サービスや機能）、一般プロブレムの「認識されないオペレーション」を表示したリジェクトコンポーネ

ントが含まれているファシリティ情報要素が送信側エンティティへ返される。この拒否は、ファシリティ

情報要素が含まれているメッセージおよびそのメッセージに含まれている他の情報要素の処理に影響を与

えない。

受信したメッセージのファシリティ情報要素内のオペレーション値は理解できるが、そのメッセージで

送信することが規定されていない場合、リターンエラー値「手順エラー」を示すリターンエラーコンポー

ネント（標準ＪＴ－Ｑ９５０参照）が返される。

各々の付加サービス特有の他のエラーは標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズで提供される手順に従って取り扱

われる。

6.3.6.2　転送に関するエラー

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージが受信され、ファシリティあるいは拡張ファシリティ情報

要素がそのメッセージに含まれていない場合、コネクションレス転送に関しては、「状態表示」

（STATUS）メッセージが返されないということを除き、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８．６節で規定され

たものが適用される。

6.3.6.3　呼に関連するエラー

網またはユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージで示された付加サービスを認識できるが、要求オペ

レーションを処理することのできない場合、以下のオプションが適用される。

１．網またはユーザは発呼要求を切断復旧し、ファシリティ情報要素に適切なパラメータを備えたリ

ターンエラーあるいはリターンリジェクトコンポーネント種別および理由表示情報要素を含む「解放

完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージにより、付加サービスのインボークを拒否しうる。

２．網またはユーザは通常の標準ＪＴ－Ｑ９３１呼制御手順に従った発呼要求の処理を継続し、「ファ

シリティ」（FACILITY）メッセージあるいは適切な標準ＪＴ－Ｑ９３１メッセージ内のファシリ

ティ情報要素に、適当なデータ要素を含めたリターンエラーあるいはリターンリジェクトコンポーネ

ント種別によって、付加サービスのインボークを拒否してもよい。

３．網またはユーザは標準ＪＴ－Ｑ９３１呼制御手順に従った発呼要求の処理を継続し、付加サービス

のインボークを無視しうる。

使用されるオプションは標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズで示される個々の付加サービス手順に依存する。

標準ＪＴ－Ｑ９３１での呼制御メッセージの理由表示情報要素は、ファシリティ情報要素のコンポーネ

ント部を除いた（オクテット１－３）標準ＪＴ－Ｑ９３１エラーを通知するために使用される。標準ＪＴ

－Ｑ９３１プロトコルエラーがなければ、理由表示情報要素は理由表示値＃３１“その他の正常クラス”

を通知する。ファシリティ情報要素のコンポーネント部（オクテット４以上）のプロトコルエラーは、

ファシリティ情報要素で示されるリジェクトコンポーネント内で通知されることになる。
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呼設定または通信中の呼の呼番号を用いて、呼に関連する「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

が送信され、かつその呼が呼に関連する理由のために切断復旧される場合、インボークされた付加サービ

スに依存し、次のうちのどれかが起こる。

－網またはユーザは、呼に関連するコネクションと呼番号を保ち、通常の呼切断復旧手順を始める前に

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージにファシリティ情報要素を含んで応答を返送してもよい。

－網またはユーザは、最初の切断復旧メッセージ内のファシリティ情報要素で応答を返送してもよい。

（例えば「切断」（DISCONNECT）、｢解放」（RELEASE）、または「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージ）

－網またはユーザは、切断復旧手順を継続してもよい。

第３のオプションでは、付加サービスに関する要求中に、信号コネクションが切断復旧された場合、そ

の要求に対する処理は標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズに従う。

データリンクリセットまたは、データリンクエラーが発生した時に、付加サービスが要求されている場

合、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８．８節、５．８．９節で規定される手順が各々適用される。この場合の

要求中の付加サービスに対する処理手順は、今後の課題である。

6.3.6.4　呼に関連しないエラー

現在使用中の呼番号値を示す「登録」（REGISTER）メッセージを受信すると、「登録」

（REGISTER）メッセージは無視され、理由表示値＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を示す理由表

示情報要素と適切な標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態を示す呼状態情報要素を含む「状態表示」（STATUS）

メッセージが返される。

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ、「状

態表示」（STATUS）メッセージ、そして「状態間合」（STATUS ENQUIRY）メッセージのみが、「登

録」（REGISTER）メッセージによって割り当てられた呼番号を用いて送信される。他のどのメッセージ

が受信されても、そのメッセージは無視され、理由表示値＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を含む

理由表示情報要素と呼状態３１「呼に関連しないサービス」状態を示す呼状態情報要素が返される。

「登録」（REGISTER）メッセージで無効なサービスプロトコルプロファイルをもつファシリティ情報

要素が受信された場合、「登録」（REGISTER）メッセージの内容は廃棄され、理由表示値＃１００“情

報要素の内容が無効”を含む「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージが返送される。

どちらかのプロトコルエンティティがＤＬ－解放－表示プリミティブ経由でデータリンクの解放表示を

受信したら、呼番号を解放し、「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移して、信号コネクションは解放された

ものとみなす。

どちらかのプロトコルエンティティがＤＬ－設定－表示プリミティブ経由で自発的にリセットしたデー

タリンクの表示を受信したら、適切な呼番号で理由表示値＃４１“一時的失敗”を表示した理由表示情報

要素を含む「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信すると共に、呼番号を解放し、「空

き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移して、信号コネクションは解放されたものとみなす。
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プロトコルエラーが発生したら、網とユーザのどちらでも「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッ

セージを送信して、信号コネクションを解放してよい。このコネクションを識別する呼番号が「解放完

了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含まれる。理由表示情報要素で表示された理由表示値はエ

ラーに依存する。「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ送出後、送信側は使用中の呼番号を

解放し、「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移する。「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ受

信側は使用中の呼番号を解放し、「空き」状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移する。

6.4　網側チャネルリザーブ機能

網側チャネルリザーブ機能は、同一アクセスの他のユーザによるチャネルの使用をできないようにする

ことによって、後続するチャネル選択の成功を向上させる。ユーザは、データリンクコネクションエンド

ポイント識別子（ＣＥＩ）によって識別される。リザーブは同じＣＥＩ（つまり同じユーザ）に対応する

呼によってのみ使用され得る。

リザーブには２つの方法が規定されている：暗黙のリザーブと明白なリザーブ。２つの方法は同一の

ユーザアクセス構成上で共存し得る。

6.4.1　暗黙のリザーブ

暗黙のリザーブでは、そのユーザから他の機能のインボケーションの手段によって、例えば「保留」や

「保留解除」機能の使用により、網側チャネルリザーブ機能の制御を認めている。

6.4.1.1　リザーブの生成

リザーブの生成において、網は特定されたデータリンクコネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）

に対してチャネルをリザーブする。本リザーブは、たとえ全てのチャネルが生起中の呼に割り当てられて

いなくても、別の呼は拒否されるかコールウェイティング状態となるように、チャネルをビジーとする。

注１－選択されたチャネルを有するＣＥＩに割り当てられた呼は、以下の状態の中の１つのいずれかで

ある。

１）「分割発呼」状態（Ｎ２）「発呼受付」状態（Ｎ３）、補助状態が「空き」または「保留要

求」状態にある「呼出通知」状態（Ｎ４）、補助状態が「空き」または「保留要求」状態にあ

る「通信中」状態（Ｎ１０）、「中断要求」状態（Ｎ１５）。

ポイント・ポイントの場合特有の状態については、今後の課題による。

２）１）に列挙した状態の中の１つから到達した､｢切断要求」状態（Ｎ１１）､｢切断通知」状態

（Ｎ１２）､｢解放要求」状態（Ｎ１９）。

以下の動作はリザーブを生成する。

ａ．まだリザーブが存在せず、かつ、そのＣＥＩに対し選択されたチャネルを持つ呼が他に存在しない

場合、「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの受信または送信によって、メッセー

ジを受信または送信したＣＥＩに対してリザーブを生成する。



- 29 - ＪＴ－Ｑ９３２

ｂ．存在する呼（１）が選択されたチャネルを有し、かつ、まだリザーブが存在せず、かつ、存在して

いる呼（２）の補助状態が「保留」または「保留解除要求」状態にあり、そのＣＥＩに対し選択さ

れたチャネルを持つ呼が他に存在しない場合、呼（１）に対する「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージの受信または送信によって、そのメッセージを受信または送信したＣＥＩ

に対してリザーブを生成する。

ｃ．存在する呼（１）が選択されたチャネルを有し、かつ、まだリザーブが存在せず、かつ存在してい

る呼（２）の補助状態が「保留」または「保留解除要求」状態にあり、そのＣＥＩに対し選択され

たチャネルを持つ呼が他に存在しない場合、呼（１）に対する「中断確認」（SUSPEND

ACKNOWLEDGE）メッセージの送信によって、そのメッセージを受信または送信しＣＥＩに対し

てリザーブを生成する。

注２－呼の中断において、呼は呼識別に割り当てられるものであり、ＣＥＩによって識別される特定

の端末に対して割り当てられるものではない。

ｄ．もし

－まだリザーブが存在せず、

－かつ、存在している呼の補助状態が「保留」または「保留解除要求」状態にあり、

－かつ、そのＣＥＩに対し選択されたチャネルを持つ呼が他に存在しない場合、

「初期設定」（RESTART）メッセージに含まれた初期設定表示情報要素が“表示されたチャネ

ル”と設定され､そのチャネルが存在している呼に割り当てられている場合､｢初期設定確認」

（RESTART ACKNOWLEDGE）メッセージの受信または送信によって、そのメッセージを受信ま

たは送信したＣＥＩに対してリザーブを生成する。

注３－ｂの場合、網またはユーザは既に、「切断」（DISCONNECT）、「解放」（RELEASE）、

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージのシーケンスによって、呼の切断復旧を

開始しているかもしれない。

6.4.1.2　リザーブの使用

＜本節の記述の内、分割発呼手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

リザーブの使用において、網はその関連するイベントに対応したチャネル選択手順を行い、そのＣＥＩ

に対するリザーブを解除する。動作が行われるＣＥＩに対してリザーブがある場合には、以下の動作でリ

ザーブが使用される。

ａ．受信した「呼設定」（SETUP）メッセージに対するユーザへの応答としての、「呼設定確認」

（SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）、「呼出」（ALERTING）

または「応答」（CONNECT）メッセージの送信。

ｂ．受信した「応答」（CONNECT）メッセージに対するユーザへの応答としての、「応答確認」

（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージの送信。
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注－もしユーザが今後の発呼のために本ケースのリザーブを維持したい場合、「応答」（CONNECT）

メッセージを遅延するか、あるいは明白なリザーブを使用する必要がある。

ｃ．受信した「保留解除」（RETRIEVE）メッセージに対する応答としての、「保留解除確認」

（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージの送信。

ｄ．送信した「保留解除」（RETRIEVE）メッセージに対する応答としての、「保留解除確認」

（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージの受信。

6.4.1.3　リザーブの取消

リザーブの取消において、網はそのＣＥＩに対するリザーブを解除する。動作が行われるＣＥＩに対し

てリザーブがある場合には、以下の動作でリザーブは解除される。

ａ．特定のＣＥＩに関連する呼の１つだけが、呼の補助状態が「保留」または「保留解除要求」状態で

ある時、その呼に対する「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの送信または受信。

ｂ．「再開確認」（RESUME ACKNOWLEDGE）メッセージの送信。

注－中断呼には固定的にチャネルが割り当てられるので、リザーブは呼の再開には用いられない。

ｃ．「初期設定」（RESTART）メッセージに含まれる初期設定表示情報要素が“１つのインタフェー

ス”または“全てのインタフェース”を指定している場合の、「初期設定確認」（RESTART

ACKNOWLEDGE）メッセージの送信または受信。

ｄ．ＤＬ－解放－表示プリミティブの受信。

6.4.2　明白なリザーブ

明白なチャネルリザーブは網により生成され、送られ、管理されるリザーブ識別子を使用し得る明白な

オペレーションによって網側のチャネルリザーブ機能の制御をユーザに提供する。これによりユーザは、

いくつかの保留呼で使用するため、Ｂチャネルリソースをリザーブすることができる。

注－本節は６．４．１節に記述された手順でユーザが並行して使用できるリザーブの生成、管理、取

消のオペレーションを規定する。

6.4.2.1　明白なリザーブの制御

チャネルリザーブを明白に制御するためには、ユーザは呼に関連した適切な転送メッセージのファシリ

ティ情報要素で運ばれる明白なリザーブ生成制御インボークコンポーネントを含む。

インボークコンポーネントは以下の３つのオプションの内１つを示すアーギュメントを含み得る。

（ⅰ）リザーブ要求なし

（ⅱ）リザーブ識別子なしで要求されるリザーブ

（ⅲ）リザーブ識別子ありで要求されるリザーブ
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インボークコンポーネントにパラメータが含まれない場合、「リザーブ識別子なしで要求されるリザー

ブ」と網によりみなされる。

網が要求された機能を提供できる場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリティ情

報要素で運ばれる明白なリザーブ生成制御リターンリザルトコンポーネントを含む。適切にユーザが要求

する場合（契約パラメータによって、またはインボークコンポーネントで要求することによって）、網は

リザーブ識別子パラメータを含む。このパラメータを提供する場合、網はこのリザーブに対してこれらパ

ラメータを保持すべきである。そしてこのリザーブ識別子の値が明白なリザーブ管理インボークコンポー

ネントに含まれるとき、網はリザーブの使用を許可するだけである。

網が要求されたリザーブを提供でき、かつ明白なリザーブ生成制御インボークコンポーネントがチャネ

ルリソースを解放するメッセージか、チャネルリソースを解放しつつある確認メッセージ（例えば「解

放」（RELEASE）、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）、「保留」（HOLD）、「保留確認」

（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージ）に含まれていた場合で、そのチャネルリソースがリザーブの処

理を要求されている場合、そのチャネルリソースは他の呼に割り当てられない。

網が要求された機能を提供できない場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリティ

情報要素で運ばれる明白なリザーブ生成制御リターンエラーコンポーネントを含む。適切なエラーは以下

のとおりである。

－リザーブが最大数に到達している。リザーブの最大数（デフォルト＝１）はすでにこのＣＥＩに存在

する。

－利用できない機能

－契約されていない機能

－適切でないリザーブ要求

明白なリザーブ生成制御リターンリザルトコンポーネント受信時、ユーザは、もし提供されているなら

ば、リザーブ識別子の情報を保持する。

6.4.2.2　明白なリザーブの管理

＜本節の記述の内、分割発呼手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)）参照。＞

チャネルリザーブの使用を管理するためには、ユーザはチャネル選択を行う、呼に関連した適切な転送

メッセージ（例えば「呼設定」（SETUP）、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼設定受

付」（CALL PROCEEDING）、「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）、「応答確認」

（CONNECT ACKNOWLEDGE）、「保留解除」（RETRIEVE）、「保留解除確認」（RETRIEVE

ACKNOWLEDGE）メッセージ）のファシリティ情報要素で運ばれる明白なリザーブ管理インボークコン

ポーメントを含む。網より要求される場合（契約パラメータに指示された、またはリザーブを生成した明

白なリザーブ生成制御インボークコンポーネントで要求されたすべてのリザーブにおいて）、要求された

リザーブ識別子の値が明白なリザーブ管理インボークコンポーネントに含まれる時、網はリザーブの使用

を許可するだけであるので、ユーザはリザーブ識別子パラメータを含む。
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明白なリザーブ管理インボークコンポーネントがチャネルを選択している呼制御メッセージに含まれな

い場合、存在する暗黙のリザーブが網によって使用される。暗黙のリザーブが存在しない場合、存在して

いる明白なリザーブが有効のままである。

存在する暗黙のリザーブを使用しないことをユーザがチャネル選択している呼制御メッセージで要求す

る場合、ユーザは明白なリザーブ管理インボークコンポーネントに識別子を含める。

網が要求される管理機能を提供できる場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリ

ティ情報要素で運ばれる明白なリザーブ管理リターンリザルトコンポーネントを含む。

網が要求される機能を提供できない場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリティ

情報要素で運ばれる明白なリザーブ管理リターンエラーコンポーネントを含む。適切なエラーは以下のと

おりである。

－明白なリザーブが存在しないまたは無効なリザーブ識別子

－利用できない機能

－契約されていない機能

－暗黙のリザーブが使用された

注－明白なリザーブ管理制御の失敗は必ずしもチャネル選択失敗になるわけではなく、単にリザーブ

管理の失敗である。

明白なリザーブ管理リターンリザルトコンポーネントの受信により、ユーザはリザーブ識別子を使用し

ていた場合、その情報を解除する。

6.4.2.3　明白なリザーブの取消

明白なチャネルリザーブの取消しのためには、ユーザは呼に関連した適切な転送メッセージのファシリ

ティ情報要素で運ばれる明白なリザーブ取消インボークコンポーネントを含める。

網がリザーブを取消しできる場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリティ情報要

素で運ばれる明白なリザーブ取消リターンリザルトコンポーネントを含める。網から要求された場合（契

約パラメータによって、またはインボークコンポーネントで要求されることによって）、ユーザはリザー

ブ識別子パラメータを含み、かつこのリザーブ識別子の値が明白なリザーブ取消インボークコンポーネン

トに含まれているなら、リザーブは取消されるだけである。

リザーブ取消は１つのリザーブを取消すのみである。複数のリザーブが存在する場合、複数のリザーブ

取消しが起動されなければならない。

網がリザーブを取消しできない場合、網は同一呼に関連した適切な転送メッセージのファシリティ情報

要素で運ばれる明白なリザーブ取消リターンエラーコンポーネントを含む。適切なエラーは以下のとおり

である。

－明白なリザーブが存在しないまたは無効なリザーブ識別子

－利用できない機能

－契約されていない機能
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明白なリザーブ取消リターンリザルトコンポーネントの受信により、ユーザはリザーブ識別子を使用し

ていた場合、その情報を解除する。

網は以下の場合にすべてのリザーブを取消す。

－そのＣＥＩでの最終呼に対する「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの送信または受信

－「初期設定」（RESTART）メッセージに含まれる初期設定表示情報要素が“１つのインタフェー

ス”または“全てのインタフェース”を指定している場合の、「初期設定確認」（RESTART

ACKNOWLEDGE）メッセージの送信または受信

－ＤＬ－解放－表示プリミティブの受信

この動作に関係するリザーブ機能に特有の信号プロトコルはない。ユーザはなおまたリザーブ識別子の

全ての情報を解除する。

6.4.2.4　定　義

明白な網の制御によるチャネルリザーブ機能の定義を表６－１／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。

6.4.2.5　新しい呼に対するチャネル選択のリザーブの影響

このアクセス形態への新たな着呼にチャネルを選択する場合、端末の利用可能なチャネル数から、もし

あれば、リザーブされたチャネル数を引いた値が０のとき、“Ｂチャネル利用不可”条件が使われる。暗

黙にリザーブされたチャネルは、呼が引き続きそのＣＥＩに割り当てられるのでなければ、使用されない。

明白にリザーブされたチャネルは、そのチャネルに対し、適切なリザーブ識別子の値を含む明白な要求が

そのＣＥＩから行われた時を除き、使用されない。

6.4.2.6　網側での同じＣＥＩにおける暗黙のチャネルリザーブ機能と明白なチャネルリザーブ機能の相互

作用

暗黙のリザーブと明白なリザーブが同時に存在するとき、チャネル選択に影響を与え、明白なリザーブ

インボークコンポーネントを含まない全ての呼制御メッセージは、６．４．１節の暗黙のリザーブの手順

に従う。

6.4.3　新しい呼に対するチャネル選択リザーブの影響

このアクセス形態への新たな着呼にチャネルを選択する場合、端末の利用可能なチャネル数から、リ

ザーブされたチャネル数を引いた値が０の時、“Ｂチャネル利用可能”条件が使われる。呼が引き続きそ

のＣＥＩに割り当てられるのでなければ、リザーブされたチャネルは使用されない。
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表６－１／ＪＴ－Ｑ９３２　明白な網の制御によるチャネルリザーブ

（ITU-T Q.932）

Explicit-Network-Controlled-Chanell-Reservation

{ccitt recommendation q 932 explicit-network-controlled-channel-reservation (4)}

DEFINITION ::=

BEGIN

  

IMPORTS

OPERATION,ERROR

FROM Remote-Operation-Nation{joint-iso-ccitt remote-operation(4)notation(0) }

UserNotSubscribed,

notAvailable,

FROM General-Errors {ccitt recommendation q 950 general-errors-list(1)};

ExplicitReservationCreationControl ::= OPERATION

ARGUMENT controlOption ENUMERATED {

noReservationRequired(0),

reservationRequiredWithReservationIndicator(1),

reservationRequiredWithoutReservationIndicator(2) }

RESULT ReservationIndicator --オプション

ERRORS{ maximumNumberOfReservationsReached,

userNotSubscribed,notAvailable,

unwantedReservationCreated)}

ExplicitReservationManagement ::= OPERATION

ARGUMENT ReservationIndicator --オプション

RESULT

ERRORS{ noExplicitReservationExistsOrInvalidReservationIndicator,

userNotSubscribed,

notAvailable,

implicitReservationUsed}

ExplicitReservationCancel ::= OPERATION

AGRUMENT ReservationIndicator --オプション

RESULT

ERRORS{ noExplicitReservationExistsOrInvalidReservationIndicator,

userNotSubscribed,

notAvailable}

MaximumNumberOfReservationReached ::= ERROR
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NotExplicitReservationExistsOrInvalidReservationIndicator ::= ERROR

UnwantedReseravationCreated ::= ERROR

ImplicitReservationUsed ::= ERROR

explicitReservationCreationControl ::=20

-- リザーブ生成制御

explicitReservationManagement ::=21

-- リザーブ管理

explicitReservationCancel ::=22

-- リザーブ取消

maximumNumberOfReservationsReached ::=33

-- リザーブが最大数を越えた

noExplicitReservationExistsOrInvalidReservationIndicator  ::=34

-- 明白なリザーブが存在しないまたは無効なリザーブ識別子

unwantedReservationCreated ::=35

-- 適切でないリザーブ要求

implicitReservationUsed ::=36

-- 暗黙なリザーブが使用された

ReservationIndicator ::=INTEGER(-128,127)

-- リザーブ識別子

END -- 標準ＪＴ－Ｑ９３２明白な網の制御によるチャネルリザーブ定義の終了



ＪＴ－Ｑ９３２ - 36 -

７．メッセージの機能定義と内容

＜本節の記述の内、分割転送手順に関する記述は非標準である（参考２．(1)(b)参照）。＞

標準ＪＴ－Ｑ９３１の３章で記述されるメッセージ定義に以下を追加して適用する。

－ファシリティ情報要素は、呼の設定または呼切断復旧メッセージにオプションで含まれうる。

同様に本標準に定義されている両方向への「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ及び「保留／

保留解除」（HOLD/RETRIEVE）メッセージ系列に含まれうる。

－フィーチャアクティベーション情報要素は、ユーザから網への「呼設定」（SETUP）及び「付加情

報」（INFORMATION）メッセージにオプションで含まれうる。

－フィーチャインディケーション情報要素は、呼の設定または呼切断復旧メッセージにオプションで含

まれうる。

同様に網からユーザへの「付加情報」（INFORMATION）メッセージに含まれうる。

－情報要求情報要素は、網からユーザへの「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）または「付加情

報」（INFORMATION）メッセージにオプションで含まれうる。

－通知識別子情報要素は、呼の設定または呼切断復旧メッセージにオプションで含まれうる。

同様にいずれかの方向からの「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY）メッセージに含

まれうる。

－サービスプロファイル識別子情報要素は、「付加情報」（INFORMATION）メッセージに含まれうる。

－終端点識別子情報要素は、「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれうる。

7.1　付加サービス制御に関するメッセージ

表７－１／ＪＴ－Ｑ９３２ は、付加サービス制御のために規定されたメッセージを示している。

表７－１／ＪＴ－Ｑ９３２　付加サービス制御のためのメッセージ

（ITU-T Q.932）

メ　ッ　セ　ー　ジ　種　別 参　照

ファシリティ（FACILITY）

保留（HOLD）

保留確認（HOLD ACKNOWLEDGE）

保留拒否（HOLD REJECT）

登録（REGISTER）

保留解除（RETRIEVE）

保留解除確認（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）

保留解除拒否（RETRIEVE REJECT）

７．１．１

７．１．２

７．１．３

７．１．４

７．１．５

７．１．６

７．１．７

７．１．８
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7.1.1　「ファシリティ」（FACILITY）

本メッセージは、付加サービスの要求または確認のために送出されうる。インボークされた付加サービ

ス、そして関連するパラメータはファシリティ情報要素の中で規定されている（表７－２／ＪＴ－Ｑ９３

２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－２／ＪＴ－Ｑ９３２　「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

ファシリティ

ローカルまたはグローバル（注１）

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｍ（注４） ２－＊

通知識別子 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注５） ２－＊

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかし、グローバルな意味を持つ情報を転送することもあ

る。仮想私設網（ＶＰＮ）アプリケーションに関して、「ネットワーク拡張」とコーディングされ

るプロトコルプロファイルを持つファシリティ情報要素が含まれるとき、本メッセージはグローバ

ルな意味を持ちうる。

注２－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注３－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。

注４－拡張ファシリティ情報要素が、かわりに使用される場合もある。

注５－もし通知の転送が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの転送と同時ならば含まれうる。

7.1.2　「保留」（HOLD）

本メッセージは、生起中の呼に関する保留機能を要求するために、網またはユーザによって送出される

（表７－３／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。
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表７－３／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留」（HOLD）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

注１－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注２－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。

7.1.3　「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）

本メッセージは、保留機能が実施されたことを表示するために、網またはユーザから送出される（表７

－４／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－４／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留確認

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

注１－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注２－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。
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7.1.4　「保留拒否」（HOLD REJECT）

本メッセージは、呼の保留要求の拒否を表示するために、網またはユーザから送出される（表７－５／

ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－５／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留拒否」（HOLD REJECT）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留拒否

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－*

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5/JT-Q931 両方向 Ｍ ４－３２

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

注１－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注２－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。
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7.1.5　「登録」（REGISTER）

本メッセージは、呼と関連しない処理に対して、新しい呼番号を割当てるために、ユーザまたは網から

送出される（表７－６／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－６／ＪＴ－Ｑ９３２　「登録」（REGISTER）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

登録

ローカル（注１）

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注４） ２－＊

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかし、グローバルな意味を持つ情報を転送することもあ

る。

注２－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注３－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。

注４－網またはユーザが、付加サービス情報を提供する場合に含まれる。
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7.1.6　「保留解除」（RETRIEVE）

本メッセージは、保留呼の解除を要求するために、網またはユーザから送出される（表７－７／ＪＴ－

Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－７／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留解除」（RETRIEVE）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留解除

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5/JT-Q931 両方向 Ｏ（注１） ２－＊

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

注１－もし、含まれていない場合は、任意のチャネルが受け入れられると解釈される。

注２－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注３－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。
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7.1.7　「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）

本メッセージは、保留解除機能が実施されたことを表示するために、網またはユーザから送出される

（表７－８／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－８／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留解除確認」（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留解除確認

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5/JT-Q931 両方向 Ｏ（注１） ２－＊

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

注１－送出側が「保留解除」（RETRIEVE）メッセージに含まれる特定のＢチャネルを受け入れる場合を

除いては、必須である。もし、含まれていれば、チャネルが示されており、かつ、変更不可である。

注２－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注３－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。
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7.1.8　「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）

本メッセージは、保留解除機能が実施できなかったことを表示するために、網またはユーザから送出さ

れる（表７－９／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

本メッセージの使用法については、６章参照。

表７－９／ＪＴ－Ｑ９３２　「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

保留解除拒否

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5/JT-Q931 両方向 Ｍ ４－３２

表  示 4.5/JT-Q931 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

注１－網が、ユーザに与え得る情報を提供する場合に含まれる。

注２－表示情報要素の最小の長さは２オクテットである。最大長は網に依存しており、３４オクテットま

たは、８２オクテットである。

7.2　呼非依存コネクション型シグナリングのためのメッセージ

本節では、ネットワークの呼非依存コネクション型シグナリング（ＮＣＩＣＳ）に関連するメッセージ

について定義する。特定のメッセージに関して既に定義されたメッセージに変更が必要でない場合は、本

標準の他節あるいは標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照している。変更のある場合は、メッセージと適用可能な情

報要素全体が示されている。標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている表示情報要素は、ＮＣＩＣＳに対して

適用できない。
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7.2.1　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）

本メッセージは、要求されたＮＣＩＣＳコネクションが開始され、これ以上ＮＣＩＣＳコネクション情

報が受け付けられないことを表示するために網から発信ユーザにあるいは着信ユーザから網へ送出される

（表７－１０／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

表７－１０／ＪＴ－Ｑ９３２　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

呼設定受付

ローカル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 4.4/JT-Q931 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 8.2/JT-Q932 両方向 O（注１） ３

注１－Ｄチャネルの使用を表すために含まれうる。
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7.2.2　「応答」（CONNECT）

本メッセージは、着信ユーザがＮＣＩＣＳコネクションを受け付けたことを示すため、着信ユーザから

網に、そして網から発信ユーザに送出される（表７－１１／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

表７－１１／ＪＴ－Ｑ９３２　「応答」（CONNECT）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

応答

グローバル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 4.4/JT-Q931 両方向 Ｍ １

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注１） ２－＊

接続先番号 JT-Q951 と

付属資料 M/JT-Q931

両方向 Ｏ（注２） ４－＊

注１－コンポーネントを交換する必要がある場合に含まれる｡

注２－接続先番号が有効であり、発信元のエンティティに転送されるならば含まれる。

7.2.3　「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）

本メッセージは、ユーザにＮＣＩＣＳコネクションを与えられたことを示すために網から着信ユーザに

送出される。また、対称的なＮＣＩＣＳ制御手順を可能とするために、発信ユーザから網に送出されうる

（標準ＪＴ－Ｑ９３１　３．３．５節参照）。
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7.2.4　「ファシリティ」（FACILITY）

本メッセージは、付加サービスの要求または確認のために送出されうる。インボークされる付加サービ

ス、および関連するパラメータはファシリティ情報要素の中で規定される（表７－１２／ＪＴ－Ｑ９３２

参照）。

表７－１２／ＪＴ－Ｑ９３２　「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

ファシリティ

ローカルまたはグローバル（注１）

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 8.1/JT-Q932 両方向 Ｍ １

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｍ（注２） ８－＊

Ｍ  必須

Ｏ  オプション

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかし、グローバルな意味を持つ情報を転送することもあ

る。仮想私設網（ＶＰＮ）アプリケーションに関して、“ネットワーク拡張”とコーディングされ

たプロトコルプロファイルを持つファシリティ情報要素が含まれるとき、本メッセージはグローバ

ルな意味を持ちうる。

注２－拡張ファシリティ情報要素が、かわりに使用される場合もある。
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7.2.5　「解放」（RELEASE）

本メッセージは、メッセージを送出した装置が呼番号を解放しようとしていることを示すためにユーザ

または網によって送出される。したがって受信側の装置はＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧し、「解放

完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ送出後に呼番号を解放する準備をする（表７－１３／ＪＴ－

Ｑ９３２参照）。

表７－１３／ＪＴ－Ｑ９３２　「解放」（RELEASE）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

解散

ローカル（注１）

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 4.4/JT-Q931 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－３２

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注２） ２－＊

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかし、最初の切断復旧メッセージとして使用される場合

はグローバルな意味を持つ情報を転送することもある。

注２－コンポーネントが交換される必要があるならば、含まれる。
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7.2.6　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）

本メッセージは、メッセージを送出した装置がＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧し、呼番号を解放し、

受信側装置に呼番号を解放させることを示すためにユーザまたは網によって送出される（表７－１４／Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２参照）。

表７－１４／ＪＴ－Ｑ９３２　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

解放完了

ローカル（注１）

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 4.4/JT-Q931 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5/JT-Q931 両方向 Ｏ（注２） ２－３２

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注３） ２－＊

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかし、最初の切断復旧メッセージとして使われる場合は

グローバルな意味を持つ情報を転送することもある。

注２－最初の切断復旧メッセージの場合に必須である。また、エラー処理条件の結果として「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）メッセージが送出される場合に含まれる。

注３－コンポーネントが交換される必要があるならば、含まれる。



- 49 - ＪＴ－Ｑ９３２

7.2.7　「呼設定」（SETUP）

本メッセージは、ＮＣＩＣＳコネクションの確立を開始するために発信ユーザから網に対して、あるい

は網から着信ユーザに対して送出される（表７－１５／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

表７－１５／ＪＴ－Ｑ９３２　「呼設定」（SETUP）メッセージの内容

（ITU-T Q.932）

メッセージ種別

定義区間

方　向

：

：

：

呼設定

グローバル

両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子 4.2/JT-Q931 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3/JT-Q931 両方向 Ｍ ２－＊

メッセージ種別 4.4/JT-Q931 両方向 Ｍ １

伝達能力 8.2/JT-Q932 両方向 Ｍ ４－１２

送信完了 4.5/JT-Q931 両方向 Ｏ（注１） １

チャネル識別子 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注５） ３

ファシリティ 8.2/JT-Q932 両方向 Ｏ（注２） ２－＊

網特有ファシリティ 4.5/JT-Q931 両方向 Ｏ（注３） ２－＊

発番号 4.5/JT-Q931

および付属資

料 M/JT-Q931

両方向 Ｏ（注４） ２－＊

着番号 4.5/JT-Q931

および付属資

料 M/JT-Q931

両方向 Ｏ（注６） ２－＊

注１－ユーザまたは網が、ＮＣＩＣＳ確立に必要な全ての情報が「呼設定」（SETUP）メッセージに含ま

れていることを、オプションとして示す場合に含まれる。

注２－コンポーネントが交換される必要があるならば、含まれる。

注３－網特有ファシリティがローカルに提供される場合に含まれうる。

注４－発信エンティティを特定するために発信ユーザまたは網によって含まれうる。

注５－Ｄチャネルが使用されていることを示すために発信ユーザまたは網によって含まれうる。

注６－着信エンティティを特定するために発信エンティティまたは網によって含まれうる。着番号情報要

素が省略された場合、「呼設定」（SETUP）メッセージの定義区間はローカルであり（すなわち

「呼設定」（SETUP）メッセージを受信したエンティティがＮＣＩＣＳコネクションの着信エン

ティティ）、受信側エンティティは転送されたＮＣＩＣＳコネクションのすべての情報要素を処理

する。
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7.2.8　「状態表示」（STATUS）

本メッセージは、「状態問合」（STATUS ENQUIRY）メッセージに対する応答として、もしくはＮＣ

ＩＣＳコネクションが確立している間の任意の時点で、あるいは標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．８節で示され

るエラー状態を通知するためにユーザまたは網によって送出される。詳細については標準ＪＴ－Ｑ９３１

の３．３．１１節を参照。

7.2.9　「状態問合」（STATUS ENQUIRY）

本メッセージは、レイヤ３の同位エンティティからの「状態表示」（STATUS）メッセージを要求する

ためにユーザまたは網によって任意の時点で送出される。詳細については標準ＪＴ－Ｑ９３１の３．３．

１２節を参照。

８．一般的なメッセージフォーマットおよび情報要素のコーディング

本章は、標準ＪＴ－Ｑ９３１　４章と関連づけて解釈されるべきものであるが、とりわけ本標準で述べ

る諸手順によって使用される情報要素のコーディングについて規定する。

ＴＴＣ注－現時点では、ＩＴＵ－Ｔ勧告の図番、表番が不明のため、ＴＴＣ独自で、図番、表番を割り

付けた。

8.1　メッセージ種別

メッセージ種別につき、表８－１／ＪＴ－Ｑ９３２のコーディングを追加規定する。

表８－１／ＪＴ－Ｑ９３２　ＪＴ－Ｑ９３２メッセージ種別

（ITU-T Q.932）

8 7 6 5 4 3 2 1

0 0 1 - - - - -（ＪＴ－Ｑ９３１通信中メッセージ）

0 0 1 0 0

0 1 0 0 0

1 0 0 0 0

1 0 0 0 1

1 0 0 1 1

1 0 1 1 1

－

－

－

－

－

－

保留

保留確認

保留拒否

保留解除

保留解除確認

保留解除拒否

［HOLD］

［HOLD ACKNOWLEDGE］

［HOLD REJECT ］

［RETRIEVE］

［RETRIEVE ACKNOWLEDGE］

［RETRIEVE REJECT ］

0 1 1 - - - - -（ＪＴ－Ｑ９３１その他のメッセージ）

0 0 0 1 0

0 0 1 0 0

－

－

ファシリティ

登録

［FACILITY］

［REGISTER］
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8.2　その他の情報要素

これらの情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．５．１節で定義する一般コーディング規則に従ってコー

ド化される。

注－プロトコル識別子の値は、標準ＪＴ－Ｑ９３１で使用するメッセージと同じでなければならない。

表８－２／ＪＴ－Ｑ９３２に、本標準で規定する情報要素に割当てたコードポイントを示す。

表８－２／ＪＴ－Ｑ９３２　付加サービス制御に特有な情報要素

（ITU-T Q.932）

８７６５４３２１

参照 最大長

（ｵｸﾃｯﾄ）

　（注１）

０：：：：：：： 可変長情報要素

００１１１０１

００１１１００

００１０１００

０１１００１０

０１００１１１

拡張ﾌｧｼﾘﾃｨ

ファシリティ

呼状態

情報要求

通知識別子

［Extended Facility ］

［Facility］

［Call state］

［Information request ］

［Notification Indicator］

ﾌｨｰﾁｬｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ［Feature activation］

ﾌｨｰﾁｬｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ［Feature indication］

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ識別

［Service profile identification］

０１１１０００

０１１１００１

０１１１０１０

０１１１０１１ 終端点識別子 ［Endpoint identifier ］

上記以外予約済（注２）

8.2.4

8.2.3

8.2.1

8.2.7

8.2.8

8.2.5

8.2.6

8.2.9

8.2.2

（注４）

（注３）

３

３

（注４）

４

５

３２

４

注１－以下の可変長情報要素の長さの制限は、現行のＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告で標準化されたコー

ディング値だけを考慮に入れているが、この制限は、本標準の今後の拡張を制約するものではない。

注２－ビット５－８が“0000”とコード化される予約済の値は、受信側で解釈が必要な将来の情報要素のた

めのものである（標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８．７．１節参照）。

注３－ファシリティ情報要素の最大長は、メッセージの最大長に制限される以外は、アプリケーションに

よる。

注４－この情報要素の最大長は、網に依存する。

8.2.1　呼状態（Call state）

呼状態情報要素は、図４－１３／ＪＴ－Ｑ９３１と表４－７／ＪＴ－Ｑ９３１に示されるようにコード

化される。表８－３／ＪＴ－Ｑ９３２は、付加サービス制御でユーザが必要とされる付加的な値のみを示

している。
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表８－３／ＪＴ－Ｑ９３２　呼状態情報要素

（ITU-T Q.932）

呼状態値（Call state value）（オクテット３）

ビット

６　５　４　３　２　１

０　１　１　１　１　１ 呼に関連しないサービス

8.2.2　終端点識別子（Endpoint identifier）

終端点識別子情報要素の目的を以下に示す。

－端末の識別を目的としたユーザサービス識別子並びに端末識別子を表示する。

－端末の選択を目的とした特定端末を表示する（関連する手順については、付属資料Ａ参照）。

終端点識別子情報要素は、図８－１／ＪＴ－Ｑ９３２ 並びに表８－４／ＪＴ－Ｑ９３２に示すように

コード化される。

終端点識別子情報要素の最大長のデフォルト値は、４オクテットである。

8 7 6 5 4 3 2 1

0

終端点識別子

0     1     1     1     0     1     1

情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

終端点識別子内容長 2

1

拡張

ユーザサービス識別子 3

1

拡張

ｲﾝﾀ

ﾌﾟﾘﾀ

端末識別子 4*

＊　本オクテットはオプションである。

図８－１／ＪＴ－Ｑ９３２　終端点識別子情報要素

（ITU-T Q.932）
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表８－４／ＪＴ－Ｑ９３２　終端点識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

ユーザサービス識別子（User service identifier、ＵＳＩＤ）（オクテット３）

ユーザサービス識別子（ＵＳＩＤ）は、共通のサービスプロファイルを共用し、また同時に同一のアド

レスを有する、あるインタフェース上の端末のグループを識別する選択パラメータである。本要素を受信

した場合、受信値が記憶値と一致するか、あるいはこの受信値がオール“１”（１２７）としてコーディ

ングされていれば、端末は自分がアドレス指定されたものとする。ユーザサービス識別子が１２７ とし

てコーディングされている場合は、オクテット４は使用しない。

インタプリタ（Interpreter）（オクテット４）

オクテット４のビット７は、端末が受信した端末識別子フィールドをどのように解釈すべきかを示す。

もし本ビットが“０”ならば、端末識別子が一致した （端末識別子の定義を参照）ときに限り、その端

末はアドレス指定される。もし本ビットが“１”ならば、受信した端末識別子が６３でなく、かつ、端末

識別子が一致していないときに限り、その端末はアドレス指定される。ユーザから網の方向では、本ビッ

トは“０”に設定される。

端末識別子（Terminal identifier、ＴＩＤ）（オクテット４）

端末識別子は、ユーザサービス識別子で指定されたグループ内の単一の端末を識別する選択パラメータ

である。ユーザサービス識別子が１２７の場合、端末識別子は適用されない。本フィールドを受信すると、

以下のいずれかが成立すれば、端末は自分がアドレス指定されたものとする。

－　インタプリタビットが“０”で、かつ、受信値と端末の記憶値が一致する。

－　インタプリタビットが“１”で、かつ、受信値と端末の記憶値が一致しない。

－　受信値がオール“１”（６３）でコード化されている。

8.2.3　ファシリティ（Facility）

本節は、ファシリティ情報要素の構成とコーディングのみを定義する。個々の付加サービスにおいて必

要とされる諸手順は、標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズに規定されている。

ファシリティ情報要素の目的は、付加サービスのインボケーションとオペレーションを示すことであり、

ファシリティ情報要素内のオペレーション値により識別される。図８－２／ＪＴ－Ｑ９３２、付図Ⅳ－１

とⅣ－２／ＪＴ－Ｑ９３２、表８－５／ＪＴ－Ｑ９３２、付表Ⅳ－２からⅣ－１２／ＪＴ－Ｑ９３２で定

義される。

ファシリティ情報要素は１つのメッセージ内で繰返されてもよい。

本情報要素の最大長は、メッセージの最大長に制限される以外は、アプリケーションによる。
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8 7     6     5     4     3     2     1

    0

ファシリティ

0     0     1     1     1     0     0

情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

ファシリティ内容長 2

   1

拡張

  0     0

  予  備   プロトコルプロファイル

3

ネットワークファシリティ拡張子（注１、注５） 3.1*

ネットワークプロトコルプロファイル（注２、注５） 3.2*

インタプリテーションコンポーネント（注３、注５） 3.3*

サービスコンポーネント（注４） 4 他

注１－ネットワークファシリティ拡張子（ＮＦＥ）のコンポーネントが含まれる。

注２－オクテット３のプロトコルプロファイルフィールドが“ネットワーク拡張”のとき、（ＲＯＳＥ以

外の）サービスコンポーネントのコンポーネントの内容を規定するためにネットワークプロトコル

プロファイル（ＮＰＰ）のコンポーネントが含まれる。サービスコンポーネントの内容がＲＯＳＥ

であることを示す場合には、ＮＰＰコンポーネントは含まれない。

注３－インタプリテーションコンポーネントが含まれる。

注４－１つ又はそれ以上のサービスコンポーネントが含まれる。

注５－オクテット３のプロトコルプロファイルフィールドが“ネットワーク拡張”のときにのみ、オク

テット３．１から３．３が含まれる。

図８－２／ＪＴ－Ｑ９３２　ファシリティ情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－５／ＪＴ－Ｑ９３２　ファシリティ情報要素

（ITU-T Q.932）

プロトコルプロファイル（Protocol Profile）（オクテット３）

ビット

５　４　３　２　１

１　０　０　０　１　　ＲＯＳＥ（注１）

１　０　０　１　０　　ＣＭＩＰ（注２）

１　０　０　１　１　　ＡＣＳＥ（注３）

１　１　１　１　１　　ネットワーク拡張（注４）

他の値はすべて予約済。

注１－このコードポイントが使用される場合は、ＮＦＥ、ＮＰＰとインタプリテーションコンポーネント

は含まれない。加えて、ＴＴＣ又はＩＴＵ－Ｔが定義したローカル値をコンポーネントに割り当て

る。

注２－このコードポイントが使用される場合は、ＮＦＥ、ＮＰＰとインタプリテーションコンポーネント

は含まれない。ＣＭＩＰプロトコルについてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９４１参照。



- 55 - ＪＴ－Ｑ９３２

注３－このコードポイントが使用される場合は、ＮＦＥ、ＮＰＰとインタプリテーションコンポーネント

は含まれない。ＡＣＳＥプロトコルについてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１７とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２

２７参照。

注４－このコードポイントが使用される場合は、ＮＦＥ、ＮＰＰとインタプリテーションコンポーネント

を含むことができる。この場合、ＩＳＯ／ＩＥＣが定義したローカル値のみをコンポーネントに割

り当てる。標準ＪＳ－１１５８２との整合性のため、プロトコルプロファイル値が“ネットワーク

拡張”のファシリティ情報要素は、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージ、「呼

設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージと、「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）

メッセージには含まれない。なぜならば、これらのメッセージはローカルな意味を持つからである。

８．２．３．１節は、リモートオペレーションプロトコルの手順を含んでいる。ファシリティ情報要素

内の“ＣＭＩＰ”のコードポイントのユーザ手順は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９４０シリーズに含まれる。

“ＡＣＳＥ”の値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．２１７〔１２〕／Ｘ．２２７〔１３〕及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

９４１〔１１〕に含まれる。表８－６／ＪＴ－Ｑ９３２は、ＡＣＳＥサービスと標準ＪＴ－Ｑ９３２メッ

セージの間のマッピング例を示している。

表８－６／ＪＴ－Ｑ９３２　ＡＣＳＥサービスのマッピング

（ITU-T Q.932）

機能 ＡＣＳＥｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ ＡＰＤＵ ＪＴ－Ｑ９３２ﾒｯｾｰｼﾞ

Setup

Association

A_ASSOCIATE req.ind AARQ 「登録」

（REGISTER）

A_ASSOCIATE resp.conf AARE 「ファシリティ」

（FACILITY）

Release

Association

A_RELEASE req.ind RLRQ 「ファシリティ」

（FACILITY）

A_RELEASE resp.conf RERE 「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）

User Abort A_ABORT req.ind ABRT 「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）

Internal Abort A_ABORT ind なし（内部

アボート）

なし

（内部アボート）

注－上記のマッピングは、標準ＪＴ－Ｑ９３２メッセージの最も効果的な使用方法であるが、唯一のマッ

ピング方法ではない。その他のマッピングは、例えば、ＡＡＲＱプロトコルデータユニット（ＰＤ

Ｕ）が分割される必要がある場合に適用される。ＡＣＳＥプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の詳

細なコード化とアソシエイト手順は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１７とＸ．２２７に規定されている。

ファシリティ情報要素中に他のプロトコルのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を含む手順につい

ては、継続検討中である。
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8.2.3.1　リモートオペレーションプロトコル（Remote Operation Protocol）

本節は、リモートオペレーションプロトコルファイルに関するプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の

内容を規定している。

8.2.3.1.1　コンポーネント（Component）（オクテット４、等）

本節の規定は、勧告Ｘ．２０８〔７〕（抽象構文記法１（Abstruct Syntax Notation One（ＡＳＮ．１））

の仕様）、Ｘ．２０９〔８〕（抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）に対する基本符号化規則の仕様）、Ｘ．２

１９〔９〕（ リモートオペレーション：モデル、表記法、サービスの定義）、Ｘ．２２９〔１０〕（リ

モートオペレーション：プロトコル仕様）を利用し、これらのサブセットとなっている。勧告Ｘ．２０８

／Ｘ．２０９とＸ．２１９の関連する節の抜粋が付録ⅢとⅣにそれぞれ規定されている。表８－７／ＪＴ

－Ｑ９３２は、異なるコンポーネントタイプの抽象構文の形式的な定義を規定している。

オクテット４以上からなるコンポーネントは、ファシリティ情報要素内で不定回数繰り返されるかもし

れない。複数のサービス要求の場合には、受信側（ユーザまたは網）は、コンポーネントの繰り返しを複

数のファシリティ情報要素が、ひとつのメッセージ中で受信された場合と同様に扱う。

複数サービス要求（ユーザまたは網）を開始する付加的な要求条件は、継続検討である。

注１－リモートオペレーションサービス要素（ＲＯＳＥ）を定義している勧告Ｘ．２２９では、コンポー

ネントの代わりに、アプリケーションプロトコルデータユニット（ＡＰＤＵ）という用語が用いら

れている。しかし、本プロトコル要素は、ネットワークレイヤサービスとアプリケーションレイヤ

サービスのサポートとして用いられることがあるため、本標準のコンテクストでは“コンポーネン

ト”という用語の方がふさわしい。

注２－コンポーネントのコーディングおよびフォーマッティング原則の概要については、付録ⅢとⅣを参

照。
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表８－７／ＪＴ－Ｑ９３２　ファシリティ情報要素コンポーネントコーディング

（ITU-T Q.932）

Facility-Information-Element-Component {ccitt recommendation q 932 facility-information-

element-component (3) }

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS   Compo　　　　nent,InvokeComponent,InvokeIdentifierType;

IMPORTS   OPERATION,ERROR FROM Remote-Operations-Notation {joint-iso-ccitt x 219 remote-

operation(4) notation(0) }

--

--

--

--

--

コンポーネント定義：

オペレーションとエラーの種別と値は、リモートオペレーション記法を使って標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシ

リーズで定義されるかまたは、他の標準で定義される。オペレーション値とエラー値は、インテジャー

種別かオブジェクト識別子のどちらかである。インテジャー種別が使われたなら、それらは、標準ＪＴ

－Ｑ９５Ｘで採用されている抽象構文で明確化されるべきである。

Component::= CHOICE{

invokeComp[1] IMPLICIT InvokeComponent,

retResultComp[2] IMPLICIT ReturnResultComponent,

retErrorComp[3] IMPLICIT ReturnErrorComponent,

rejectComp[4] IMPLICIT RejectComponent}

InvokeComponent::= SEQUENCE{

invokeIdentifier InvokeIdentifierType,

linkedIdentifier[0] IMPLICIT InvokeIdentifierType OPTIONAL,

operationValue OPERATION,

argument ANY DEFINED BY operationValue OPTIONAL }

--

--

--

ANY は、個々のオペレーション種別定義におけるキーワード

ARGUMENT に引き続く単一の抽象構文記法（ＡＳＮ．１）のデータ種別

で埋められる。

ReturnResultComponent::=SEQUENCE {

invokeId InvokeIdentifierType,

SEQUENCE{

operationValue OPERATION,

result ANY DEFINED BY operationValue OPTIONAL }}

--

--

--

ANY は、個々のオペレーション種別定義における

キーワード RESULT に引き続く単一の抽象構文記

法（ＡＳＮ．１）のデータ種別で埋められる。

ReturnErrorComponent::=SEQUENCE {

invokeId InvokeIdentifierType,

errorValue ERROR,
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parameter ANY DEFINED BY errorValue OPTIONAL}

--

--

--

ANY は、個々のエラー種別定義におけるキーワード PARAMETER

に引き続く単一の抽象構文記法（ＡＳＮ．１）のデータ種別で埋め

られる。

RejectComponent::=SEQUENCE{

InvokeId CHOICE {

InvokeIdentifierType,

-- インボーク識別子種別

NULL},

problem CHOICE{

[0]IMPLICIT GeneralProblem,

-- 一般プロブレム

[1]IMPLICIT InvokeProblem,

-- インボークプロブレム

[2]IMPLICIT ReturnResultProblem,

-- リターンリザルトプロブレム

[3]IMPLICIT ReturnErrorProblem}}

-- リターンエラープロブレム

InvokeIdentifierType ::=  INTEGER(-32768..32767)

GeneralProblem::=      INTEGER{--ＪＴ－Ｑ９３２のプロトコルエンティティによって検出される

unrecognizedComponent(0),

--認識されないコンポーネント

mistypedComponent(1),

--誤ったコンポーネント

badlyStructuredComponent(2) }

--誤った構成のコンポーネント

InvokeProblem::=　　　　　　　　　　　　 INTEGER{--個々の付加サービスエンティティにより検出される

duplicateInvocation(0).

--重複しているインボケーション

unrecognizedOperation(1),

--認識されないオペレーション

mistypedArgument(2),

--誤ったアーギュメント

resourceLimitation(3),

--リソース制限

initiatorReleasing(4),

--起動側解放

unrecognizedLinkedId(5),

--認識されないリンク識別子

linkedResponseUnexpected(6),

--期待されないリンク応答

unexpectedChildOperation(7) }

--期待されないチャイルドオペレーション
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ReturnResultProblem::= INTEGER{--個々の付加サービスエンティティにより検出される

unrecognizedInvocation(0),

--認識されないインボケーション

resultResponseUnexpected(1),

--期待されないリザルト応答

mistypedResult(2) }

--誤ったリザルト

ReturnErrorProblem::=  INTEGER{--個々の付加サービスエンティティにより検出される

unrecognizedInvocation(0),

--認識されないインボケーション

errorResponseUnexpected(1),

--期待されないエラー応答

unrecognizedError(2),

--認識されないエラー

unexpectedError(3),

--期待されないエラー

mistypedParameter(4)}

--誤ったパラメータ

END --ＪＴ－Ｑ９３２ファシリティ情報要素コンポーネント定義の終了

8.2.3.1.2　インボーク識別子タグ

インボーク識別子はオペレーションのインボケーションを識別するのに用いられ、それに対する応答の

中のリターンリザルト、リターンエラーまたはリジェクトコンポーネントに反映される。ファシリティ情

報要素の中で使われるインボーク識別子は、それらがやりとりされる呼番号（ダミー呼番号を含む）の中

でのみ意味を持つ。放送コネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）と個別コネクションエンドポイン

ト識別子（ＣＥＩ）で同時にダミー呼番号が使われたときに起こり得る競合を解決するために手順を決め

る必要がある。インボーク識別子が一つのオペレーションが継続する中で不備のまま再利用され、リター

ンエラー（クラス３）やリジェクト（クラス３、５）とならないように手順を決める必要があるかもしれ

ない。

また、同じインボーク識別子を持つ２つのインボークコンポーネントが異なる方向に同時に出される場

合を回避するために手順を決める必要があるかもしれない。そのような手順がない場合には、図８－３／

ＪＴ－Ｑ９３２に示すように結果として不明確なリジェクトコンポーネントになってしまうようなコン

ポーネントのやりとりが発生し得る。
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図８－３／ＪＴ－Ｑ９３２

（ITU-T Q.932）

8.2.3.1.3　既存標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素のパラメータとしての扱い

付加サービスプロトコル仕様では新しいパラメータが定義されるか、もしくは既存標準ＪＴ－Ｑ９３１

情報要素をパラメータとすることが必要である。

新しいパラメータが標準ＪＴ－Ｑ９３１メッセージの中のどこにも現れてこない場合には、勧告Ｘ．２

０９のコーディングを使って定義されなければならない。

付加サービスプロトコル仕様では、勧告Ｘ．２０９のデータ要素の中に一つまたは二つ以上の既存標準

ＪＴ－Ｑ９３１情報要素をひとまとめにすることになるかもしれない。そのとき、これら情報要素は標準

ＪＴ－Ｑ９３１のコーディングのままである。このオプションが選択されるとき、すべての標準ＪＴ－Ｑ

９３１情報要素は、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素タグに続く内容としていっしょにグループ化されるべきであ

る。これは図８－４／ＪＴ－Ｑ９３２ に例示されている。そのタグは表８－８／ＪＴ－Ｑ９３２に定義

されている。このデータ要素は単独であるかもしれないし、あるいは付録Ⅳの中で示されているシーケン

スやセットの一部であるかもしれない。

注１－ファシリティ情報要素の中にファシリティ情報要素を含んだ形では使用されない。

表８－９／ＪＴ－Ｑ９３２はＪＴ－Ｑ９３１情報要素種別の正式定義を規定する。

インボーク、id=x

インボーク、id=x

リターンリザルト、id=x

リジェクト、　id=x,prob.tag=general
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パラメータセット／シーケンスタグ

長さ

 ＪＴ－Ｑ９３１情報要素タグ

 ＪＴ－Ｑ９３１ 情報要素長

 １番目のＪＴ－Ｑ９３１ 情報要素

 ２番目のＪＴ－Ｑ９３１ 情報要素

 最後のＪＴ－Ｑ９３１ 情報要素

図８－４／ＪＴ－Ｑ９３２　ＪＴ－Ｑ９３１情報要素のカプセル化

（ITU-T Q.932）
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表８－８／ＪＴ－Ｑ９３２　ＪＴ－Ｑ９３１情報要素タグ

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

ＪＴ－Ｑ９３１  情報要素 ０  １  ０  ０  ０  ０  ０  ０

注－他の値はすべて予約済であるが、このアプローチでは将来、要求に応じて他のタグを定義することに

より、他勧告のコーディング構成が適用されることになるかもしれない。

表８－９／ＪＴ－Ｑ９３２

（ITU-T Q.932）

Embedded-Q931-Types {ccitt recommendation q 932 embedded-q931-types (5) }

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS::=

BEGIN

EXPORTS Q931InformationElement;

--標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素

Q931InformationElement  　　　　::= [APPLICATION 0] IMPLICIT OCTET STRING

END --埋め込みＪＴ－Ｑ９３１種別の終了

8.2.4　拡張ファシリティ（Extended Facility）

拡張ファシリティ情報要素は、ファシリティ情報要素に含まれるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）

がファシリティ情報要素の全体の長さが２５５オクテットを越えるような長さとなるときに使われる。

図８－５／ＪＴ－Ｑ９３２に示すように、拡張ファシリティ情報長のコーディング方法のみがファシリ

ティ情報要素と異なる。拡張ファシリティ情報要素の使用方法はその他の全ての点でファシリティ情報要

素と同じであり、８．２．３節に記述されている。
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8 7 6 5 4 3 2 1 ｵｸﾃｯﾄ

0

拡張ファシリティ

   0       0       0       1       1       0       1

情報要素識別子   1

0/1 情  報  要  素  長   2

1 予  備 プロトコルプロファイル   3

プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）

図８－５／ＪＴ－Ｑ９３２　拡張ファシリティ情報要素

（ITU-T Q.932）

拡張ファシリティ情報要素長は次のようにコーディングされる。

１）　情報要素長オクテットは１以上のオクテットで構成され、情報要素内のオクテット数を表す。

２）　１２７オクテット以下の情報要素長については、ビット８が０でビット７を最上位としてビット７

から１までが情報要素長のオクテット数を表すような１オクテットで情報要素長を構成する。

３）　１２７オクテットを越える情報要素長については、情報要素長のオクテットは最初のオクテットと

１つ以上の後続のオクテットから構成される。最初のオクテットは次のようにコーディングされる。

ａ）　ビット８は１である。

ｂ）　ビット７から１はビット７を最上位ビットとして情報要素長オクテット内で後続のオクテット数

を表す。

ｃ）　値１１１１１１１１２　は使用できない。これは将来の拡張のための制約である。

４）　情報要素長オクテット内の後続のオクテットは情報要素長を次のようにコーディングする。後続部

分の最初のオクテットのビット８から１、次に後続部分の２番目のオクテットのビット８から１、さ

らに後続部分のその次のオクテットのビット８から１のように後続部分の最後のオクテットまでが、

後続部分の最初のオクテットのビット８を最上位として、情報要素長に等しい符号なし２進整数を表

す。

例：　２０１オクテットの拡張ファシリティ情報要素長は次のようにコーディングできる。

１０００　０００１

１１００　１００１

8.2.5　フィーチャアクティベーション（Feature activation）

フィーチャアクティベーション情報要素の目的は、フィーチャ識別子番号で識別される付加サービスを

インボークすることにある。フィーチャ識別子番号と関連したサービスは、そのユーザのサービスプロ

ファイルによる。

本情報要素の最大長は４オクテットである。

フィーチャアクティベーション情報要素は、図８－６／ＪＴ－Ｑ９３２並びに表８－１０／ＪＴ－Ｑ９

３２に示すようにコード化される。

＝  4＝
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8     7     6     5     4     3     2     1

0

            ﾌｨｰﾁｬｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ

  0     1     1     1     0     0     0

            情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

ﾌｨｰﾁｬｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ内容長       2

0/1

拡張

            ﾌｨｰﾁｬ 識別子番号       3

1

拡張

        ﾌｨｰﾁｬ 識別子番号（続き）       3a

図８－６／ＪＴ－Ｑ９３２ 　フィーチャアクティベーション情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１０／ＪＴ－Ｑ９３２ 　フィーチャアクティベーション情報要素

（ITU-T Q.932）

フィーチャ識別子番号（Feature identifier number）（オクテット３および３ａ）

  フィーチャ識別子番号は、フィーチャアクティベーション情報要素およびフィーチャインディケーショ

ン情報要素の一部としてコード化された、カスタマアカウント内のフィーチャに付与されている一意の番

号である。この番号によって、要求または更新予定のフィーチャを識別する。どの番号をどのフィーチャ

に組合わせるかは、ユーザによって異なりうる。

オクテット３のビット８を使用して、フィーチャ識別子番号フィールドを拡張する。ビット８が０であ

れば、後続するオクテットがあり、ビット８が１であれば、オクテット３が最終オクテットとなる。１オ

クテットフィールドの識別子番号は、１～１２７の値をとる。複数のオクテットフィールドの場合には、

ビット値はオクテット番号の増大に応じて減少する。

8.2.6　フィーチャインディケーション（Feature indication）

フィーチャインディケーション情報要素の目的は、網が、フィーチャインディケーションを付加サービ

スの状態に関係するユーザに通知できるようにすることである。

本情報要素の最大長は５オクテットである。

フィーチャインディケーション情報要素のコーディングを図８－７／ＪＴ－Ｑ９３２並びに表８－１１

／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。
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8     7     6     5     4     3     2     1

0

            ﾌｨｰﾁｬｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ

  0     1     1     1     0     0     1

            情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

ﾌｨｰﾁｬｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ内容長       2

0/1

拡張

            ﾌｨｰﾁｬ識別子番号       3

1

拡張

        ﾌｨｰﾁｬ識別子番号（続き）       3a

0 0

予

0

備

0   フィーチャ

      状態表示

      4

図８－７／ＪＴ－Ｑ９３２ 　フィーチャインディケーション情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１１／ＪＴ－Ｑ９３２ 　フィーチャインディケーション情報要素

（ITU-T Q.932）

フィーチャ識別子番号（オクテット３および３ａ）

本フィールドは表８－１０／ＪＴ－Ｑ９３２の記述に従って、コード化される。

フィーチャ状態表示（Status indicator）（オクテット４）

フィーチャ状態表示フィールドは、付加サービスの状態を識別する。

ビット 状　態 意　味 ユーザ端末装置における

4 3 2 1 可能なインプリメントの例

0 0 0 0 非活性中 フィーチャが非活性状態にある ランプオフ

0 0 0 1 活性中 フィーチャが活性状態にある ランプオン

0 0 1 0 プロンプト フィーチャがプロンプト状態にある ランプの速い点滅

（ユーザの入力待ち）

0 0 1 1 実行中 フィーチャが実行中状態にある ランプの遅い点滅

その他の値はすべて予約済

8.2.7　情報要求（Information request）

情報要求情報要素の目的は、追加情報の要求と、情報要求完了の通知の機能を提供することにある（２．

１．１．３節）。

情報要求情報要素は、図８－８／ＪＴ－Ｑ９３２ および表８－１２／ＪＴ－Ｑ９３２に示すように

コード化される。
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本情報要素の最大長のデフォルト値は、３オクテットである。

8      7     6     5     4     3     2     1

0

情報要求

  0     1     1     0     0     1     0

 情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

情報要求内容長       2

1

拡張

情報

要求

指示

情報種別       3

図８－８／ＪＴ－Ｑ９３２ 　情報要求情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１２／ＪＴ－Ｑ９３２ 　情報要求情報要素

（ITU-T Q.932）

情報要求指示（Information request indicator）（オクテット３、ビット７）

ビット　７

０　情報要求完了

１　追加情報のためのプロンプト

情報種別（Type of information）（オクテット３、ビット１－６）

ビット　６５４３２１

００００００　未定義

０００００１　認定コード

００００１０　アドレスディジット

００００１１　端末識別

他の値はすべて予約済

8.2.8　通知識別子（Notification indicator）

以下に示す通知識別子情報要素の定義は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の定義を補足するものである。

通知識別子情報要素は、呼に関連した情報を通知するために用いる。例えば、その呼に関連している他

のユーザに影響を与える付加サービス。通知識別子情報要素は、図８－９／ＪＴ－Ｑ９３２および表８－

１３／ＪＴ－Ｑ９３２に示すようにコード化される。本情報要素の最大長は、メッセージの最大長に制限

される以外は、アプリケーションに依存する。通知識別子情報要素は、メッセージ内で繰り返されうる。
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8         7       6     　5     　4     　3     　2     　1 　    ｵｸﾃｯﾄ

0

通知識別子

    0       1       0       0       1       1       1

情報要素識別子

1

通知識別子内容長 2

0/1 通  知  内  容 3

1 通  知  内  容 3a

 ＡＳＮ．１で符号化されたデータ構造

4

他

図８－９／ＪＴ－Ｑ９３２ 　通知識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

＝＝
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表８－１３／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　通知識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

  オクテット３のビット８は通知内容を拡張するために用いられる。ビット８が０の場合は、後続のオク

テットが存在する。ビット８が１の場合は、最後のオクテットである。１オクテット内の値は、０から１

２７の範囲内である。複数オクテットの場合のビット番号は、オクテット番号が増加するにつれて減少す

るように割り当てられる。

通知内容（Notification description）（オクテット３）

拡張〔オクテット３のビット８〕は１に設定

ビット   ７６５４３２１

０００００００

００００００１

０００００１０

００００１００

０００００１１

０１０００００

：

０１１１１１１

１００００００

１００００１０

１００００１１

１０００１００

１０００１０１

１０００１１０

１０００１１１

１００１０００

１００１００１

１００１０１０

１００１０１１

１１１１００１

１１１１０１０

１１０００００

１１１１０１１

１１０１０００

１１０１００１

１１０１０１０

１１０１１１０

１１０１１１１

１１１０１００

ユーザ中断

ユーザ再開

ベアラサービス変更

呼完了遅延

ＡＳＮ．１で符号化されたコンポーネントに拡張するための識別子（注）

ＩＳＯのために予約済

ＡＳＮ．１で符号化されたコンポーネントをＩＳＯ用に拡張するための

識別子（注）

会議通話確立

会議通話終了

新規メンバ追加

隔離

復帰

特定メンバ隔離

特定メンバ復帰

特定メンバ分離

特定メンバ離脱

会議フローティング

リモート保留

リモート保留解除

呼は待機中の呼である

呼は転送中

呼転送起動

呼出中コールトランスファ

通信中コールトランスファ

着信課金（呼全体）

着信課金（呼残部）

サービスプロファイル更新

他の値はすべて予約済み（他の標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズのサービスのため）。

注－　オクテット４はこの値が使用される場合のみ含まれる。
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表８－１３／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２）　通知識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

Notification-Indicator-IE-Data-Structure

{ccitt recommendation q 932 notification-data-structure (6) }

DEFINITION ::=

BEGIN

EXPORTS NOTIFICATION

NOTIFICATION　　　　MACRO ::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::= Argument

VALUE NOTATION ::= value (VALUE CHOICE

{localValue INTEGER,

-- ローカル値

globalValue OBJECT IDENTIFIER})

--グローバル値

Argument ::= "ARGUMENT" NamedType

NamedType ::= identifier type | type

END  -- of NOTIFICATION MACRO

--  通知データ構造定義の終了

NotificationDataStructure ::= SEQUENCE

{notificationTypeID NOTIFICATION,

notificationArgument ANY DEFINED BY

notificationTypeID}

--

--

ＡＮＹは個々の通知の種別定義におけるキーワードＡＲＧＵＭＥＮＴに引き続く単一の抽象構文記

法（ＡＳＮ．１）のデータ種別で埋められる。



ＪＴ－Ｑ９３２ - 70 -

8.2.9　サービスプロファイル識別（Service profile identification）

サービスプロファイル識別情報要素の目的は、ユーザがユーザサービス識別子および端末識別子の自動

割当を起動できるようにすることである（付属資料Ａを参照）。

サービスプロファイル識別情報要素は、図８－１０／ＪＴ－Ｑ９３２および表８－１４／ＪＴ－Ｑ９３

２に示すようにコード化する。

本情報要素の最大長のデフォルト値は、３２オクテットである。

8      7     6     5     4     3     2     1

   ０

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ識別

0     1     1     1     0     1     0

情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ識別内容長 2

　０

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ識別子 3

他

（ＩＡ５キャラクタ）

図８－１０／ＪＴ－Ｑ９３２　サービスプロファイル識別情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１４／ＪＴ－Ｑ９３２ 　サービスプロファイル識別情報要素

（ITU-T Q.932）

サービスプロファイル識別子（Service profile identifier,ＳＰＩＤ）（オクテット３等）

サービスプロファイル識別子パラメータは、網が指定したフォーマットに従って、ＩＡ５キャラクタで

コード化される。

8.2.10　伝達能力（Bearer capability）

伝達能力情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の４．５．５節に定義されている。本節では、１０章に記述

されているネットワークの呼非依存コネクション依存シグナリングコネクションに関連して使用される

フィールドとそのフィールド内で有効なコーディングを記述する。ＮＣＩＣＳに対する伝達能力情報要素

は、図８－１１／ＪＴ－Ｑ９３２に示すようにオクテット１、２、３及びオクテット４で構成され、表８

－１５／ＪＴ－Ｑ９３２で示すようにコード化される。

＝＝
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8      7     6     5     4     3     2     1

0

伝達能力

  0     0     0     0     1     0     0

情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

伝達能力内容長（注１）       2

1

拡張

コーディン

グ標準 情報転送能力       3

1

拡張 転送モード 情報転送速度       4

注１－本オクテットは、整数値２（すなわち、“００００００１０”）にコード化される。

図８－１１／ＪＴ－Ｑ９３２ 　伝達能力情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１５／ＪＴ－Ｑ９３２　ＮＣＩＣＳに対する伝達能力情報要素

（ITU-T Q.932）

コーディング標準（Coding standard）（オクテット３）

ビット　７６

０１　　　　ＩＳＯ／ＩＥＣ

情報転送能力（Information transfer capability）（オクテット３）

ビット　５４３２１

０１０００　非制限ディジタル情報

転送モード（Transfer mode）（オクテット４）

ビット　７６

００　　　　呼に関連しないシグナリングコネクション

情報転送速度（Information transfer rate）（オクテット 4、ビット１－５）

ビット　５４３２１

０００００　呼に関連しないシグナリングコネクション
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8.2.11　チャネル識別子（Channel Identification）

チャネル識別子情報要素は、ＮＣＩＣＳコネクションを確立するチャネルとしてＤチャネルを識別する

ために、ＮＣＩＣＳで使用される。本使用においてチャネル識別子情報要素は、以下の図８－１２／ＪＴ

－Ｑ９３２に示すように最大長３オクテットで規定される。本図は、図４－１８／ＪＴ－Ｑ９３１に基づ

き、ＮＣＩＣＳに適用されないオクテットを取り除いて記述されている。

8       7      6      5      4      3      2      1

   0

チャネル識別子

0      0      1      1      0      0      0

情報要素識別子

ｵｸﾃｯﾄ 1

チャネル識別子内容長（注１） 2

  1

拡張

インタ

フェー

ス識別

子有無

表示

インタ

フェー

ス種別

0

予備

変更不

可表示

Ｄチャ

ネル選

択表示

情報チャネル選

択 3

注１－本オクテットは、整数値１（すなわち、“０００００００１”）にコード化される。

図８－１２／ＪＴ－Ｑ９３２ 　チャネル識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

表８－１６／ＪＴ－Ｑ９３２ 　チャネル識別子情報要素

（ITU-T Q.932）

インタフェース識別子有無表示（Interface Identifier present）（オクテット３）

ビット　７

０ 暗黙のうちに識別されるインタフェース（注１）

注１－本情報要素が転送されたＤチャネルを含むインタフェースが示される。

インタフェース種別（Interface type）（オクテット３）

ビット　６

０ 基本インタフェース

１ その他のインタフェース（例えば、一次群インタフェース）（注２）

注２－インタフェースの種別は、インタフェースがインタフェース識別子有無表示（オクテット３、ビッ

ト７）の指定によって識別されているので、これにより認識される。
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変更不可表示（Preferred/Exclusive）（オクテット３）

ビット　５

１ 指定されたチャネルは変更できないことを示す

注３－チャネル変更不可表示は、Ｂチャネル選択時にのみ意味を持つ。

Ｄチャネル選択表示（D-channel Indicator）（オクテット３）

ビット　３

１ 指定チャネルは D チャネルである

情報チャネル選択（Information channel selection）（オクテット３）

ビット　２１

００ チャネルなし

９．汎用通知手順

9.1　概　要

9.1.1　序　論

本章は、ユーザ・網インタフェースでの通知送達を提供するファンクショナルな信号手順を規定する。

通知は以下の性質で特徴づけられる。

－ユーザ・網インタフェースの両側で状態の変化を引き起こさない。

－応答を必要としない一方向の情報フローを意味する。

－ユーザにより認識されない場合は重要なエラー回復を必要とせずに廃棄できるような付加的な情報を

提供する。

以上の性質により、ユーザ・網インタフェースでの通知の送達を提供するのに最適化した汎用的な手順

が与えられる。

本節は、基本呼制御手順及び特に以下と整合するように構成されている。

－標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．９節　ユーザ通知手順

9.1.2　手順の範囲

９章の手順は、ユーザ・網インタフェースにおける通知の伝達のための基本的方法論を定義する。この

手順は、ユーザ・網がポイント・ポイント構成であるのか、あるいはポイント・マルチポイント構成であ

るのかには関連しない。これらの手順の全範囲をユーザから網への方向において適用することについては、

今後の検討課題である。

9.1.3　手順のカテゴリ

通知を送達するための汎用的な手順は、まず送達のコンテクストによって分類され、つぎに通知に含ま

れる情報の種別によって分類される。９章に規定されている手順は、以下の２つのコンテクストによる通

知の送達を考慮している。
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－９．２節は、生起中の呼番号での、呼に関連した通知の送達の手順を定義する。

－９．３節は、通知に対し適当な生起中の呼番号が存在しない場合における、呼に関連しない通知を送

達する手順を定義する。

両方のコンテクストに対して、以下のような通知情報の３種類の送達手順が定義される。

(1) 　通知識別子情報要素による単純な通知「識別子」の送達。これは、標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズ

の付加サービスに対して定義された通知識別子情報要素の追加コード値も含む。

(2) 　標準ＪＴ－Ｑ９３１の４．５節（注）で定義されるコーディング規定に従った情報要素として規

定される通知「パラメータ」の送達。これは、標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズの付加サービスに対し

て定義された情報要素も含む。

(3) 　応答が必要でない場合（例えば拒否）の通知識別子情報要素のオクテット３の拡張コード値とそ

れに続くオクテット内の抽象構文記法（ＡＳＮ．１）で符号化された情報を使用する通知「コン

ポーネント」の送達。

「パラメータ」が存在しない場合、オプション(1)（通知「識別子」の送達）が用いられる。「パラメー

タ」が存在する場合、個々の付加サービスがどのオプションを適用するかを決定する。

注－通知「パラメータ」の送達に関し、「通知」（NOTIFY）メッセージ以外のメッセージ中で、通知識

別子情報要素と標準ＪＴ－Ｑ９３１情報要素を一緒に用いることは、今後の検討課題である。

9.2　呼に関連した通知

9.2.1　序　論

呼に関連した通知の汎用的な手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．９節に規定されるユーザ通知手順との

整合を保った拡張である。９．２．２節に規定される手順により、網はある適当な生起中の呼番号上で付

加サービスに関連したイベントをユーザに通知することができる。呼番号はこのコンテクストにおいては

呼設定の開始（「呼設定」（SETUP）メッセージを含む）から呼切断復旧の完了（「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）メッセージを含む）までの間は生起中であるとみなされる。これらの手順は、

通知に関連した呼の生起中の呼番号を用いた通知の送達を包含する。標準ＪＴ－Ｑ９３１に既に定義され

ている手順に加えて、ユーザから網への方向にこれらの手順を適用することは、今後の検討課題として残

されている。

9.2.2　手　順

9.2.2.1　呼に関連した通知の送達

呼に関連した通知の送達は、生起中の呼番号とその下位にあるデータリンクレイヤコネクションを利用

する。

通知の送達が呼設定あるいは呼切断復旧手順と同時に起こる場合、通知情報は関連する呼制御メッセー

ジにより運ぶことができる。さもなければ、通知情報は「通知」（NOTIFY）メッセージにより送られる。

９．１．３節に定義された３種類の通知情報は、これらのメッセージにより提供される。

9.2.2.2　エラー処理

端末が、「通知」（NOTIFY）メッセージ情報要素、あるいは通知識別子情報要素の新しいコード値ま

たは、拡張された内容を認識出来ないときは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．８節の手順に従ってこれを扱う。
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9.3　呼に関連しない通知

9.3.1　序　論

呼に関連しない通知の汎用的な手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．９節に規定されたユーザ通知手順と

の整合を保った追加である。９．３．２節に規定される手順により、網は適当な生起中の呼番号がない場

合、付加サービスに関連するイベントをユーザに通知できる。

ユーザから網への方向にこれらの手順を適用することは、今後の検討課題として残される。

9.3.2　手　順

9.3.2.1　以下のデータリンクレイヤサービス

呼に関連しない通知の送達には、以下のデータリンクレイヤサービスが必要である。

９．３．２．２節及び９．３．２．３節に記述されている手順は、ポイント・ポイントデータリンクレ

イヤコネクションの上で提供される確認形データリンクレイヤサービスを利用する。網は通知の送達に

データリンクの放送の能力を使用することができる。

呼に関連しない通知の送達を必要とする端末は、その端末へのデータリンクレイヤコネクションを確立

するのに十分な契約情報が網で利用可能な場合以外は、起動中のデータリンクレイヤコネクションを維持

すべきである。契約情報が利用可能でない場合、データリンクレイヤコネクションを確立する仕組みは、

今後の検討課題である。

9.3.2.2　呼に関連しない通知の送達

呼に関連しない通知は、ダミー呼番号上で「通知」（NOTIFY）メッセージを用いて送達される。９．

１．３節で規定される３種類の通知情報が、このメッセージにより提供される。

ダミー呼番号は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の４．３節に規定される。「通知」（NOTIFY）メッセージは、

標準ＪＴ－Ｑ９３１の３．１．７節に規定される。

9.3.2.3　エラー処理

端末が、「通知」（NOTIFY）メッセージ中の追加された新しい情報要素、あるいは通知識別子情報要

素の新しいコード値または、拡張された内容を認識出来ないときは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．８節の手

順に従ってこれを扱う。

9.4　通知識別子情報要素の拡張

標準ＪＴ－Ｑ９３２の８．２．８節参照。
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１０．呼に関連しない信号制御手順

10.1　呼非依存コネクション型のポイント・ポイント型ネットワークコンポーネント転送メカニズム

これらの手順はポイント・ポイントのアクセス構成にのみ適用可能である。

ファシリティ情報要素は、付加サービス情報を転送するために、次のメッセージに含まれうる：「呼設

定」（SETUP）、「応答」（CONNECT）、「解放」（RELEASE）、「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）、及び「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ。ファシリティ情報要素の構成及びコー

ディングに関しては８．２．３節参照。

10.1.1　発側インタフェースにおけるコネクションの確立

これらの手順がインボークされる前に、関連するデータリンクコネクションがユーザ（ＴＥ／ＮＴ２）

と網の間で確立されていなければならない。全てのレイヤ３メッセージは、標準ＪＴ－Ｑ９２１、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｉ．４４０、標準ＪＴ－Ｑ９２０に記述されているデータリンクサービスを用いたＤＬ－データ

－要求プリミティブを使用してデータリンクレイヤに送信される。

10.1.1.1　コネクション要求

ネットワークの呼非依存コネクション型シグナリング（ＮＣＩＣＳ）コネクションの確立を開始するに

は、ユーザは、ユーザ・網インタフェース上で「呼設定」（SETUP）メッセージを転送する。「呼設定」

（SETUP）メッセージの転送に続いて、ユーザはコネクションが「発呼」状態にあると想定する。「呼設

定」（SETUP）メッセージには、標準ＪＴ－Ｑ９３１の４．３節に記述される手順に従って選択された呼

番号が常に含まれる。呼番号の選択において、ダミー呼番号値は使用されない。

「呼設定」（SETUP）メッセージには、この他に、コネクションの確立に必要な全ての情報（すなわち、

番号とファシリティ要求）を含む。「呼設定」（SETUP）メッセージの構成に関しては、７．２．７節参

照。

ユーザは、「呼設定」（SETUP）メッセージの転送に続けて、タイマＴ３０３を開始し、「発呼」状態

に遷移する。タイマＴ３０３の満了までに、「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答を受信しない

場合、ユーザは「呼設定」（SETUP）メッセージを再送し、タイマＴ３０３を再度開始する。ユーザが、

タイマＴ３０３の満了前に、「呼設定」（SETUP）メッセージに対するいかなる応答をも受信しない場合、

理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を含む「解放完了」（RELEASE　COMPLETE）メッセージ

を網に送信し、内部的に、ＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧する。

ユーザは、「呼設定」（SETUP）メッセージにチャネル識別子情報要素をオプションとして含めうる。

「呼設定」（SETUP）メッセージにチャネル識別子情報要素を含む場合、ユーザはＤチャネルを使用して

いることを示す。（８．２．１１節参照）

呼に関連しない「呼設定」（SETUP）メッセージを網が受信した場合：

－　要求が正当で、実行可能であれば、１０．１．１．３節の手順に従う、または

－　要求が不当で、受付け不可能であれば、１０．１．１．２節の手順に従う

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの交換は、ＮＣＩＣＳコネクションが「通信中」状態に遷移

した後に行われる。
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10.1.1.2　不当なコネクション情報

ＮＣＩＣＳ要求が不当で、受付け不可能であれば、網は「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッ

セージを返送し、呼番号を解放し、「空」状態を保持する。「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッ

セージには適切な理由表示が含まれる。

網が、呼非依存シグナリングコネクションが認可または、利用できないと決定した場合、理由表示＃６

３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”が使用される。

10.1.1.3　呼設定受付

ＮＣＩＣＳ要求が正当で、実行可能であれば、網は、

－　「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージを返送する

－　「発呼受付」状態に遷移する

－　着信エンティティに対するＮＣＩＣＳコネクションの確立を実行する（例として、１０．１．２節参

照）

網は、「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージにチャネル識別子情報要素をオプションとし

て含めうる。「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージにチャネル識別子情報要素を含む場合、

網はＤチャネルを使用していることを示す。（８．２．１１節参照）

「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージを受付けると、ユーザは

－　タイマＴ３０３を停止する

－　「発呼受付」状態に遷移する

－　タイマＴ３１０を開始する。

タイマＴ３１０が満了したら、ユーザは、１０．１．３節に従い網に対するＮＣＩＣＳコネクションの

解放を、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を用いて開始する。

10.1.1.4　コネクション接続

ＮＣＩＣＳ要求が受付けられたことを示す指示を受信したら、網は、発側ユーザ・網インタフェースに

「応答」（CONNECT）メッセージを送信し、

－　「通信中」状態に遷移する、または、

－　タイマＴ３１３を開始して、「応答」状態に遷移する。

このメッセージは、網を介したＮＣＩＣＳコネクションが確立されたことを発側ユーザに示す。

「応答」（CONNECT）メッセージを受付けると、発側ユーザは、

－　「応答確認」（CONNECT　ACKNOWLEDGE）メッセージを送信する

－　タイマＴ３１０を停止する

－　「通信中」状態に遷移する。

「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを受信すると、網は、

－　既に、ＮＣＩＣＳコネクションが「通信中」状態であれば何もしない

－　「応答」状態であれば、タイマＴ３１３を停止し、「通信中」状態に遷移する。
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「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを受付ける前に、タイマＴ３１３が満了した

場合、網は、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を用いた解放（RELEASE）メッセージを送信

してＮＣＩＣＳコネクションの切断復旧を開始する。

10.1.1.5　コネクション拒否

網または着信エンティティがＮＣＩＣＳ要求を受付けられないという表示を受信した場合、網は１０．

１．３節に記述される発側ユーザ・網インタフェースにおけるＮＣＩＣＳコネクションの切断復旧を、網

または着信エンティティにより提供された理由表示を用いて開始する。

10.1.2　着側インタフェースでのコネクション確立

これらの手順がインボークされる前に、信頼できるデータリンクコネクションがユーザ（ＴＥ／ＮＴ

２）と網の間に確立されなければならない。全てのレイヤ３メッセージは、標準ＪＴ－Ｑ９２０／ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｉ．４４０や標準ＪＴ－Ｑ９２１に記述されるデータリンクサービスを用いたＤＬ－データ－要

求プリミティブを使用してデータリンクレイヤへ送出される。

ユーザ・網インタフェース上で交換される全てのメッセージに含まれる呼番号は、網により送出される

「呼設定」（SETUP）メッセージ内で特定される呼番号値を含む。呼番号を選択する際、ダミー呼番号は、

ＮＣＩＣＳコネクションと共に使用されることはない。

10.1.2.1　着側コネクション

ＮＣＩＣＳコネクションを開始するには、網は、ユーザ・網インタフェース上で「呼設定」（SETUP）

メッセージを転送する。「呼設定」（SETUP）メッセージの内容については、７．２．７節参照。

網は、オプションとして「呼設定」（SETUP）メッセージ内にチャネル識別子情報要素を含みうる。

「呼設定」（SETUP）メッセージが本情報要素を含む場合、網は、Ｄチャネルを使用していることを示す

（８．２．１１節参照）。

「呼設定」（SETUP）メッセージ送出後、網は、タイマＴ３０３を開始し、「着呼」状態に遷移する。

網は、タイマＴ３０３満了前に｢呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答を受信しない場合、「呼設

定」（SETUP）メッセージを再送出し、タイマＴ３０３を再度、開始する。

「ファシリティ｣（FACILITY）メッセージは、ＮＣＩＣＳコネクションが「通信中」状態の時にのみ、

交換されうる。

10.1.2.2　コネクション確認

十分なＮＣＩＣＳコネクション呼設定情報が受信されていると確定した時、ユーザは「呼設定受付」

（CALL PROCEEDING）メッセージで応答し、「着呼受付」状態に遷移する。

「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージ受信時、網は、

－　タイマＴ３０３を停止する

－　「着呼受付」状態に遷移する

－　タイマＴ３１０を開始する。



- 79 - ＪＴ－Ｑ９３２

ユーザは、オプションとして「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージ内にチャネル識別子情

報要素を含みうる。「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージが本情報要素を含む場合、ユーザ

は、Ｄチャネルを使用していることを示す（８．２．１１節参照）。

10.1.2.3　着側コネクション確立中の着側ユーザによる切断復旧

網は、「応答」（CONNECT）メッセージ受信前に、「解放」（RELEASE）もしくは「解放完了」

（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信した場合、タイマＴ３０３もしくはタイマＴ３１０（動作中

ならば）を停止し、１０．１．３節に記述された着信エンティティの切断復旧を継続し、「解放」

（RELEASE）もしくは「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージで受信した理由表示を用い、発

信エンティティに対するＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧する。

10.1.2.4　コネクションの失敗

網は、タイマＴ３０３満了前に、「呼設定」（SETUP）メッセージの再送信に対する応答を受信しない

場合、理由表示＃１８“着ユーザレスポンスなし”を用い、発信エンティティに向け、切断復旧手順を開

始する。網はまた理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を用い、１０．１．３節に従って、着信エ

ンティティに向け、切断復旧手順を開始する。

網は、「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージを受け取ったが、タイマＴ３１０満了前に、

「応答」（CONNECT）、「解放」（RELEASE）、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを

受信しない場合、着信エンティティに向け、切断復旧を開始する。着信エンティティは、理由表示＃１０

２“タイマ満了による回復”を用い、１０．１．３節に従って、切断復旧される。さらに網は、理由表示

＃１８“着ユーザレスポンスなし”を用い、１０．１．３節に従って、発信エンティティに向け、切断復

旧を開始する。

10.1.2.5　コネクション応答

着信ＮＣＩＣＳコネクションの受容を示すには、ユーザは、網に対し「応答」（CONNECT）メッセー

ジを送出する。「応答」（CONNECT）メッセージ送出時、ユーザは、タイマＴ３１３を開始してもよい。

10.1.2.6　通信中表示

「応答」（CONNECT）メッセージ受信時、網は、

－　（動作中ならば）、タイマＴ３０３とタイマＴ３１０を停止する

－　ＮＣＩＣＳコネクションの確立を完了する

－　着信ユーザに対し、「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージを送出する

－　発信エンティティに向け、「応答」（CONNECT）メッセージ送信手順を開始する

－　「通信中」状態に遷移する。

「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージは、ＮＣＩＣＳコネクションの確立の完了を

示す。発信エンティティが「応答」（CONNECT）メッセージを受信するまでエンド・エンドのコネク

ションの保証はない。「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ受信時、ユーザは、もし

動作中ならばタイマＴ３１３を停止し「通信中」状態に遷移する。
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「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ受信前に、タイマＴ３１３が満了した場合、

ユーザは、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を用い、１０．１．３節に従って、切断復旧を開

始する。

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの交換は、ＮＣＩＣＳコネクションが「通信中」状態に遷

移した後に、行われる。

10.1.3　コネクション切断復旧

10.1.3.1　例外状態

ＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧するには、ユーザまたは網は、「解放」（RELEASE）メッセージ

を送信し、それぞれ１０．１．３．２節または１０．１．３．３節に定義された手順に従う。この規則の

唯一の例外は、次の場合である。「呼設定」（SETUP）メッセージに対して、以前に何も応答していない

ならば、ユーザまたは網は、次のようにしてＮＣＩＣＳコネクションを拒否することができる。

－　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを返送する

－　呼番号を切断復旧する

－　「空」状態に遷移する。

10.1.3.2　ユーザにより開始される切断復旧

１０．１．３．１節と１０．１．６節で定義されている例外を別とし、切断復旧処理を開始するには、

ユーザは、

－　「解放」（RELEASE）メッセージを送信する

－　タイマＴ３０８を開始する

－　「解放要求」状態に遷移する。

「解放」（RELEASE）メッセージを受信すると、網は、

－　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信する

－　呼番号を解放する

－　「空」状態に遷移する。

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信すると、ユーザは、

－　タイマＴ３０８を停止する

－　呼番号を解放する

－　「空」状態に遷移する。

タイマＴ３０８が最初に満了した時に、ユーザは「解放」（RELEASE）メッセージを再送し、タイマ

Ｔ３０８を再度、開始する。更に、ユーザは２番目の理由表示情報要素として理由表示＃１０２“タイマ

満了による回復”を含めてもよい。タイマＴ３０８の二回目の満了時までに「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージを網から受信しない場合には、ユーザは呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。
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10.1.3.3　網により開始される切断復旧

１０．１．３．１節と１０．１．６節で定義されている例外状態を別とし、切断復旧処理を開始するに

は、網は、

－　「解放」（RELEASE）メッセージを送信する

－　タイマＴ３０８を開始する

－　「解放要求」状態に遷移する。

「解放」（RELEASE）メッセージを受信すると、ユーザは、

－　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信する

－　呼番号を解放する

－　「空」状態に遷移する。

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを受信すると、網は、

－　タイマＴ３０８を停止する

－　呼番号を解放する

－　「空」状態に遷移する。

タイマＴ３０８が最初に満了した時に、網は「解放」（RELEASE）メッセージを再送し、タイマＴ３

０８を再度、開始する。更に、網は２番目の理由表示情報要素として理由表示＃１０２“タイマ満了によ

る回復”を含めてもよい。タイマＴ３０８の二回目の満了時までに「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージをユーザから受信しない場合には、網は呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。

10.1.3.4　切断復旧の衝突

切断復旧の衝突は、両側が同じ呼番号について同時に「解放」（RELEASE）メッセージを送信した場

合に起こりうる。「解放要求」状態にあるエンティティが「解放」（RELEASE）メッセージを受信した

場合、そのエンティティは、

－　タイマＴ３０８を停止する

－　呼番号を解放する

－　（「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの送信または受信は行わず）「空」状態に遷移

する。

10.1.4　初期設定手順との相互作用

「初期設定」（RESTART）メッセージが送信または受信され、初期設定表示情報要素が以下に示すよ

うにコード化されている場合には、ユーザ及び網は全てのＮＣＩＣＳコネクションを切断復旧する。

1) “全てのインタフェース”または

2) “一つのインタフェース”であり、そのインタフェースがＤチャネルを含む

10.1.5　呼の再接続との相互作用

呼の再接続に関するＤＳＳ１メッセージを受信した場合には、１０．１．６節の手順が適用される。
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10.1.6　エラー状態の処理

ＮＣＩＣＳコネクションのエラー処理手順としては、以下の変更とともに標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．８

節に示される手順が適用される。

－“呼”は“呼またはＮＣＩＣＳコネクション”と解釈される。

－Ｂチャネルの処理に関係する動作は適用されない。

－（ＮＣＩＣＳコネクションでは定義されない）「切断」（DISCONNECT）メッセージの処理に関係す

る動作は適用されない。

－「通信中」状態にあるＮＣＩＣＳコネクションがデータリンク障害を生じた場合、そのコネクション

は、標準ＪＴ－Ｑ９３１で指定される手順の代替として、切断復旧されうる（つまり、呼番号を解放

し、「空」状態に遷移する）。

－「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージ、「呼出」（ALERTING）メッセージ、「切

断」（DISCONNECT）メッセージ、「中断」（SUSPEND）メッセージ、「中断確認」（SUSPEND

ACKNOWLEDGE）メッセージ、「中断拒否」（SUSPEND REJECT）メッセージ、「再開」

（RESUME）メッセージ、「再開確認」（RESUME ACKNOWLEDGE）メッセージ、「再開拒否」

（RESUME REJECT）メッセージ、「付加情報」（INFORMATION）メッセージ、「経過表示」

（PROGRESS）メッセージ（以上、標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている）、「保留」（HOLD）

メッセージ、「保留確認」（HOLD ACKNOWLEDGE）メッセージ、「保留拒否」（HOLD REJECT）

メッセージ、「保留解除」（ RETRIEVE ）メッセージ、「保留解除確認」（ RETRIEVE

ACKNOWLEDGE）メッセージ、「保留解除拒否」（RETRIEVE REJECT）メッセージ、「登録」

（REGISTER）メッセージ（以上、本標準で定義されている）を、ＮＣＩＣＳコネクションにおいて

「空」状態を除いた任意の状態で、受信した場合、その受信メッセージは標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．

８．４節の定義に従って、期待されない、または、認識されないメッセージとして処理する。

10.1.7　プロトコルのタイマ値

標準ＪＴ－Ｑ９３１の９章で規定されるタイマのうち、Ｔ３０３、Ｔ３０８、Ｔ３０９、Ｔ３１０、Ｔ

３１３やＴ３２２は、ＮＣＩＣＳコネクションに適用される。９章にあるその他のタイマは、ＮＣＩＣＳ

コネクションに適用されない。

10.2　呼非依存コネクション型の放送型ネットワークコンポーネント転送メカニズム

今後の検討による。
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付属資料Ａ：ユーザサービスプロファイルと端末識別

（本付属資料は本標準の一部分である）

A.1　概　要

本オプション手順により、網は複数のユーザサービスプロファイルをサポートするマルチポイントの

ユーザ・網インタフェース上の、特定の端末を識別し選択することができる。このような場合、標準ＪＴ

－Ｑ９３１の情報要素はそのような目的には不十分である。

端末又は網が、他の方法では識別できない端末に対し、そのような複数のプロファイルをサポートする

ことを望む場合、この付加的な識別手順をとる必要がある。他の場合は、オプションである。

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　用　語

（ITU-T Q.932）

サービスプロ

ファイル

  網が、あるユーザに対し提供するサービスを特徴付けるため、そのユーザに対し管

理する情報。例えば、これはフィーチャ識別子と特定の付加サービスの対応関係を含

みうる。サービスプロファイルは、アクセスインタフェースや特定のユーザ装置や

ユーザ装置のグループに割り当てられうる。

サービスプロ

ファイル識別

子

（ＳＰＩＤ）

サービスプロファイル識別子は、網がユーザサービス識別子と端末識別子の割り当

てができるように、ユーザから網に送られるサービスプロファイル識別情報要素で転

送されるパラメータ。ユーザのサービスプロファイル識別子により、網に記憶された

サービス特性から特定のプロファイルが唯一決定できる。

  サービスプロファイル識別子により、他の方法では識別不能な異なった端末（ 例

えば、同一のＩＳＤＮ番号の端末）が識別できるようになる。サービスプロファイル

識別子の値は、契約時にユーザに与えられる。

ユーザサービ

ス識別子

（ＵＳＩＤ）

  ユーザサービス識別子によりアクセスインタフェース上のサービスプロファイルが

唯一決定できる。

端末識別子

（ＴＩＤ）

  ある端末識別子の値は、与えられたユーザサービス識別子内で唯一存在する。も

し、同一インタフェース上の２つの端末が、同一のサービスプロファイルを契約して

いた場合、２つの端末は同一のユーザサービス識別子を割り当てられる。しかし、２

つの端末をそれぞれ識別するため、異なる２つの端末識別子が必要である。

終端点識別子

（ＥＩＤ）

  終端点識別子情報要素は、端末の識別に用いられる。終端点識別子パラメータは、

ユーザサービス識別子、端末識別子とそれらを解釈するための付加情報を含む。

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３２に、端末、サービスプロファイル識別子、ユーザサービス識別子、端末識

別子の関係とそれらと ＴＥＩの動的な関係の例を示す。この例では、端末１、３、４、５は終端点識別

子パラメータの自動的な割り当て手順をサポートしており、端末２はサポートしていないが、ローカルな

終端点識別子パラメータを持っている。端末６は、端末識別をサポートしておらず、そのため特別なデ

フォルトサービスプロファイルを利用する。
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注－　括弧付きの記述は、初期設定手順により動的に確立した値又は関係（Ａ．４節参照）を示す。

その他は、管理手順を経て確立され、手動登録の結果、記憶される。

本付属資料で使用される情報要素を識別できないユーザまたは網は、もしこれらの情報要素を受信した

場合は、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８節の中で規定されるエラー回復手順を適用する。
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サービスプロファイルＡ

(TEI=71〈－〉

USID=3,TID=6)

(TEI=82〈－〉

USID=3,TID=7)

サービスプロファイルＢ

(TEI=83〈－〉

USID=4,TID=11)

(TEI=84〈－〉

USID=4,TID=12)

(TEI=75〈－〉

USID=4,TID=7)

サービスプロファイルＣ

(TEI=76〈－〉

USID=126,TID=1)

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３２

（ITU-T Q.932）

端末１

SPID=JKL
(USID=3)
(TID=6)
(TEI=71)

端末２

USID=3
TID=7

(TEI=82)

端末３

SPID=MNO
(USID=4)
(TID=11)
(TEI=83)

端末４

SPID=PQR
(USID=4)
(TID=12)
(TEI=84)

端末５

SPID=PQR
(USID=4)
(TID=7)
(TEI=75)

端末６

(TEI=76)

サービスプロファイルＡ

SPID=JKL

USID=3

サービスプロファイルＢ

SPID=MNO および PQR

USID=4

サービスプロファイルＣ

USID=126

デフォルトプロファイル

SPID なし

マルチポイント

　アクセスユーザ端末装置 網

サービスプロファイル、サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ）、ユーザ

サービス識別子（ＵＳＩＤ）、端末識別子（ＴＩＤ）、ＴＥＩの関係



ＪＴ－Ｑ９３２ - 86 -

A.2　ユーザサービスプロファイル

 ユーザサービスプロファイルをサポートするには、端末からのサービス要求が特別なプロファイルと

網によって関連付けられることが必要である。ユーザサービスプロファイル識別子は、アクセス上のプロ

ファイルを識別するために用いる。サービスプロファイルは、コネクションエンドポイントサフィックス

（ＣＥＳ）からのすべてのサービス要求を、網が要求されたプロファイルと関連付けるために、データリ

ンクコネクションに割り当てられる（注参照）。サービスプロファイルをデータリンクコネクションに割

り当てることによって、プロファイル識別をサービス毎に要求するオーバヘッドが最小になる。

サービスプロファイルをデータリンクコネクションに割り付ける手順は、Ａ．４節で記述されている初

期設定手順に含まれる。

注－ＣＥＳ とＳＡＰＩで ＣＥＩ （コネクションエンドポイント識別子）を構成し、ＣＥＩは、デー

タリンクレイヤ（ＴＥＩによって表わされる）とレイヤ３の間のメッセージユニットの識別に用い

られる。

A.3　端末識別

端末識別をサポートするには、網から送出された呼が以下にアドレス指定できることが必要である。

－ユーザサービスプロファイルの全ての端末

－ユーザサービスプロファイルの１つの端末

－ユーザサービスプロファイルの１つを除くすべての端末

ユーザサービスプロファイル識別子は、アクセスインタフェース上に１端末（又は１集合）があるユー

ザサービスプロファイルを識別するために用い、端末識別子は、アクセス上のユーザサービスプロファイ

ル内の独立な端末を識別するのに用いられる。

ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子は、ユーザによって契約時端末内に設定されるか、自

動付与手順を用いて網より端末へ動的にダウンロードされる。

ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子パラメータは、網からの着呼の整合性確認のために端

末により用いられる。アクセスに唯一なるようなユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子の内容

により、端末アドレッシングのサポートのための呼毎のオーバーヘッドが最小となる。

ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子を端末へダウンロードする手順は、Ａ．４節の終端点

識別子の自動付与と初期設定手順に含まれている。網からの着呼におけるユーザサービスプロファイル識

別子と端末識別子を用いた端末識別手順は、Ａ．５節に記述する。
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A.4　初期設定

初期設定手順は、特定のデータリンクコネクション（ＴＥＩによって表わされる）上の端末からのサー

ビス要求とユーザサービスプロファイルの、網による関連付けを提供する。ユーザ要求の自動割り当て手

順は、ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子の自動割り当てと、網から端末へのそれら識別子

のダウンロードをサポートするためにも用いられる。

初期設定は、その後に用いるサービスプロファイルとデータリンクコネクションの関連付けのために用

いる基本データを提供するため、通常、初期設定をサポートするユーザ装置は、初期設定手順を要求する

ことが望ましい（例えばＴＥＩの動的な割り当て後の最初のレイヤ３メッセージで）。けれども、初期設

定要求は、いつでも許容される。データリンクコネクションは、一番最後に識別されたサービスプロファ

イルと常に関連付けられる。ある状況下では、網は端末に初期設定を勧誘しうる。

A.4.1　端末が要求した初期設定

(1)  端末は、網に終端点識別子情報要素（ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子を含む）

を「付加情報」（INFORMATION）メッセージでいつでも送信し、初期設定することができる。

これに続き、網は、メッセージが送られたデータリンクとサービスプロファイルを関連付ける。

(2)  ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子の自動割り当てをサポートしている端末にとっ

て、初期設定（すなわち、サービスプロファイルとデータリンクコネクションの関連づけ）は、

ここで記述した自動割り当て手順の一部として提供される。

ユーザは、ダミー呼番号の「付加情報」（INFORMATION）メッセージでサービスプロファイル

識別情報要素を送信し、終端点識別子の自動割り当てを起動する。サービスプロファイル識別情報

要素は、契約時に割り当てられたサービスプロファイル識別子パラメータを含む。初期設定は、

ユーザサービスプロファイル識別子と端末識別子を含む終端点識別子情報要素を有する「付加情

報」（INFORMATION）メッセージによって確認され、それらの値は網によって決定される。その

結果、メッセージを受信したデータリンクと識別されたサービスプロファイルが関連付けられる。

端末が初期設定手順が失敗したと判断したとき、網が手順をサポートできないと考え、繰り返し

初期設定を試みはしない。

A.4.2　網が勧誘した初期設定

網は、ダミー呼番号の「付加情報」（INFORMATION）メッセージでコードポイント“端末定義”の情

報要求情報要素を送ることにより、データリンクコネクションの初期設定要求を勧誘することができる。

要求を受信すると、端末はＡ．４．１(1)または(2)に記述されたように応答する。

網が初期設定手順が失敗したと判断したとき、端末が手順をサポートできないと考え、繰り返し初期設

定を試みはしない。

A.4.3　衝突

端末の初期設定と網の勧誘手順が衝突したとき、端末は網からの勧誘を無視し、網は端末からの初期設

定要求を正常に受信したように手順を進める。
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A.5　識別手順

網が端末アドレッシングを用いて着信をするとき、「呼設定」（SETUP）メッセージに終端点識別子情

報要素が含まれる。

端末が終端点識別子情報要素を含む「呼設定」（SETUP）メッセージを受信した場合

－もし手順をサポートしていなければ、標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．８．７節に従って終端点識別子情報

要素を処理し、さらに通常の通信可能性確認手順を完了する。

－さらに手順をサポートしている場合、通常の通信可能性確認手順に加えて、終端点識別子情報要素を

用いたアドレスの整合性確認をする。
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付属資料Ｂ：保留／保留解除機能のＳＤＬ記述

（本付属資料は本標準の一部分である）

B.1　概　要

ＴＴＣ注－ＳＤＬ記述の入出力側の方向性に関してＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。

本付属資料は、本標準の６．２節で定義される手順に基づいた保留および保留解除機能のＳＤＬ記述を

付図Ｂ－１からＢ－５に示す。６．４節で示しているチャネルリザーブ機能を伴う保留および保留解除機

能の相互作用については、本ＳＤＬでは表現していない。
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空

保留機能拒否

保留機能

　　 要求

保留(HOLD)

呼状態判定

注

呼状態は６．２．２節で規定
されている状態であること

No Yes

タイマ開始

（Ｔ－ｈｌｄ）
空

保留要求

注

正常状態

注－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティから／へ送受信さ

れる。

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　保留機能起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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保留機能拒否

保留拒否

（HOLD REJECT）

タイマ停止

（Ｔ－ｈｌｄ）

空

保留要求

注 1

保留確認
（HOLD ACK-
NOWLEDGE）

Ｔ－ＨＯＬＤ
Ｕ０／Ｎ０呼状態

信号

注 2 タイマ停止

(T-hld)
タイマ停止

（Ｔ－ｈｌｄ）

放棄通知

空

Ｂﾁｬﾈﾙ切断

保留機能確認

保留
タイマ停止

（Ｔ－ｈｌｄ）

保留(HOLD)

注 1

付図  Ｂ－４参照Ａ

注１－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティから／へ送受信

される。

注２－この信号は、Ｔ－ｈｌｄ満了結果として受信する。

ＴＴＣ注－Ｕ０／Ｎ０呼状態信号は空状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移させる基本呼信号により生成される。

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２） 保留機能起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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保留

保留解除

機能拒否

保留解除

機能要求

保留解除

(RETRIEVE)

呼状態判定 注２

No Yes

タイマ開始

（Ｔ－ｒｅｔ）
保留

保留解除要求

注３

放棄通知

注１

注３

空正常状態

Ｕ０／Ｎ０呼状態

信号

注１－この信号は空状態（Ｕ０／Ｎ０）に遷移させる基本呼信号により生成される。

注２－呼状態は６．２．３．１節で規定されている状態であること。

注３－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティから／へ送受信

される。

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　保留解除機能起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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Yes

保留解除

拒否

保留解除拒否
(RETRIEVE

REJECT)

タイマ停止

(T-ret)

保留

保留解除要求

保留解除確認
(RETRIEVE

 ACKNOWLEDGE)
T-RETRIEVE

Ｕ０／Ｎ０呼状態

信号
注 2

タイマ停止

(T-ret)
タイマ停止

(T-ret)

放棄通知

空

ﾁｬﾈﾙ選択完了

保留解除

機能確認

空

タイマ停止

(T-ret)

注 1

保留解除

(RETRIEVE)

Ｂﾁｬﾈﾙ接続 保留解除要求

B
注 1

No
網側

付図Ｂ－５参照

注１－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティから送信される。

注２－この信号は、Ｔ－ｒｅｔ満了結果として受信する。

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２）　保留解除機能起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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T322 動作中

状態問合
(STATUS

　　　ENQUIRY)

任意の補助状態

タイマ開始

(T322)

 注

現状態維持

期待されない

　　メッセージ

状態表示

(STATUS)

No

Yes

注－期待されないメッセージは、特定の状態で表示されないメッセージ、保留／保留解除系列のメッセー

ジに属さない任意のメッセージを意味する。

基本呼に関する手順（例えばＴ３２２満了）は省略されている。

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ９３２　期待されないメッセージに対する保留および保留解除機能

（ITU-T Q.932）
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空

保留機能通知
保留拒否

(HOLD REJECT)
(理由表示#101)

保留

(HOLD)

呼状態判定 注１

Ａ

注２

成功失敗

空 保留表示

注１－呼状態は６．２．２．１節で規定される状態であること。

注２－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティへ送信される。

注３－保留メッセージの衝突の場合、このプリミティブは付図Ｂ－４（２／２）の保留機能確認プリミ

ティブと結び付けられる。

付図Ｂ－４／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　保留機能被起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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保留拒否

(HOLD REJECT)
放棄通知

Ｕ０／Ｎ０

呼状態信号

注１

注３

保留表示

保留機能

　　 拒否
注１注２

保留機能

　　 確認

Ｂﾁｬﾈﾙ切断

空
保留確認

　 (HOLD
　　ACKNOWLEDGE)

注１

保留

空

注１－この信号は保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティへ／から送受信

される。

注２－Ｕ０／Ｎ０呼状態信号は空状態（Ｕ０／Ｎ０）へ遷移させる基本呼信号により生成される。

注３－理由表示値は個々の付加サービスで規定される。

付図Ｂ－４／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２）　保留機能被起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）



- 97 - ＪＴ－Ｑ９３２

保留解除拒否
(RETRIEVE REJECT)

(理由表示#101)

放棄通知

保留解除

(RETRIEVE)

呼状態判定

Ｂ
注１

失敗

失敗

成功

成功

保留

Ｕ０／Ｎ０

呼状態信号

注４ 注２

チャネル選択

保留解除

機能要求

空

保留解除表示 保留

注３

注４

注１－Ｕ０／Ｎ０呼状態信号は空状態（Ｕ０／Ｎ０）へ遷移させる基本呼信号により生成される。

注２－呼状態は６．２．３．１節で規定される状態であること。

注３－保留解除メッセージの衝突の場合、このプリミティブは付図Ｂ－５（２／２）の保留解除機能確認

プリミティブと結び付けられる。

注４－この信号は、保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティへ送信される。

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　保留解除機能被起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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放棄通知

Ｕ０／Ｎ０

呼状態信号

保留解除表示

注２ 注１
保留解除

機能確認

選択Ｂﾁｬﾈﾙ

　　接続

空
保留解除確認

　(RETRIEVE
　　ACKNOWLEDGE)

注２

空

注１－Ｕ０／Ｎ０呼状態信号は空状態（Ｕ０／Ｎ０）へ遷移させる基本呼信号により生成される。

注２－この信号は、保留／保留解除機能を使用する適切な個々の付加サービスエンティティへ／から、送

受信される。

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２）　保留解除機能被起動側エンティティ

（ITU-T Q.932）
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付属資料Ｃ：アドレス種別の定義

（標準ＪＴ－Ｑ９３２に対する）

以下のアドレス定義は、標準ＪＴ－Ｑ９５Ｘシリーズにインポートされる。

Addressing-Date-Elements {ccitt recommendation q932 addressing-data-elements(7) }

DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::=

BEGIN

EXPORTS PresentedAddressScreened,

PresentedAddressUnscreened,

PresentedNumberScreened,PresentedNumberUnscreened,

Address,PartyNumber,PartySubaddress,

ScreeningIndicator,PresentationAllowedIndicator;

PresentedAddressScreened　　　　::=CHOICE {

presentationAllowedAddress[0]IMPLICIT AddressScreened,

--表示許可アドレス

PresentationRestricted[1]IMPLICIT NULL,

--表示制限

numberNotAvailableDueToInterworking[2]IMPLICIT NULL,

--インタワーキングのため利用できない番号

presentationRestrictedAddress[3]IMPLICIT AddressScreened}

--表示制限アドレス

PresentedAddressUnscreened　　　　::=CHOICE {

presentationAllowedAddress[0]IMPLICIT Adress,

--表示許可アドレス

presentationRestricted[1]IMPLICIT NULL,

--表示制限

numberNotAvailableDueToInterworking[2]IMPLICIT NULL,

--インタワーキングのため利用できない番号

presentationRestrictedNumber[3]IMPLICIT NumberScreened}

--表示制限アドレス

PresentedNumberScreened　　　　::=CHOICE {

presentationAllowedNumber[0]IMPLICIT NumberScreened,

--表示許可番号

presentationRestricted[1]IMPLICIT NULL,

--表示制限

numberNotAvailableDueToInterworking[2]IMPLICIT NULL,

--インタワーキングのため利用できない番号

presentationRestrictedNumber[3]IMPLICIT NumberScreened}

--表示制限番号
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PresentedNumberUnscreened　　　　::=CHOICE {

presentationAllowedNumber[0]PartyNumber,

--表示許可番号

presentationRestricted[1]IMPLICIT NULL,

--表示制限

numberNotAvailableDueTolnterworking[2]IMPLICIT NULL,

--インタワーキングのため利用できない番号

presentationRestrictedNumber[3]PartyNumber}

--表示制限番号

AddressScreened ::=SEQUENCE {

PartyNumber,

ScreeningIndicator,

PartySubaddress OPTIONAL}

NumberScreened ::=SEQUENCE {

PartyNumber,

ScreeningIndicator}

Address ::=SEQUENCE {

PartyNumber,

PartySubaddress OPTIONAL}

PartyNumber ::=CHOICE{  

unknownParyNumber[0]IMPLICIT NumberDigits,

--不定加入者番号

--番号計画は、網のデフォルトの番号計画。

--この値を使用することを推奨する。

publicPartyNumber[1]IMPLICIT PublicPartyNumber,

--公衆網加入者番号。

--番号計画は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に従う。

dataPartyNumber[3]IMPLICIT NumberDigits,

--データ網加入者番号。

--未使用、値は予約済み。

telexPartyNumber[4] IMPLICIT NumberDigits,

--テレックス網加入者番号。

--未使用、値は予約済み。

privatePartyNumber[5]IMPLICIT PrivatePartyNumber,

--私設網加入者番号。

nationalStandardPartyNumber[8]IMPLICIT NumberDigits}

--国内標準加入者番号。

--未使用、値は予約済み。
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PublicPartyNumber ::=SEQUENCE {

publicTypeOFNumber PublicTypeOFNumber,

publicNumberDigits NumberDigits }

PrivatePartyNumber :: =SEQUENCE {

privateTypeOFNumber PrivateTypeOFNumber,

privateTypeNumberDigits NumberDigits}

NumberDigits :: =NumericString (SIZE (1.20)））））

--数字列

PublicTypeOFNumber ::=ENUMERATED {

unknown(0),

--不定。使用する場合、番号ディジットは国内標準に従い

--番号種別を表すプレフィックスを含める。

internationalNumber(1),

--国際番号

nationalNumber(2),

--国際番号

networkSpecificNumber(3),

--網特有番号。未使用、値は予約済み。

subscriberNumber(4),

--市内番号

abbreviatedNumber(6)}

--短縮番号。出アクセスにおける着番号に対してのみ有効。

--網は適切な番号に置き換える。

PrivateTypeOFNumber::=ENUMERATED {

unknown(0),

--不定。

level2RegionalNumber(1),

--レベル２リージョナル番号

level1RegionalNumber(2),

--レベル１リージョナル番号

pISNSpecificNumber(3),

--私設網特有番号

localNumber(4),

--ローカル番号

abbreviatedNumber(6)}

--短縮番号

PartySubaddress ::=CHOICE
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UserSpecifiedSubaddress,

--ユーザ特有サブアドレス

--推奨しない。

NSAPSubaddress}

--ＮＳＡＰサブアドレス。

--ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３に従う。

UserSpecifiedSubaddress ::=SEQUENCE {

SubaddressInformation,

oddCountIndicator BOOLEAN OPTIONAL}

--サブアドレスのコーディングがＢＣＤの場合使用する。

NSAPSubaddress ::=OCTET STRING(SIZE(1.20))

--

--

--

オクテットストリング。

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３によって規定される。ある網は、他の長さにサブア

ドレス値を制限するかもしれない。（例えば４オクテット）

SubaddressInformation ::=OCTET STRING(SIZE(1.20))

--

--

--

オクテットストリング。

ユーザの要求条件によってコーディングされる。ある網は、他の長さにサブア

ドレス値を制限するかもしれない。（例えば４オクテット）

ScreeningIndicator ::=ENUMERATED {

userProvidedNotScreened(0),

--

--

--

ユーザ記入、網検証なし。

番号はリモートユーザの端末装置によって提供され、ローカル公衆網あるいは

ローカル私設網によって検証している。

userProvidedVerifiedAndPassed(1),

--

--

--

ユーザ記入、網検証成功。

番号はリモートユーザの端末装置（またはリモート私設網によって提供され、

ローカル公衆網あるいはローカル私設網によって検証している。

useProvidedVerifiedAndFailed(2),

--ユーザ記入、網検証失敗。

--未使用、値は予約済み。

networkProvided(3)}

--網記入。

--番号は、ローカル公衆網またはローカル私設網によって提供される。

PresentationAllowedIndicator　　　　::=BOOLEAN

END--アドレスデータ要素の終了
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付属資料Ｄ：仮想私設網のための拡張

（本付属資料は本標準の一部分である）

D.1　概要

本付属資料に定義されている機能のサポートは網とユーザのオプションであり、網とユーザ間の両方の

合意に基づいて使用される。

本付属資料で定義されている汎用ファンクショナルプロトコルを拡張することで仮想私設網（ＶＰＮ）

上での付加サービス制御の信号情報の交換手段を得ることができる。それ自身では付加サービスを制御せ

ず、むしろ特定の付加サービス制御エンティティに汎用サービスを提供する。

標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｍは、ＶＰＮ環境で呼をサポートするための基本呼制御に対する拡張を

提供する。関連する用語や定義も含め、ＶＰＮについての付加的な背景情報に関しては標準ＪＴ－Ｑ９３

１ 付属資料Ｍを参照のこと。

本付属資料は本標準の本文に対する追加仕様のみを含んでいる。

本付属資料の内容はポイント－ポイントアクセス構成のみに適用される。

注１－私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）付加サービスを制御するのに用いられるシグナリング情報交換は、

Ｔ参照点において公衆網サービスにアクセスするのに使用されるシグナリング情報交換とは区別さ

れる。公衆網環境で適用可能な汎用ファンクショナルプロトコルは、本標準の本文の要求条件に

従ってサポートされる。特にＶＰＮ環境で適用可能な汎用ファンクショナルプロトコルは本付属資

料に従ってサポートされる。両環境は同一アクセス内で共存できるように要求条件が定義されてお

り、それは典型的な実装方法である。本付属資料が実装されるときに、同一アクセスにおいてＴ参

照点に関するシグナリング情報交換も実装されなければならないという要求条件はない。両方の環

境が実装されている場合には、アクセス資源は両方の環境で共通である。

注２－サービス提供者は仮想私設網（ＶＰＮ）環境で、公衆網に適用できる付加サービスをサポートする

ことができる。この場合、仮想私設網（ＶＰＮ）環境の呼に対する個々の公衆網付加サービスの適

用可能性は本標準の適用範囲外である。
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D.1.1　略号リスト（付属資料Ｄで使用した）

ＣＴＮ Corporate Telecommunications Network  企業内通信網

ＧＦＴ Generic Functional Transport  汎用ファンクショナルトランスポート

ＮＣＩＣＳ Networked Call Independent Connection oriented Signalling  ネットワークの呼非依存コネク

ション型シグナリング

ＮＦＥ Network Facilities Extension  ネットワークファシリティ拡張子

ＮＰＰ Network Protocol Profile  ネットワークプロトコルプロファイル

ＰＩＮＸ Private Integrated services Network Exchange  私設総合サービス網交換機

ＰＩＳＮ Private Integrated Services Network  私設総合サービス網

ＰＳＳ１ Private Signalling System No1.  私設信号方式Ｎｏ．１

ＶＰＮ Virtual Private Network  仮想私設網

D.1.2　参考文献

ＪＳ－１１５８２：私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機能手順）－ＰＢＸ間プロトコル

仕様

D.2　付加的なメッセージと内容

D.2.1　「呼設定」（SETUP）メッセージ

中継カウンタ情報要素は、ユーザから網、および網からユーザの両方向に使用するため、「呼設定」

（SETUP）メッセージに含まれうる。

ＶＰＮ識別子情報要素を含めることは、ユーザから網、および網からユーザの両方向において必須であ

る。

着番号情報要素は、ＶＰＮ環境でＮＣＩＣＳ「呼設定」（SETUP）メッセージに対して必須である。

D.3　付加的な情報要素とコーディング

D.3.1　着番号（Called party number）

付属資料Ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１のＭ．５．１節に規定される着番号情報要素への拡張は、ＶＰＮ環境でＮ

ＣＩＣＳコネクションに適用される。

D.3.2　発番号（Calling party number）

付属資料Ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１のＭ．５．２節に規定される発番号情報要素への拡張は、ＶＰＮ環境でＮ

ＣＩＣＳコネクションに適用される。
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D.3.3　接続先番号（Connected number）

付属資料Ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１のＭ．５．３節に規定される接続先番号情報要素への拡張は、ＶＰＮ環境

でＮＣＩＣＳコネクションへ適用される。

D.3.4　中継カウンタ（Transit counter）

付属資料Ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１のＭ．５．６節に規定される中継カウンタ情報要素は、ＶＰＮ環境でＮＣ

ＩＣＳコネクションへ適用される。

D.3.5　ＶＰＮ識別子（VPN indicator）

付属資料Ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１のＭ．５．７節に規定されるＶＰＮ識別子情報要素は、ＶＰＮ環境でＮＣ

ＩＣＳコネクションへ適用される。

D.3.6　ファシリティ（Facility）

本標準の８．２．３節のファシリティ情報要素のコーディングが適用される。以下の節は、ＶＰＮ環境

での使用を定義している。

D.3.6.1　プロトコルプロファイル（Protocol profile）

ＶＰＮのために、ファシリティ情報要素のプロトコルプロファイルフィールド（オクテット３）は、

「ネットワーク拡張」（８．２．３節参照）にコーディングされ、私設網特定付加サービスを動作させる

ときに使用される。

D.3.6.2　ネットワーク拡張プロトコルデータユニット（Networking extension protocol data unit）

本節では、「ネットワーク拡張」のプロトコルプロファイルに対してＰＤＵ内容を定義する。

D.3.6.2.1　ネットワークファシリティ拡張子コンポーネント（Network facility extension component）

ＮＦＥは標準ＪＳ－１１５８２第１版で定義されている。ＮＦＥの抜粋（付図Ｄ－１／ＪＴ－Ｑ９３２

参照）は、参考のため以下に与えられる。標準ＪＳ－１１５８２で定義されているＮＦＥとの相違点は、

すべて標準ＪＳ－１１５８２にあわせて決定する。
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Network-Facility-Extension

{iso (1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582) network-facility-extension(2)}

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS NetworkFacilityExtension;

IMPORTS PartyNumber FROM Addressing-Data-Data elements

{ iso (1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582)

addressing-data-data elements(9)};

NetworkFacilityExtension ::= [10] IMPLICIT SEQUENCE

{ sourceEntity [0] IMPLICIT EntityType,

sourceEntityAddress [1] AddressInformation OPTIONAL,

destinationEntity [2] IMPLICIT EntityType,

destinationEntityAddress [3] AddressInformation OPTIONAL}

EntityType ::= ENUMERATED

{ endPINX(0),

 anyTypeOfPINX(1)}

AddressInformation ::= PartyNumber

END --ネットワークファシリティ拡張子の終了

付図Ｄ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　ＮＦＥコンポーネントのＡＳＮ．１定義

（ITU-T Q.932）

D.3.6.2.2　ネットワークプロトコルプロファイルコンポーネント（Network protocol profile component）

ネットワークプロトコルプロファイル（ＮＰＰ）コンポーネントにより、発信者はファシリティ情報要

素にて送受するプロトコルを指定することができる。ＮＰＰコンポーネントは、プロトコルプロファイル

が「ネットワーク拡張」とコーディングされているときに、オプションで含まれ得る。「ＲＯＳＥ」を表

示する為には、ＮＰＰコンポーネントを含まない。もし、ＮＰＰコンポーネントが含まれていなければ、

受信者は「ＲＯＳＥ」と認識する。

サービスコンポーネントフィールドの解釈法は、ＮＰＰコンポーネントのコーディングに依存する。も

し、受信エンティティが表示されたＮＰＰコーディングを認識しないか提供していなければ、受信側エン

ティティはファシリティ情報要素そのものを破棄する。

ＮＰＰは、標準ＪＳ－１１５８２第１版において定義されている。ＮＰＰの抜粋（付図Ｄ－２／ＪＴ－

Ｑ９３２参照）は、参考のため以下に与えられる。標準ＪＳ－１１５８２で定義されているＮＰＰとの相
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違点は、すべて標準ＪＳ－１１５８２にあわせて決定する。

Network-Protocol-Profile-component
{iso(1)standard(0)pss1-generic-procedures(11582)network-protocol-profile-component(8)}

DEFINITIONS ::=
BEGIN
EXPORTS NetworkProtocolProfile;

NetworkProtocolProfile::= [18]IMPLICIT INTEGER
{acse(19),
 dse(32)

}(0..254)

END --ネットワークプロトコルプロファイルコンポーネントの終了

付図Ｄ－２／ＪＴ－Ｑ９３２　ネットワークプロトコルプロファイルコンポーネントのＡＳＮ．１定義

（ITU-T Q.932）

D.3.6.2.3　インタプリテーションコンポーネント（Interpretation component）

インタプリテーションコンポーネントにより、発信者は、受信側がインボークコンポーネントのオペ

レーション値が分からないときに、受信側エンティティに対するオプション動作指示を含めることができ

る（付図Ｄ－３／ＪＴ－Ｑ９３２参照）。

ファシリティ情報要素のプロトコルプロファイルフィールドが「ネットワーク拡張」とコーディングさ

れているときに、網もしくはユーザは、インタプリテーションコンポーネントを送信し得る。網がファシ

リティ情報要素にこのコンポーネントを含む条件は、個々のＩＳＤＮ付加サービスで規定する。

プロトコルプロファイルフィールドが「ネットワーク拡張」とコーディングされたファシリティ情報を、

網もしくはユーザが受信したとき、受信エンティティがファシリティ情報要素にて送受されるＲＯＳＥイ

ンボークコンポーネントの一つと認識しなければ、受信エンティティは以下のようにインタプリテーショ

ンコンポーネントを受入れ、それに基づき動作する。

１）　もし、インタプリテーションコンポーネントが、“discardAnyUnrecognizedInvokeComponent ”と

コーディングされているならば、受信エンティティは、ファシリティ情報要素に含まれる、いかなる

認識されないインボークコンポーネントをも破棄する。受信エンティティは、他のＴＴＣ標準または

ＩＴＵ－Ｔ勧告で定義された特定の付加サービス手順に従って、すべての認識されるコンポーネント

を処理する。

２）　もし、インタプリテーションコンポーネントが、“clearCallIfAnyInvokeComponentNotRecognized ”

とコーディングされているならば、受信エンティティは、ファシリティ情報要素の中に少なくとも一

つの認識されないインボークコンポーネントがあると、その呼を切断復旧し、インボークプロブレム

値を認識されないオペレーションとしたリジェクトコンポーネントを返送する。



ＪＴ－Ｑ９３２ - 108 -

３）　もし、インタプリテーションコンポーネントが、“rejectAnyUnrecognizedInvokeComponent ”とコー

ディングされているならば、受信エンティティは、ファシリティ情報要素中のいかなる認識されない

インボークコンポーネントをも破棄する。さらに、認識されない個々のインボークコンポーネントに

ついて、受信エンティティは送信エンティティにリジェクトコンポーネントを送信する。受信エン

ティティは、他のＴＴＣ標準またはＩＴＵ－Ｔ勧告で定義された特定の付加サービス手順に従って、

すべての認識されるコンポーネントを処理する。

インタプリテーションコンポーネントは、標準ＪＳ－１１５８２において定義されている。インタプリ

テーションコンポーネントの抜粋（付図Ｄ－３／ＪＴ－Ｑ９３２参照）は、参考のため以下に与えられる。

標準ＪＳ－１１５８２で定義されているインタプリテーションコンポーネントとの相違点は、すべて標準

ＪＳ－１１５８２にあわせて決定する。

Interpretation-component
{iso(1)standard(0)pss1-generic-procedures(11582)interpretation-component(3)}

DEFINITIONS ::=
BEGIN
EXPORTS InterpretationComponent;

InterpretationComponent::= [11]IMPLICIT ENUMERATED
{discardAnyUnrecognizedInvokePdu (0),
 clearCallIfAnyInvokePduNotRecognized(1),
 rejectAnyUnrecognizedInvokePdu(2)
--このコーディングはインタプリテーションコンポーネントが

--存在しないことで暗に示されている

}

END --インタプリテーションコンポーネントの終了

付図Ｄ－３／ＪＴ－Ｑ９３２　インタプリテーションコンポーネントのＡＳＮ．１定義

（ITU-T Q.932）

D.4　共通情報要素を用いる付加サービス制御のための付加手順

D.4.1　概要

D.4.1.1　序論

共通情報要素を用いる場合、オペレーションと転送メカニズムのために必要な手順により補足されたア

プリケーション依存の要素としてコンポーネントを伝送することで、ファシリティ情報要素は付加サービ

ス制御のための情報転送に使用される。オペレーションと転送メカニズムは、コネクションに対応づけら

れたり、コネクションと無関係に使用される。

共通情報要素は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９、Ｘ．２２９で規定されるリモートオペレーションとして

モデル化される。このモデルによると、一つのエンティティが特定のオペレーションが実行されることを

要求すると、応答エンティティがオペレーションを実行し、起動エンティティに応答する。それゆえに、

共通情報要素のオペレーションは、要求／応答の相互作用のように考えられ、アプリケーション機能に

よってサポートされ、またアプリケーションアソシエーション環境で実行される。
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エラーは、オペレーションの不成功結果の通知に使用される。それぞれのオペレーションについて、要

求ならば、適切なエラーが表示される必要がある。

D.4.1.2　手順の範囲

共通情報要素は２つの信号エンティティの間でリソースの同期が必要でない付加サービスだけに適用さ

れる。しかしながら、ユーザの装置はさまざまな状態での付加サービス手順のオペレーション能力を要求

される。

D.4.1.3　公衆網環境とＶＰＮ環境の区別

公衆網環境またはＶＰＮ環境が適用されるかどうか識別するために表示が必要である。

もし、エンティティがＶＰＮ環境で呼番号確立のメッセージを送った場合には、このメッセージにＶＰ

Ｎ識別子情報要素が含まれる。網のオプションとして、網特有のファシリティ情報要素はＶＰＮ識別子情

報要素の代わりに使用されうる。（ＪＴ－Ｑ９３１／付録Ⅳ参照）

もし、エンティティがＶＰＮ識別子情報要素を含んでいない呼番号確立メッセージを受信した場合には、

この呼番号を使用する全てのメッセージについて、公衆網環境での信号手順が適用される。

もし、エンティティがＶＰＮ識別子情報要素を含んでいる呼番号確立メッセージを受信した場合には、

この呼番号を使用する全てのメッセージについて、ＶＰＮ環境での信号手順が適用される。

もし、エンティティがＶＰＮ識別子情報要素を含んでいないダミー呼番号を伴った「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを受信した場合には、このメッセージについて公衆網環境での信号手順が適用

される。

もし、エンティティがＶＰＮ識別子情報要素を含んでいるダミー呼番号を伴った「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを受信した場合には、このメッセージについてＶＰＮ環境での信号手順が適用

される。

注－本標準は、ＶＰＮ環境でダミー呼番号を伴った「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの使用

については、規定していない。ＶＰＮ環境でダミー呼番号を含んだ「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージの受信はエラーとなり、エラー処理手順が適用される。

D.4.2　公衆網環境において適用可能な手順

ＶＰＮ環境（Ｄ．４．１参照）において呼と認識されない呼については、本標準の６．３節を適用する。

ＶＰＮ環境においてＮＣＩＣＳコネクションと認識されないＮＣＩＣＳコネクションについては、本標

準の１０章を適用する。

ＶＰＮ環境においてコネクションレス信号と認識されないコネクションレス信号については、本標準の

６．３節を適用する。
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D.4.3　ＶＰＮ環境において適用可能な手順

D.4.3.1　ベアラ関連転送メカニズム

D.4.3.1.1　プロトコル制御に対する要求条件

本節では、呼設定と呼切断復旧のためのメッセージを用いたコンポーネントの転送について定義する。

基本呼制御手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章と付属資料Ｍに記述されている。これらの手順は、運ばれ

るコンポーネントに影響されない。ベアラに関連した転送手順とオペレーションは、標準ＪＴ－Ｑ９３１

により規定されたベアラコネクションの手順と転送機能に従う。「呼設定」（SETUP）メッセージは、Ｖ

ＰＮ識別子情報要素を含む。

ベアラに関連したコンポーネントの転送のために、ベアラコネクションの呼状態（もしくはまさに移ろ

うとしている状態）は、「空き」状態（Ｕ０，Ｎ０）以外の他の状態でなければならない。転送に関して、

標準ＪＴ－Ｑ９３１の３．１節で定義されているあらゆる呼制御メッセージは、この標準の８．２．３節

の制約条件に従うファシリティ情報要素でコンポーネントを運ぶために使われうる。これらのメッセージ

は、ベアラコネクションの呼番号を用いる。

注－呼設定要求がアドレスされたＰＩＮＸに到達しない場合、ファシリティメッセージに含まれるコン

ポーネントは想定した目的地へ届かないかもしれない。あるエンティティが情報を蓄積することに

よってこれを避けるという要求条件は存在しない。

呼番号値の一般原則、フォーマット、及びコーディングについては、標準ＪＴ－Ｑ９３１の４．３節が

適用される。

呼番号は、コネクションの同一の信号トランザクションに属するメッセージを相互に関連づける手段を

提供する。付加サービスが二つ以上のコネクションに影響を与える時、それぞれのコネクションを個々に

識別するため、異なる呼番号が使われる。これは、それぞれのコネクションを別々に管理するための異な

るメッセージを使用することを意味している。

標準ＪＴ－Ｑ９３１呼番号により提供される暗黙の呼制御関係は、コネクションが解放された時に、常

に解放される。

理由表示情報要素は、ファシリティ情報要素のコンポーネントを除いた部分（オクテット１－３）の標

準ＪＴ－Ｑ９３１エラーを通知するためだけに使用される。ＪＴ－Ｑ９３１プロトコルエラーがなければ、

理由表示情報要素は理由表示＃３１“その他の正常クラス”を通知する。ファシリティ情報要素のコン

ポーネント部（オクテット４など）のプロトコルエラーについては、Ｄ．４．３．１．２節及びＤ．４．

１節を参照。
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D.4.3.1.2　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌ要求

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端するノードエンティティについては、標準ＪＳ－１１５８２

の７．１．２節が適用される。

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端しないノードエンティティについては、ネットワークファシ

リティ拡張子（ＮＦＥ）の destinationEntity 要素の内容に関係なく、ファシリティ情報要素を次のエン

ティティに転送する。ノードエンティティのこのタイプの例として、リレーノードや、一部機能を減じた

中継ＰＩＮＸが含まれる。

D.4.3.2　ベアラと関連しないコネクション型転送メカニズム

D.4.3.2.1　プロトコル制御に対する要求条件

この節で記述される修正と追加とともに１０章を適用する。

D.4.3.2.1.1　物理ＰＩＮＸからのＮＣＩＣＳコネクションの設定

D.4.3.2.1.1.1　ＮＣＩＣＳコネクション要求

発側インタフェースに接続される物理ＰＩＮＸはＶＰＮ識別子情報要素を「呼設定」（SETUP）メッ

セージに含める。

ＶＰＮ識別子情報要素がＣＮ識別子を含んでおらず、アクセスにおいてＣＮ識別子がデフォルト値とし

て登録されている場合、デフォルトＣＮ識別子が使用される。ＣＮ識別子に関するより詳細な情報は付属

資料Ｍ／標準ＪＴ－Ｑ９３１に記述される。

ＶＰＮ識別子情報要素がＣＮ識別子を含んでおらず、アクセスにおいてＣＮ識別子がデフォルト値とし

て登録されていない場合、ＮＣＩＣＳコネクションは理由表示値＃５０“要求ファシリティ未契約”を用

いて拒否される。

ＶＰＮ識別子情報要素がアクセスとは関連のないＣＮ表示値および／またはＣＮ識別子を含んでいる場

合、ＮＣＩＣＳコネクションは理由表示値＃５０“要求ファシリティ未契約”を用いて拒否される。

発側インタフェースに接続される物理ＰＩＮＸは「呼設定」（SETUP）メッセージに着番号情報要素を

含める。

発側インタフェースに接続される物理ＰＩＮＸから発番号情報要素を受信した場合、発番号情報要素は

下記の通り取り扱われる。

－中継ＰＩＮＸは付加サービス契約情報に関わらず、後位ＰＩＮＸへ情報要素を転送する。

－リレーノードは付加サービス契約情報を考慮することなく、後位ＰＩＮＸへ情報要素を転送する。

発側インタフェースに接続される物理ＰＩＮＸは中継カウンタ情報要素を「呼設定」（SETUP）メッ

セージに含みうる。公衆網における中継カウンタ情報要素の取り扱いはこの標準の対象外ではあるが、中

継カウンタ情報要素は下記の通り転送される。

－中継ＰＩＮＸは情報要素を後位ＰＩＮＸへ転送する。

－リレーノードは情報要素を後位ＰＩＮＸへ転送する。
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D.4.3.2.1.1.2　ＮＣＩＣＳコネクション確認

公衆網は下記の場合、「応答」（CONNECT）メッセージに接続先番号情報要素を含める。

－後位ＰＩＮＸから受信した場合、中継ＰＩＮＸは付加サービス契約情報に関わらず、発側インタ

フェースに接続される物理ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。

－後位ＰＩＮＸから受信した場合、リレーノードは付加サービス契約情報に関わらず、発側インタ

フェースに接続される物理ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。

－着側ＰＩＮＸは可能な付加サービス契約情報に関わらず物理ＰＩＮＸに接続先番号情報要素を提供

する。

D.4.3.2.1.2　物理ＰＩＮＸへのＮＣＩＣＳコネクション確立

D.4.3.2.1.2.1　着側ＮＣＩＣＳコネクション

ＶＰＮ環境としてＮＣＩＣＳコネクションが使用される場合、公衆網は「呼設定」（SETUP）メッセー

ジにＶＰＮ識別子情報要素を含める。

発側ＰＩＮＸ機能はＮＣＩＣＳコネクションをＶＰＮ環境のＮＣＩＣＳコネクションと明示する。

公衆網は下記の場合、「呼設定」（SETUP）メッセージに発番号情報要素を含める。

－前位ＰＩＮＸから受信した場合、中継ＰＩＮＸは付加サービス契約情報に関わらず、着側インタ

フェースに接続される物理ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。

－前位ＰＩＮＸから受信した場合、リレーノードは付加サービス契約情報に関わらず、着側インタ

フェースに接続される物理ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。

－発側ＰＩＮＸは可能な付加サービス契約情報に関わらず物理ＰＩＮＸに発番号情報要素を提供する。

前位ＰＩＮＸから中継カウンタ情報要素を受信した場合、公衆網は中継カウンタ情報要素を「呼設定」

（SETUP）メッセージに含める。

D.4.3.2.1.2.2　ＮＣＩＣＳコネクション確認

着側インタフェースに接続された物理ＰＩＮＸは接続先番号情報要素を「応答」（CONNECT）メッ

セージに含めうる。

接続先番号情報要素を着側インタフェースに接続された物理ＰＩＮＸから「応答」（CONNECT）メッ

セージで受信した場合、接続先番号情報要素は公衆網によって下記の通り、転送される。

－中継ＰＩＮＸは付加サービス契約情報に関わらず、前位ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。

－リレーノードは付加サービス契約情報に関わらず、前位ＰＩＮＸに対して情報要素を転送する。
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D.4.3.2.2　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに対する要求条件

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端するノードエンティティについては、標準ＪＳ－１１５８２

の７．３．３節が適用される。

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端しないノードエンティティについては、ネットワークファシ

リティ拡張子（ＮＦＥ）の destinationEntity 要素の内容に関係なく、ファシリティ情報要素を次のエン

ティティに転送する。ノードエンティティのこのタイプの例として、リレーノードや、一部機能を減じた

中継ＰＩＮＸが含まれる。

D.4.3.3　ベアラと関連しないコネクションレス型転送メカニズム

ＶＰＮ環境ではベアラと関連しないコネクションレス型転送メカニズムはサポートされないので、エ

ラー処理手順が適用される。

注－従って、ＶＰＮ環境で受信した、ダミー呼番号を伴った「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

は破棄される。

D.5　一般的な通知手順

D.5.1　通知のカテゴリ

標準ＪＳ－１１５８２の７．４．１節が適用される。

D.5.2　非標準通知

企業内通信網（ＣＴＮ）では、非標準付加サービスの一部や標準付加サービスへの追加として、非標準

通知が生じることがある。そのような場合、非標準通知は、標準化された通知（９章、Ｄ．５．３節、Ｄ．

５．４節参照）のルールに従って、コード化され、ＶＰＮの中を転送される。非標準通知は、通知識別子

情報要素（８．２．８節参照）のオクテット 4 の NotificationDataStructure 型を使用する。

NotificationDataStructure 型の要素は、OBJECT IDENTIFIER 型の notificationTypeID 要素を含む。標準化され

た通知を伴った追加情報は、notificationArgument 要素に含まれる。

非標準通知は、コード値に“ＡＳＮ．１で符号化されたコンポーネントに拡張するための識別子”を含

める以外には、通知識別子情報要素の通知内容フィールド（オクテット３）を使用しない。

D.5.3　プロトコル制御に対する要求条件

次の例外とともに標準ＪＳ－１１５８２の７．４．２節が適用される。

標準ＪＳ－１１５８２の７．４．２．１節の第３パラグラフの内容は、後述の内容に置き換えられる。

しかし、

－「呼設定」（SETUP）メッセージを送信したが、インタフェースの他方の同位エンティティから、

レスポンスを受信していない場合、

－「呼設定」（SETUP）メッセージを受信したが、インタフェースの他方の同位エンティティへ、

レスポンスを送信していない場合、または、

－切断復旧メッセージを送信済み、もしくは切断復旧メッセージをインタフェースの他方の同位エ

ンティティから受信した場合、

通知情報は破棄される。
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D.5.4　ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌに対する要求条件

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端するノードエンティティについては、標準ＪＳ－１１５８２

の７．４．３節が適用される。

ＧＦＴ－Ｃｏｎｔｒｏｌプロトコルを終端しないノードエンティティについては、通知を次のエンティ

ティに転送する。ノードエンティティのこのタイプの例として、リレーノードや、一部機能を減じた中継

ＰＩＮＸが含まれる。

D.6　フロー制御と関連する通知

単位時間毎（呼番号毎）あるいは、呼毎（網オプションとして簡略化するケース）のＮ（「ファシリ

ティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY））メッセージの最大数を基にするフロー制御方式は、Ｄ．６．

１節に記述されている。公衆網が「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY）メッセージを受

信可もしくは受信不可のどちらかであることを物理ＰＩＮＸに通知するためのオプション手順はＤ．６．

２節に記述されている。

D.6.1　フロー制御能力

呼番号毎に「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY）メッセージフローを制限するために

網オプションとして、次に述べるような網フロー制御メカニズムが存在しうる。

Ｎ（「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY））メッセージを送信するバースト能力は、

最初、ＮがバーストパラメータＸの値と等しい場合には、すぐにそれぞれのユーザで利用可能である｡Ｎ

の値は、ユーザより「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY）メッセージが送信される毎に

１減算され、Ｔインターバル毎にＹ加算される｡もし、ＮがＹだけ加算されたとき、その値がＸを越える

ならば、Ｎの値はＸに設定される｡バーストパラメータＸと、補充パラメータＹ、タイマＴの実装は網オ

プションである。

もし網が、時間Ｔ以内にＮ（「ファシリティ」（FACILITY）かつ、または｢通知｣（NOTIFY））メッ

セージ以上受信したら、超過したメッセージは廃棄される｡

フロー制御の実装のひとつの例として、補充パラメータＹは０に設定される｡この場合、呼番号毎の

「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」（NOTIFY）メッセージの数を、値Ｘに制限したことになる。
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D.6.2　フロー制御に関連する通知

両方の契約に基づき、網がＶＰＮ環境の呼において追加の「ファシリティ」（FACILITY）と「通知」

（NOTIFY）メッセージを受信不可であることを物理ＰＩＮＸに通知する、物理ＰＩＮＸへのオプション

通知は、（ＶＰＮサービスを提供する公衆網により）サポートされうる｡

ＶＰＮノードが公衆網を介する転送を要求する追加の「ファシリティ」（FACILITY）かつ、または

「通知」（NOTIFY）メッセージが受信不可であることを物理ＰＩＮＸに通知するために、ＶＰＮノード

は「ネットワーク拡張」とコーディングされたファシリティ情報要素を含む「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送信する。ファシリティ情報要素は

－「ネットワーク拡張」とコーディングされるプロトコルプロファイルを持つ。

－“discardAnyUnrecognizedInvokeComponent ”とコーディングされるインタープリテーションコンポーネ

ントを含む。そして

－　receiverNotReadyを示すようにコーディングされるフロー制御インボークコンポーネントを含む

receiverNotReady が表示された後に受信された、公衆網を介した転送を要求しているいずれの「ファシ

リティ」（FACILITY）かつ、または「通知」（NOTIFY）メッセージも、網により破棄されうる。公衆網

を介した転送を必要としない「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、通常どおり処理される。

付図Ｄ－４／ＪＴ－Ｑ９３２にフロー制御インボークコンポーネントのためのＡＳＮ．１を示す。
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Flow-Control

{ccitt recommendation q 932 Flow-Control (8)}

DEFINITION　　　　   ::=

BEGIN

EXPORTS FlowControl;

IMPORTSOPERATION FROM Remote-Operation-Notation

{　　　　joint-iso-ccitt(2) remote-operation(4)notation(0) }

flowControl OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE {

ENUMERATED {

receiverNotReady(0),

receiverReady(1)　　　　}

maximumNumberOfMessage[0]IMPLICIT INTEGER(1..255)OPTIONAL,

replenishmentParameter[1]IMPLICIT INTEGER(1..255)OPTIONAL,

timerT[2]IMPLICIT INTEGER(1..30)OPTIONAL}

--

--

--

--

--

--

receiverNotReady のコーディングが「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで送られると

き、maximumNumberOfMessages とタイマＴデータ要素はオプションで含まれうる。

maximumNumberOfMessages は、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで示される呼番

号についてタイマＴで示される時間内で送られうるメッセージの数を規定する整数であ

り、 receiverReady のコーディングが送られるときはオプションとして含まれうる。補充パ

ラメータは、インターバルタイマＴの終了時点で送られうる追加メッセージ数を示す。

::={ccitt recommendation q 932 flow-control(8)operation(1)}

--このオペレーションは、クラス５オペレーションである。

END --　フロー制御定義の終了

付図Ｄ－４／ＪＴ－Ｑ９３２　フロー制御インボークコンポーネントのＡＳＮ．１構造

（ITU-T Q.932）

ＶＰＮノードが、公衆網を介した転送を要求する「ファシリティ」（FACILITY）かつ、または「通

知」（NOTIFY）メッセージをさらに受け入れることができることを物理ＰＩＮＸに通知するために、Ｖ

ＰＮノードは「ネットワーク拡張」とコーディングされたファシリティ情報要素を含んだ「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージを送る。ファシリティ情報要素は

－「ネットワーク拡張」とコーディングされたプロトコルプロファイルを持つ

－discardAnyUnrecognizedInvokeComponent とコーディングされたインタープリテーションコンポー

ネントを含む

－receiverReady を示すようにコーディングされたフロー制御インボークコンポーネントを含み、そ

してオプションとしてタイマＴ－Ｆｌｏｗの値とメッセージの最大数を表示する。
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付録Ⅰ：３つのプロトコルタイプの使用例

（本付録は本標準の一部分ではない）

I.1　概　要

本付録は、本標準で定義される３つのプロトコルタイプの使用例を説明する。ここで示す例は、定義を

するための例としてとるべきではない。なぜなら、キーパッド及びフィーチャキーマネジメントプロトコ

ルのサポートは網に依存するからである。

ここに示す信号シーケンスは完全なものではなく、単に可能な付加サービスの制御シーケンスを説明す

るためのものである。

I.2　キーパッドプロトコルの使用例

＜本節では、分割転送を用いた例が記述されているが、分割転送手順自体は非標準である（参考２．

(1)(b)参照）。＞

付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ９３２の例は、キーパッドプロトコルを使用したユーザからの機能要求を示す。

網は、キーパッドファシリティ情報要素の内容を適切な機能に関連付ける。引き続いて、ユーザは、キー

パッドプロトコルを使用して、付加サービスパラメータを入力するように指示される。機能の状態に関す

る情報は、網によって、表示情報要素によって提供されうる。網はその機能に関する処理を完了し、ユー

ザは呼番号を解放するように指示される。他の手順としては要求された機能にもよるが、「呼設定受付」

（CALL PROCEEDING）メッセージが網によって返送され、通常の呼制御手順が継続することもある。

付図Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３２に示す例は、キーパッドファシリティや表示情報要素を送るために「付加

情報」（INFORMATION）メッセージの使用をベースとした保留／保留解除機能のサポート例を示してい

る。「付加情報」（INFORMATION）メッセージの中のキーパッドファシリティ情報要素により着側のア

ドレス数字が送られ、新たな呼が確立する。これらのアドレス数字は「付加情報」（INFORMATION）

メッセージの中のキーパッドファシリティ情報要素によるファシリティ要求の送達によって最初の呼が保

留された後に送出される。
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ユーザ メッセージ 網

ユーザはサービスを要求

するため呼番号Ｙを生成

呼設定(CR=Y)

呼設定確認(CR=Y)

ユーザはサービスを要求 付加情報(CR=Y,キーパッド)

付加情報(CR=Y,キーパッド)

網はキーパッドプロトコルを解

釈。表示情報要素とシグナル情

報要素で付加情報を送出。

ユーザはサービスに必要

なパラメータを送出

付加情報(CR=Y,ｼｸﾞﾅﾙ，表示)

付加情報(CR=Y,ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ)

付加情報(CR=Y,ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ)

網はサービス要求を完了

ユーザは切断復旧を開始

切  断(CR=Y)

解  放(CR=Y)

網は切断復旧を完了

解放完了(CR=Y)

付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ９３２ 　キーパッドプロトコルの汎用的な使用例

（ITU-T Q.932）

・
・
・

・
・
・
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CR1 通信中 （注１）

Ａ－Ｂ通信中

付加情報

（表示=“保留確認”）

 受付表示（例えば

 ダイヤルトーン）

（表示=“保留”）

 経過音（例えば保留音）

Ａ－Ｂ保留中

　付加情報 （注 2）

付加情報

（表示=“呼出中”）

経過音（例えば呼出音）

付加情報

（表示=“応答”）

CR1

 A - B    保留中

 A - C    通信中

注１－最初の呼は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順を規定されている通常の呼設定手順を用いて設定される。

注２－第２の呼を設定するために、通信中の呼番号と同じものが使用される。第２の呼の特性は最初の呼

と同一であるとみなされる（たとえば、同一の伝達能力、低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性、

中継網選択などの情報要素）。

付図Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３２

（ITU-T Q.932）

キーパッドプロトコルを用いた第１の呼を保留中に第２の呼を確立する

場合の特定サービスに関する例

付加情報 付加情報

(ｷｰﾊﾟｯﾄﾞﾌｧｼﾘﾃｨ“保留”)

(ｷｰﾊﾟｯﾄﾞﾌｧｼﾘﾃｨ=“アドレス数字”)

呼設定

呼　出

応　答

応答確認

通信中

ユーザＢ ユーザＣユーザＡ ＩＳＤＮ
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I.3　フィーチャキーマネジメントプロトコルの使用例

＜本節では、分割転送を用いた例が記述されているが、分割転送手順自体は非標準である（参考２．

(1)(b)参照）。＞

この例は, 完結しないアドレス情報を持つ（あるいはアドレス情報を持たない）「呼設定」（SETUP）

メッセージの送出によって呼の確立を開始したユーザが、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）

メッセージの受信により分割発呼状態に入った後に、フィーチャキーマネジメントプロトコルを使用して

付加サービスをインボークする様子を示している。付図Ｉ－３では、ユーザが付加サービスのパラメータ

を与える例を示している。これは、網側への「付加情報」（INFORMATION）メッセージに含まれる

フィーチャアクティベーション情報要素の送出により付加サービスの要求がインボークされた後に、「付

加情報」（INFORMATION）のメッセージの中のキーパッドファシリティ情報要素により行われる。ある

付加サービスに対応するフィーチャ識別子番号 （フィーチャアクティベーション情報要素の中で与えら

れる）は契約時にユーザと網の間で調整されなければならない。

ユーザ メッセージ 網

ユーザは呼番号Ｘを生成

呼設定確認

ユーザはサービスを要求

付加情報 (フィーチャアクティ

ベーション)

   

網はフィーチャ識別子を関

連づける。

付加情報 (キーパッド)

   

ユーザはサービスに必要

なパラメータを送出

付加情報 (キーパッド)

   

・

・

・

付加情報 (キーパッド)

   

付加情報 (フィーチャインディ

ケーション)

   網は、サービス状態を確認する。

ユーザは呼を切断復旧する。

切  断(理由表示)

解  放

解放完了

付図Ｉ－３ ／ＪＴ－Ｑ９３２　フィーチャキーマネジメントプロトコルの汎用的な使用例

（ITU-T Q.932）

呼設定(CR=X)
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形態：網は、「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれる不完全な追加情報を伴ったフィーチャ要求

（フィーチャアクティベーション　# x ）を受け付ける。付図Ｉ－４参照。

ユーザ／端末 メッセージ 網

不完全な番号の

フィーチャ／発呼要求

呼設定 (CRn, BC, FA=x, フィーチャ要求

追加の入力が必要

追加情報が要求される

KP,..）

呼設定確認 (CRn, CID=B-ch,

ユーザは最初の追加番号

を入力する

FI=x, ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ）

付加情報 (CRn, KP） 桁間タイミング

ユーザは残りの番号を入力

する

付加情報 (CRn, KP） 桁間タイミング

”

呼継続 呼設定受付 (CRn, FI=x） 呼設定

（注）

経過表示 (CRn, PI=#8, 確認トーン

呼完了

SIG=確認, ﾄｰﾝ）

切断 (CSE=正常切断， 呼切断復旧

情報要求完了

SIG=ﾄｰﾝｵﾌ, FI=x）

解放

解放完了

（注）

注－起動される特定のフィーチャによって、呼は継続または切断復旧する。

付図Ｉ－４／ＪＴ－Ｑ９３２　単一の分割シーケンス

（ITU-T Q.932）
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形態：網は、「呼設定」（SETUP）メッセージに追加情報が要求されるフィーチャ要求を受け付ける。

付図Ｉ－５参照。

ユーザ／端末 メッセージ 網

フィーチャ／発呼要求 呼設定 (CRn, BC, FA=x,..) 追加入力が必要

フィーチャ／発呼要求を

付加情報が要求される 呼設定確認 (CRn, CID=B-ch,

受け付ける

Ｂ－ｃｈ接続

ユーザの追加情報を促す

PI=#8, IRQ=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ, ｱﾄﾞﾚｽ, SIG,

FI=X, ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ)

付加情報の一括送出 付加情報 (CRn, KP/CDN)

（注）

付加情報の分割送出 付加情報 (CRn, KP) 桁間タイミング

  

”

付加情報 (CRn, SIG=ﾄｰﾝｵﾌ) トーン停止

付加情報 (CRn, KP) 桁間タイミング

”

”

（注）

注－起動される特定のフィーチャによって、呼は継続または切断復旧する。

付図Ｉ－５／ＪＴ－Ｑ９３２　一括要求後の一括／分割シーケンス

(ITU-T Q.932）
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形態：網は、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージ返送後のフィーチャ要求（フィー

チャアクティベーション　# x ）を受け付ける。網はユーザの追加情報を促す。付図Ｉ－６参照。

ユーザ／端末 メッセージ 網

発呼要求 呼設定 (CRn, BC,..)

Ｂ－ｃｈ接続 呼設定確認 (CRn, PI=#8, Ｂ－ｃｈ接続

ダイヤルトーンを返送

フィーチャ要求

SIG=ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ, CID=B-ch)

付加情報 (CRn, FA=x) フィーチャ要求を受け付ける

付加情報 (CRn, SIG=ﾄｰﾝｵﾌ) ダイヤルトーン停止

付加情報が要求される 付加情報 (CRn, PI=#8, ユーザの追加情報を促す

プロンプトトーン開始

IRQ=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ, ｱﾄﾞﾚｽ,

SIG=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄﾄｰﾝ, FI=x, ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ)

付加情報の一括送出 付加情報 (CRn, KP/CDN)

付加情報 (CRn, SIG=ﾄｰﾝｵﾌ) トーン停止

（注）

付加情報の分割送出 付加情報 (CRn, KP) 桁間タイミング

付加情報 (CRn, SIG=ﾄｰﾝｵﾌ) トーン停止

付加情報 (CRn, KP) 桁間タイミング

”

”

（注）

注－起動される特定のフィーチャによって、呼は継続または切断復旧する。

    情報送出のためのステージの例として、表４－１／ＪＴ－Ｑ９３２を参照。

付図Ｉ－６／ＪＴ－Ｑ９３２　分割要求後の一括／分割シーケンス

（ITU-T Q.932）
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形態：ユーザは、通信中フェーズにおいて、フィーチャアクティベーション　# x でフィーチャの活性を

試みる。付図Ｉ－７参照。

ユーザ／端末 メッセージ 網

 通信中

フィーチャ要求 付加情報 (CRn, FA=x) フィーチャ要求を受け付ける

フィーチャ活性中 付加情報 (CRn, FI=x,

状態表示）

付図Ｉ－７／ＪＴ－Ｑ９３２　フィーチャキーアクセス－呼の経過／通信中フェーズ

（ITU-T Q.932）
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I.4　ファンクショナルプロトコルの使用例

I.4.1　呼と関連する付加サービス手順

I.4.1.1　呼設定時のサービスインボケーション

本メッセージシーケンス例は、標準ＪＴ－Ｑ９３１による呼の確立と同時に付加サービスのインボケー

ションを行う場合を示す。付図Ｉ－８参照。

発側／インボーク側

ユーザ 網

JT-Q931 呼設定 FAC (F/invoke) CRa

JT-Q931 呼設定確認 FAC(F/RR or RE) CRa

注－インボークされた付加サービスおよび基本呼制御手順によっては、網からユーザ方向の標準ＪＴ－Ｑ

９３１ 基本呼制御メッセージの１つによりリターンリザルト、リターンエラー、リジェクトなどが

表示されたり、さらに情報を要求するためのインボークが行われることもある。

付図Ｉ－８／ＪＴ－Ｑ９３２　呼設定時のインボケーション

（ITU-T Q.932）

注
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I.4.1.2　呼切断復旧時のサービスインボケーション

本メッセージシーケンス例は、正常な呼切断復旧と同時に付加サービスのインボケーションを行う場合

を示す。付図Ｉ－９参照。

ユーザ 網

JT-Q931 切断 FAC (F/invoke) CRa

JT-Q931 解放 FAC (F/RR or RE) CRa

注－インボークされた付加サービスのためのコネクションが解放されると、その信号に関連する呼番号

（CRa）も解放されることを仮定している。これ以外の場合、代わりに「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージが使用されうる。

付図Ｉ－９／ＪＴ－Ｑ９３２　呼切断復旧時のインボケーション

（ITU-T Q.932）

注
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I.4.1.3　呼の通信中フェーズにおけるインボケーション

この例は、呼の通信中フェーズにいつでも可能な、確立された呼に関連する呼番号（CRa）により発動

される付加サービスのメッセージシーケンスを示す。付図Ｉ－１０参照。

インボーク

ユーザ 網

JT-Q932 ファシリティ FAC (F/invoke) CRa

JT-Q932 ファシリティ FAC (F/RR or RE) CRa

注－本シーケンスは、生起中の信号関係を利用して、呼の通信中フェーズにおいて何度も発生しうる。

付図Ｉ－１０／ＪＴ－Ｑ９３２　呼の通信中フェーズにおけるインボケーション

（ITU-T Q.932）

注
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I.4.2　呼と関連しない付加サービス手順

I.4.2.1　付加サービス制御のためのユーザから網へのトランザクションの確立

ユーザ 網

JT-Q921 SABME

JT-Q921 UA 注１

JT-Q932 登録 FAC (F/invoke) CRi

JT-Q931 解放完了 FAC (F/RR or RE) CRi

JT-Q921 DISC

JT-Q921 UA 注３

注１－レイヤ２が確立していない場合には、確立させる。

注２－網からユーザの方向で本手順が使われた場合、付加アドレス情報が要求されるかもしれない。この

場合については、将来の課題である。

注３－インボークされた付加サービスによっては、レイヤ２コネクションは継続または切断されるかもし

れない。

付図Ｉ－１１／ＪＴ－Ｑ９３２　付加サービス制御のためのユーザから網へのトランザクションの確立

（ITU-T Q.932）

注２
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I.4.2.2　付加サービス制御のためのユーザから網へのトランザクションの切断

ユーザ 網

JT-Q932 登録 FAC (F/invoke) CRi

JT-Q932 ファシリティ FAC (F/RR or RE) CRi

JT-Q931 解放完了

注－最後のリターンリザルトを受信した後に、受信側はレイヤ２コネクションの切断を発動しうる。

付図Ｉ－１２／ＪＴ－Ｑ９３２　付加サービス制御のためのユーザから網へのトランザクションの切断

（ITU-T Q.932）

注
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付表Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９３２ から付図Ⅰ－１２／ＪＴ－Ｑ９３２ の略語

（ITU-T Q.932）

レイヤ２フレーム：

SABME － 拡張非同期平衡モード設定

UA － 非番号制確認フレーム

DISC － 切断フレーム

レイヤ３メッセージ情報要素／パラメータ：

FAC － ファシリティ情報要素

F － ファシリティ識別子

Invoke － インボークオペレーション種別

RR － リターンリザルトオペレーション種別

RE － リターンエラーオペレーション種別

CRa － 通信中の呼の呼番号

CRi － 呼と独立に割り当てられる呼番号

BC － 伝達能力情報要素

CDN － 着番号情報要素

CRn － 呼番号情報要素

FA － フィーチャーアクティベーション情報要素

IRQ － 情報要求情報要素

KP － キーパッドファシリティ情報要素

SIG － シグナル情報要素

ＴＴＣ注－　明確化のため以下の略号を追加した。

CID － チャネル識別子情報要素

CSE － 理由表示情報要素

FI － フィーチャインディケーション情報要素

PI － 経過識別子情報要素
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付録Ⅱ：付加サービス実現のための機能参照モデル

（本付録は本標準の一部分ではない）

本付録は、スティミュラスあるいはファンクショナルなプロトコルタイプを組み合わせ、各々の付加

サービスに関連した機能（例、リソース制御）を提供あるいはコーディネートする付加機能コンポーネン

ト（ＳＦＣ）とインタフェースを持つユニークな付加サービスプロトコルコントローラにより相互作用さ

せ、付加サービスがどのように実現されるかを示す機能モデルを掲載する。

中間フィーチャ機能（ＩＦＦ）は、スティミュラスプロトコルと、付加サービスプロトコルコントロー

ラでのみ処理および認識される付加サービス機能プリミティブとの間で必要とされる変換を行う。一例と

して、ＩＦＦは、キーパッドファシリティ情報要素中のアクセスコードや、フィーチャアクティベーショ

ン情報要素中のフィーチャ識別子番号を、保留や保留解除要求などの付加サービスプリミティブに変換す

る。
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用語

SFC ： 付加機能コンポーネント （Supplementary Functional Component）

IFF ： 中間フィーチャ機能 （Intermediate Feature Function）
　＊

本機能はユーザ側ではオプションであり、インプリメントに依存する。

S ：スティミュラス相互作用

F ：ファンクショナル相互作用

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　プロトコル構造モデル

（ITU-T Q.932）

機能参照モデル

複数呼番号での呼制御コーディネイタ

S F
F IFFIFF＊

F

S

SFC 1
JT-Q931

プロトコル

制御 SFC m

・
・
・

・
・
・

付加サービス

プロトコル制御S/F
分析

レイヤ 2

レイヤ１

F

F F

S
SFC 1

JT-Q931

プロトコル

制御SFC n

付加サービス

プロトコル制御 S/F
分析

レイヤ 2

レイヤ１

ユーザ側 網　側

（複数呼番号コーディネイタ）

マンマシンインタフェース及び呼制御人

間

ユーザ網インタフェース
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付録Ⅲ：コンポーネントの符号化規則の概要

（本付録は本標準の一部分ではない）

Ⅲ.1　一般的なコンポーネントの構造

コンポーネント内の各々のデータ要素は同じ構造を持つ。データ要素は以下に表現される３つのフィー

ルドからなり、必ず次の順で表れる。タグとはあるタイプを他のタイプから区別するものであり、内容の

解釈を決定するものである。長さとは内容の長さを規定している。内容とはデータ要素の中味で、転送す

べき最も重要な情報を含んでいる。付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９３２はコンポーネントとデータ要素の概要を

表している。

タ  グ

データ要素 長  さ

内  容

ａ）コンポーネント ｂ）データ要素

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　コンポーネントとデータ要素の構造

（ITU-T Q.932）

各フィールドは１つ、または、それ以上のオクテットで構成される。オクテットは付図Ⅲ－２／ＪＴ－

Ｑ９３２の様に割付けられる。オクテット１が最初に転送される。オクテット内のビットは付図Ⅲ－３／

ＪＴ－Ｑ９３２の様に割り付けられ、ビット１が最下位ビットであり、最初に転送される。

  オクテット  １

  オクテット  ２

  オクテット  ｎ

付図Ⅲ－２／ＪＴ－Ｑ９３２　オクテット割付表

（ITU-T Q.932）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

付図Ⅲ－３／ＪＴ－Ｑ９３２　ビット割付表

（ITU-T Q.932）

～～ ～～
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各データ要素の内容は、付図Ⅲ－４／ＪＴ－Ｑ９３２のように、１つの有効なプリミティブかもしくは

１つ以上のデータ要素であるコンストラクタからなる。

タ  グ タ  グ

長  さ 長  さ タ  グ

内  容 長  さ

  内  容

ａ）プリミティブ ｂ）コンストラクタ

付図Ⅲ－４／ＪＴ－Ｑ９３２　内容の種類

（ITU-T Q.932）

Ⅲ.2　タグ

データ要素は、まず、メッセージ内配列の位置に従って解釈される。タグはある要素を他の要素から区

別するものであり、内容の解釈を決定するものである。タグは１オクテットまたは、それ以上の長さを持

つ。タグは付図Ⅲ－５／ＪＴ－Ｑ９３２のように、クラスと形式とタグコードからなる。

   

クラス 形  式

  

タ グ コ ー ド

注－タグコードはⅢ．２．３節で述べるように次のオクテットに拡張されうる。

付図Ⅲ－５／ＪＴ－Ｑ９３２　タグのフォーマット

（ITU-T Q.932）

Ⅲ.2.1　タグクラス

全てのタグは上位２ビット（８と７ビット）を用いてタグクラスを示す。これらのビットは付表Ⅲ－１

／ＪＴ－Ｑ９３２のようにコード化される。

１８ ７ ６ ５ ４ ３ ２
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付表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　タグクラスのコーディング

（ITU-T Q.932）

ク　ラ　ス コーディング（ビット８、７）

ユニーバサル

アプリケーションワイド

コンテクスト特有

プライベート利用

Universal

Application-wide

Context-specific

Private use

００

０１

１０

１１

ユニーバサルクラスは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９内で唯一規定されるタグで、かつアプリケーション

とは独立な種別のタグの場合に使われる。ユニバーサルタグはユニバーサルデータ要素タイプが用いられ

る場合に使用されるかもしれない。ユニバーサルクラスは全てのＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準に使用され

る。すなわち、ＪＴ－Ｑ９３２ファシリティ情報要素、Ｎｏ．７信号方式ＡＳＥ、Ｘ．４００ＭＨＳ、Ｘ．

５００ディレクトリサービス等に使用される。

アプリケーションワイドクラスは、付加サービスのための標準ＪＴ－Ｑ９３２ ファシリティ手順を用

いて、全アプリケーションに対し標準化されたデータ要素のために使用される。

コンテクスト特有クラスは、１つ高次の構成のコンテクストで規定されたデータ要素や同一の構成であ

るが他のデータ要素のシーケンスを考慮したデータ要素のために使用される。このクラスはある構成内で

のタグのために用いられることもあるし、また、これらのタグが他の構成内で再使用されることもある。

プライベート利用クラスは国・網・プライベートユーザに特有なデータ要素のために予約されている。

この様なデータ要素は本標準ＪＴ－Ｑ９３２では規定していない。

標準ＪＴ－Ｑ９３２内で割当てられていないアプリケーションワイドクラスのタグコードは今後の使用

のために予約されている。

Ⅲ.2.2　データ要素の形式

付表Ⅲ－２／ＪＴ－Ｑ９３２ のように、ビット６はそのデータ要素がプリミティブかコンストラクタ

かどうかを示している。プリミティブ要素は、その構成が基本的（即ち１つの値のみ）であるものである。

コンストラクタ要素は、内容部がそれ自身でコンストラクタ要素となりうる１つ以上のデータ要素を有す

るものである。

付図Ⅲ－４／ＪＴ－Ｑ９３２ に２つの要素形式を示す。
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付表Ⅲ－２／ＪＴ－Ｑ９３２　データ要素形式のコーディング

（ITU-T Q.932）

デ ー タ 要 素 の 形 式 コーディング（ビット６）

プリミティブ

コンストラクタ

Primitive

Constructor

０

１

Ⅲ.2.3　タグコード

タグの第１オクテットのビット１～５と拡張オクテットは、同じクラス内のある要素タイプを他の要素

タイプから区別するためのタグコードを示している。00000 から 11110 （１０進の０から３０）の範囲内

のタグコードは１オクテットで提供される。

拡張メカニズムの場合、第１オクテットのビット１～５が 11111 のようにコード化される。次のオク

テットのビット８が拡張表示用に用いられる。もし拡張オクテットのビット８が０の場合、このタグのた

めには、他のオクテットは使用されない。もしビット８が１の場合、次のオクテットもまたタグコードの

拡張のために使われる。この結果タグは各拡張オクテットのビット１から７で構成され、拡張された最初

のオクテットのビット７が最上位ビットであり、拡張された最後のオクテットのビット１が最下位ビット

である。タグコード３１の場合は、拡張されたオクテットのビット７から１を 0011111 とコード化する。

３１より値の大きいタグコードが、拡張オクテット数が可能な限り最小となるように、以下続く。

タグコードの詳細フォーマットを付図Ⅲ－６／ＪＴ－Ｑ９３２ に示す。

 クラス  形式 タグコード

 (00000-11110)

 クラス  形式 タグコード

  1 1 1 1 1

ａ）１オクテットのフォーマット 拡張

1

拡張

0

ｂ）拡張されたフォーマット

付図Ⅲ－６／ＪＴ－Ｑ９３２　タグコードのフォーマット

（ITU-T Q.932）

～～～
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Ⅲ.3　内容長

内容長は内容のオクテット数を示すためにコード化されている。この長さには内容オクテット内のタグ

も長さも含んでいない。

内容長では、ショートフォーム、ロングフォーム、不定フォームが用いられる。長さは１２８オクテッ

トより小さい場合には、ショートフォームが使われる。ショートフォームの場合、ビット８が０にコード

化され、長さはビット１～７を用い２進数で表現される。

もし内容長が１２８オクテット以上の時は、ロングフォームの内容長フォーマットが使用される。ロン

グフォームの内容長は、２から１２７までのオクテット長である。第１オクテットのビット８は、“１”

にコード化され、第１オクテットのビット１から７はオクテット単位で内容長フィールドのサイズから１

を引いた値が符号のない２進数でコード化される。ビット７が最上位ビット（ＭＳＢ）、ビット１が最下

位ビット（ＬＳＢ）である。内容長自身は、第２オクテットのビット８をＭＳＢ、最終オクテットのビッ

ト１をＬＳＢとして２進数でコード化される。この２進数は最初のオクテットの値が０とはならない最小

のオクテット数でコード化される。

不定フォームは１オクテット長であり、要素がコンストラクタである場合には、ショートフォームかロ

ングフォームの代わりに（使う必要はないが）使われるかもしれない。その場合値は 10000000 となる。

このフォームを使用する場合には、特定のＥＯＣ（内容終了）表示で内容は終了する。

ＥＯＣ表示のための記法はない。ＥＯＣ表示は、シンタクス的に内容の一部を用いて実現されるが、そ

れ自身は意味を持たない。

ＥＯＣ 表示の表現は、クラスがユニバーサル、形式がプリミティブ、ＩＤコードが値０、しかも内容

が未使用かつ無の要素である（付表Ⅲ－３／ＪＴ－Ｑ９３２ 参照）。

付表Ⅲ－３／ＪＴ－Ｑ９３２　ＥＯＣ表示の表現

（ITU-T Q.932）

Ｅ Ｏ Ｃ 長  さ 内  容

００（１６進） ００（１６進） 無

上記で述べた長さフィールドのフォーマットを付図Ⅲ－７／ＪＴ－Ｑ９３２ に示す。コード化される

最大値は、ＪＴ－Ｑ９３１情報要素サイズにより制限される。
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内容長０

ＭＳＢ ＬＳＢ

１ フィールドサイズの長さ－１

 ＭＳＢ　　　　　　　　　ＬＳＢ

ＭＳＢ 内容長

ＬＳＢ

（ａ）ショートフォーム （ｂ）ロングフォーム

コンストラクター要素のタグ

長さ  ＝  １０００００００

タグ

長さ＊

内容

・

タグ

長さ＊

内容

ＥＯＣタグ＝００００００００

ＥＯＣ長さ＝００００００００

（ｃ）不定フォーム

注－　内容長は次の３形式となる：ショートフォーム、ロングフォーム、不定フォーム

付図Ⅲ－７／ＪＴ－Ｑ９３２　長さフィールドのフォーマット

（ITU-T Q.932）

Ⅲ.4　内　容

内容部はデータ要素の実体であり、データ要素が転送する情報を含んでいる。その値は可変であるが、

オクテットの整数倍である。内容部はタイプに依存した形式、即ちタグ値に従って解釈される。
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付録Ⅳ：オペレーション、エラー及びデータ種別の定義

（本付録は本標準の一部ではない）

Ⅳ.1　オペレーション、エラー及びデータ種別の定義

付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９３２はオペレーション及びエラーマクロの定義を提供する。この抽象構文記法

（ＡＳＮ．１）はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９で提供されているものと同様であり、本付録においては読者

に便宜を図るのみとする。

付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９３２（１／２）　データ種別の定義

（ITU-T Q.932）

Remote-operation-Notation{joint-iso-ccitt x 219 remote-operations(4) notation(0)}

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS OPERATION, ERROR;

OPERATION MACRO ::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::=Argument Result Errors LinkedOperations

VALUE NOTATION ::=value (VALUE CHOICE{

localValue INTEGER,

--このシリーズの標準の中で定義されるオペレーションの為に

--使用する。

globalValue OBJECT IDENTIFIER

--国内特有あるいは網特有のオペレーションの為に使用する。

})

Argument ::=““““ARGUMENT”””” NamedType ｜｜｜｜empty

Result ::=““““RESULT”””” ResultType｜｜｜｜empty

Errors ::=““““ERRORS”””” ““““{““““ErrorNames””””}””””｜｜｜｜empty

LinkedOperations ::=““““LINKED”””” ““““{““““LinkedOperationNames”””” }””””｜｜｜｜empty

NamedTypeQ ::=identifier type｜｜｜｜type

ResultType ::=NamedType｜｜｜｜empty
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付表Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９３２（２／２）　データ種別の定義

（ITU-T Q.932）

ErrorNames ::=ErrorList ｜｜｜｜empty

ErrorList ::=Error ｜｜｜｜ErrorList", "Error

Error ::=value (ERROR)

--エラー値／種別を参照。

--エラー値が規定されていない場合、エラー種別を参照。

LinkedOperationNames ::=OperationList ｜｜｜｜empty

Operatio

nList

::=Operation ｜｜｜｜OperationList", "Operation

Operatio

n

::=value (OPERATION)

--オペレーション値／種別を参照。

--オペレーション値が規定されていない場合、

--オペレーション種別を参照。

END --オペレーションマクロの終了

ERRORMACRO ::=

BEGIN

TYPE NOTATION ::=Parameter

VALUE NOTATION ::=value (VALUE CHOICE {

localValue INTEGER,

--このシリーズの標準の中で定義されるエラーの為に

--使用する。

globalValue OBJECT IDENTIFIER

-- 国内特有あるいは網特有のエラーの為に使用する。

})

Parameter ::=““““PARAMETER”””” NamedType ｜｜｜｜empty

NamedType ::=identifier value｜｜｜｜type

END --エラーマクロの終了。

END --ＪＴ－Ｑ９３２ファンクショナルプロトコル定義の終了。
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Ⅳ.2　コンポーネント

コンポーネントは、タグ、長さ、内容からなるデータ要素の連続である。コンポーネント種別は、ファ

シリティ情報要素コンポーネントの第一オクテットにより示される。ファシリティ情報要素のために定義

されるコンポーネント種別及びそれらの使用法は以下の様にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９及びＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｘ．２２９に従って定義される。

インボーク

パフォーミングエンティティ（パフォーマー）によって実行されるオペレーションのインボークを

開始するために、インボークコンポーネントを使用する。

リターンリザルト

前もって起動されたオペレーション結果が成功であることを通知するために、リターンリザルトコ

ンポーネントを使用する。

リターンエラー

前もって起動されたオペレーション結果が失敗であることを通知するために、リターンエラーコン

ポーネントを使用する。そのオペレーションの解釈は成功したがオペレーションの結果は失敗である。

リジェクト

プロブレムを検出した場合、起動要求を拒否する為にリジェクトコンポーネントを使用する。オペ

レーションは全く実行されないか又は中断するか異常終了する。そのインボケーションに対して応答

（即ちリターンリザルト又はリターンエラーコンポーネント）を拒否をするために、リジェクトコン

ポーネントを使用しても良い。しかし、リジェクトコンポーネントプロブレムを検出した時、リジェ

クトコンポーネントを送出するべきでない。

Ⅳ.2.1　コンポーネント並びにデータ要素の内容長

１２７オクテットまでの内容長は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９のショートフォームを使用してコード化

される。すなわち、ビット８は“０”に設定され、残りの７ビットは内容長を２進数でコード化したもの

で、ビット７が最上位ビット（ＭＳＢ）、ビット１が最下位ビット（ＬＳＢ）である （この内容長の

コーディング法は、１２７オクテットまでの内容長に適用する標準ＪＴ－Ｑ９３１の内容長のコード化法

と等しい。）。これを付図Ⅳ－１に示す。

内  容  長０

 ＭＳＢ ＬＳＢ

付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｑ９３２　内容長フィールドのフォーマット（ショートフォーム）

（ITU-T Q.932）

もし内容長が１２８オクテット以上の時は、ロングフォームの内容長フォーマットが使用される。ロン

グフォームの内容長は、２から１２７までのオクテット長である。第１オクテットのビット８は、“１”

にコード化され、第１オクテットのビット１から７はオクテット単位で内容長フィールドのサイズから１

を引いた値が符号のない２進数でコード化される。ビット７が最上位ビット（ＭＳＢ）、ビット１が最下

位ビット（ＬＳＢ）である。内容長自身は、第２オクテットのビット８をＭＳＢ、最終オクテットのビッ

ト１をＬＳＢとして２進数でコード化される。この２進数は最初のオクテットの値が０とはならない最小

のオクテット数でコード化される。これを付図Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。

５ １２３４８ ６７
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（内容長フィールドサイズ－１）１

 ＭＳＢ ＬＳＢ

 ＭＳＢ

内　　容　　長

　ＬＳＢ

付図Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９３２ 　内容長フィールドのフォーマット（ロングフォーム）

（ITU-T Q.932）

注－不定フォームの内容長のアプリケーションは、将来のアプリケーションに応じてさまたげられるもの

ではない（付録Ⅲ－３参照）。

Ⅳ.2.2　コンポーネント種別タグ

コンポーネント種別タグのコーディングは付表Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９３２ に示す。

付表Ⅳ－２／ＪＴ－Ｑ９３２ 　コンポーネント種別タグ

（ITU-T Q.932）

コンポーネント種別タグ ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

インボーク

リターンリザルト

リターンエラー

リジェクト

１  ０  １  ０  ０  ０  ０  １

１  ０  １  ０  ０  ０  １  ０

１  ０  １  ０  ０  ０  １  １

１  ０  １  ０  ０  １  ０  ０

Ⅳ.2.3　コンポーネント識別子タグ

インボーク識別子はオペレーションのインボケーションを識別するために使用され、それに対して応答

するリターンリザルト又はリターンエラーに反映される。インボークは、リンク識別子を通して他のイン

ボークと関係させることもできる。プロトコルエラーが発生したとき、インボーク識別子は、リジェクト

コンポーネントに反映される。しかし利用できないときはヌルが返送される。インボーク識別子とリンク

識別子は１オクテット長である。ヌルはゼロ長である。コンポーネント識別子タグのコーディングを付表

Ⅳ－３／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。

＝＝

１８ ７ ６ ５ ４ ３ ２
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付表Ⅳ－３／ＪＴ－Ｑ９３２　コンポーネント識別子タグのコーディング

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

インボーク識別子

リンク識別子

ヌ  ル

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

１  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  １  ０  １

Ⅳ.3　オペレーション値タグ

オペレーション値はファシリティ又は付加サービスアプリケーションを指定し、オペレーションを要求

する。この値は整数又はオブジェクト識別子でコード化される。オペレーション値は付加サービス特有で

あり、個別付加サービスの為のプロトコルを定義する将来の標準で規定される。オペレーション値タグの

コーディングを付表Ⅳ－４／ＪＴ－Ｑ９３２に示す。

付表Ⅳ－４／ＪＴ－Ｑ９３２　オペレーション値タグのコーディング

（ITU-T Q.932）

 オペレーション値タグ ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

整  数              （注１）

オブジェクト識別子  （注２）

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

０  ０  ０  ０  ０  １  １  ０

注１－個別付加サービスのためのオペレーション値は、このシリーズの他の標準で定義される。

注２－オブジェクト識別子は、国内特有、網特有、業界特有又はユーザ特有のオペレーションのために使

用される。オブジェクト識別子は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８付属資料Ｂ又はＣに従って使用され

る。

オブジェクト識別子の表記法については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８の２８節で定義されコーディ

ング方法はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９の２０節で定義されている。

Ⅳ.4　エラー値タグ

オペレーションは個々のオペレーションのために規定されたエラーを報告する。この値は整数又は、オ

ブジェクト識別子としてコード化される。エラー値タグのコーディングを付表Ⅳ－５／ＪＴ－Ｑ９３２に

示す。
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付表Ⅳ－５／ＪＴ－Ｑ９３２　オペレーション値タグのコーディング

（ITU-T Q.932）

エラー値タグ ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

整  数              （注１）

オブジェクト識別子  （注２）

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

０  ０  ０  ０  ０  １  １  ０

注１－個別付加サービスのためのエラー値は、このシリーズの他の標準で定義される。

注２－オブジェクト識別子は、国内特有、網特有、業界特有又はユーザ特有のオペレーションのために使

用される。オブジェクト識別子は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８付属資料Ｂ又はＣに従って使用され

る。

オブジェクト識別子の表記法については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８の２８節で定義されコーディ

ング方法はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９の２０節で定義されている。

Ⅳ.5　プロブレムタグ

プロトコルプロブレムはグループで表示される。付表Ⅳ－６／ＪＴ－Ｑ９３２はそれらのグループのた

めのタグを示している。これらのタグの内容は付表Ⅳ－７／ＪＴ－Ｑ９３２から付表Ⅳ－１０／ＪＴ－Ｑ

９３２に示されている。これらのタグの内容は付表Ⅳ－１１／ＪＴ－Ｑ９３２に定義されている。

付表Ⅳ－６／ＪＴ－Ｑ９３２　プロブレムタグのコーディング

（ITU-T Q.932）

プ ロ ブ レ ム ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

一般プロブレム

インボークプロブレム

リターンリザルトプロブレム

リターンエラープロブレム

１  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

１  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

１  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

１  ０  ０  ０  ０  ０  １  １
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付表Ⅳ－７／ＪＴ－Ｑ９３２　一般プロブレムのコーディング

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

認識されないコンポーネント

誤ったコンポーネント

誤った構成のコンポーネント

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

注－ＲＯＳＥは、コンポーネントのかわりにアプリケーションプロトコルデータユニット（ＡＰＤＵ）と

いう用語を使用する。

付表Ⅳ－８／ＪＴ－Ｑ９３２　インボークプロブレムのコーディング

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

重複しているインボケーション

認識されないオペレーション

誤ったアーギュメント

リソース制限

開始者解放

認識されないリンク識別子

期待されないリンク応答

期待されないﾁｬｲﾙﾄﾞｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  １

０  ０  ０  ０  ０  １  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  １  ０  １

０  ０  ０  ０  ０  １  １  ０

０  ０  ０  ０  ０  １  １  １

付表Ⅳ－９／ＪＴ－Ｑ９３２　リターンリザルトプロブレムのコーディング

（ITU-T Q.932）

  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

  認識されないインボケーション

  リザルトレスポンスを期待しない

  誤ったリザルト

  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０
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付表Ⅳ－１０／ＪＴ－Ｑ９３２　リターンエラープロブレムのコーディング

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

認識されないインボケーション

エラーレスポンスを期待しない

認識されないエラー

期待されないエラー

誤ったパラメータ

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０

０  ０  ０  ０  ０  ０  １  １

０  ０  ０  ０  ０  １  ０  ０
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付表Ⅳ－１１／ＪＴ－Ｑ９３２（１／３）　プロブレムコードの定義

（ITU-T Q.932）

一般プロブレム：

・認識されないコン

ポーネント

そのタイプ識別子により明示されているコンポーネント種別

がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９に定義されている４個のなかに

ないことを意味する。

・誤ったコンポーネン

ト

コンポーネントの構成がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９に適合し

ていないことを意味する。

・誤った構成のコン

ポーネント

コンポーネントの構成がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８とＸ．２

０９に定義されている標準の表記法とコーディング法に適合

していないことを意味する。

インボークプロブレム：

・重複しているインボ

ケーション

インボーク識別子パラメータがＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９の

割当て規則からはずれていることを意味する。

・認識されないオペ

レーション

ユーザと網との間で合意されていないオペレーションである

ことを意味する。

・誤ったアーギュメン

ト

ユーザと網との間で合意されていないオペレーションアー

ギュメントの種別であることを意味する。

・リソース制限 実行すべき網またはユーザが、リソースの制限によりイン

ボークされたオペレーションを実行することができないこと

を意味する。
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付表Ⅳ－１１／ＪＴ－Ｑ９３２（２／３）　プロブレムコードの定義

（ITU-T Q.932）

・開始者解放 アソシエーションの開始者がアプリケーションのアソシエーショ

ンを解放しようとしているのでインボークされたオペレーション

を実行することを望んでいない。

・認識されないリンク

識別子

規定されたリンク識別子と等しいインボーク識別子に関して進行

しているオペレーションはないことを意味する。

・期待されないリンク

応答

リンク識別子により関係付けられるインボークされたオペレー

ションがペアレントオペレーションではないことを意味する。

・期待されないチャイ

ルドオペレーション

インボークされたチャイルドオペレーションが、リンク識別子に

より関係付けられたインボークされたペアレントオペレーション

が許容したものではない。

リターンリザルトプロブレム：

・認識されないインボ

ケーション

指定されたインボーク識別子をもったオペレーションは進行して

いないことを意味する。

・期待されないリザル

ト応答

インボークされたオペレーションはリザルトを報告しないことを

意味する。

・誤ったリザルト 与えられたリザルトパラメータのタイプがユーザと網との間で合

意されたものでないことを意味する。
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付表Ⅳ－１１／ＪＴ－Ｑ９３２（３／３）　プロブレムコードの定義

（ITU-T Q.932）

リターンエラープロブレム：

・認識されないインボ

ケーション

指定されたインボーク識別子をもったオペレーションは進行し

ていないことを意味する。

・期待されないエラー

応答

インボークオペレーションは失敗を報告しないことを意味す

る。

・認識されないエラー 報告されたエラーはユーザと網との間で合意されたもののなか

にはないことを意味する。

・期待されないエラー 報告されたエラーはインボークオペレーションが報告すること

ができるものではないことを意味する。

・誤ったパラメータ 与えられたエラーパラメータの様式がユーザと網との間で合意

されたものではないことを意味する。

注－これらの定義はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９（リモートオペレーション：プロトコル仕様）の７．４．

４．２節と７．５．４．２節に適合している。

Ⅳ.6　パラメータ

コンポーネントに含まれるパラメータ（すなわち、インボークに伴うアーギュメントやリターンリザル

トに伴うリザルト、リターンエラーに伴うパラメータ）はオペレーション仕様の中で簡単に述べられてい

る。これらはオプションパラメータやデフォルトパラメータを含んでもよい。パラメータは次の一つでな

ければならない。

－　パラメータのシーケンス

－　パラメータのセット

－　それ自身のタグを持つ特別なパラメータ

－　なし（パラメータがない）

二つ以上のパラメータが要求されるときはオペレーション仕様に示されている通り、シーケンスタグや

セットタグの後に続く（シーケンスタグ、セットタグの使用法はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９

に規定されている。）。

パラメータのシーケンスとセットは、実行されるオペレーションに対して指定されるシーケンスやセッ

トをさらに含んでもよい。付表Ⅳ－１２／ＪＴ－Ｑ９３２はシーケンスタグとセットタグのコーディング

を示している。
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付表Ⅳ－１２／ＪＴ－Ｑ９３２　シーケンスタグとセットタグのコーディング

（ITU-T Q.932）

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １

シーケンスタグ

セットタグ

０  ０  １  １  ０  ０  ０  ０

０  ０  １  １  ０  ０  ０  １
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付録Ⅴ：標準ＪＴ－Ｑ９３２において定義されるオブジェクト識別子のリスト

（本付録は本標準の一部分ではない）

オブジェクト識別子 参照

facility-information-element-component(3) 表８－７／ＪＴ－Ｑ９３２

explicit-network-controlled-channel-reservation(4) 表６－１／ＪＴ－Ｑ９３２

embedded-q931-types(5) 表８－９／ＪＴ－Ｑ９３２

notification-data-structure(6) 表８－１３／ＪＴ－Ｑ９３２

addressing-data-elements(7) 付属資料Ｃ／ＪＴ－Ｑ９３２

ＴＴＣ注－付属資料番号に関してＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。
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参考文献（標準ＪＴ－Ｑ９３２内で使用した）

〔１〕標準ＪＴ－Ｉ４３０　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース　レイヤ１

〔２〕標準ＪＴ－Ｉ４３１　ＩＳＤＮ一次群ユーザ・網インタフェース　レイヤ１

〔３〕標準ＪＴ－Ｑ９２１　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ２仕様

〔４〕標準ＪＴ－Ｑ９３１　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ３仕様

〔５〕標準ＪＴ－Ｑ９３０　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ３概要

〔６〕標準ＪＴ－Ｑ９２０　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ２概要

〔７〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８　抽象構文記法１

〔８〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９　抽象構文記法１に対する基本符号化規則の仕様

〔９〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９　リモートオペレーション：モデル、表記法、サービス定義

〔１０〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２９　リモートオペレーション：プロトコル仕様

〔１１〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９４１　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　管理のためのプロトコルプロ

ファイル

〔１２〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１７　情報技術－オープンシステム間接続－アソシエーション制御サービ

ス要素のためのサービス定義

〔１３〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２７　情報技術－オープンシステム間接続－アソシエーション制御サービ

ス要素のためのプロトコル仕様
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略号リスト（標準ＪＴ－Ｑ９３２内で使用した）

ＡＣＳＥ Association Control Service Element アソシエーション制御サービス要素

ＡＰＤＵ Application Protocol Data Unit アプリケーションプロトコルデータユニット

ＡＳＮ．１ Abstruct Syntax Notation One 抽象構文記法１

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９参照）

ＣＥＩ Connection Endpoint Identifier コネクションエンドポイント識別子

（標準ＪＴ－Ｑ９２０参照）

ＣＥＳ Connection Endpoint Suffix コネクションエンドポイント

サフィックス（標準ＪＴ－Ｑ９２０参照）

ＩＡ５ International Alphabet No.5

ＩＳＤＮ Integrated Service Digital Network

ＬＳＢ Least Significant Bit 最下位ビット

ＭＳＢ Most Significant Bit 最上位ビット

ＮＴ２ Network Termination Type Two 網終端装置タイプ２

（標準ＪＴ－Ｉ４１１参照）

ＲＯＳＥ Remote Operations Service Element リモートオペレーションサービス要素

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９参照）

ＳＡＰＩ Service Access Point Identifier サービスアクセスポイント識別子

（標準ＪＴ－Ｑ９２０参照）

ＳＰＩＤ Service Profile Identifier サービスプロファイル識別子

ＴＥＩ Terminal Endpoint Identifier 端末終端点識別子

（標準ＪＴ－Ｑ９２０参照）

ＴＩＤ Terminal Identifier 端末識別子

ＵＳＩＤ User Service Identifier ユーザサービス識別子
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ＪＴ－Ｑ９３２標準ＴＴＣ用語対照表 （１／２）

英語 ＴＴＣ標準用語

active indication 通信中表示

abstract syntax notation 1 (ASN.1) 抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）

APDU (application protocol data unit) ＡＰＤＵ（アプリケーションプロトコルデータユニッ

ト）

application protocol data unit (APDU) アプリケーションプロトコルデータユニット（ＡＰＤ

Ｕ）

ASN.1 (abstract syntax notation one) ＡＳＮ．１（抽象構文記法１）

bearer connection ベアラコネクション

burst capability バースト能力

call independent signalling connection 呼に関連しないシグナリングコネクション

call independent, connection-oriented signalling 呼非依存コネクション依存シグナリング

call present state 「着呼」状態

CEI (connection endpoint identifier) ＣＥＩ（コネクションエンドポイント識別子）

CES (connection endpoint suffix) ＣＥＳ（コネクションエンドポイントサフィックス）

connection accept コネクション応答

connection endpoint identifier (CEI) コネクションエンドポイント識別子（ＣＥＩ）

connection endpoint suffix (CES) コネクションエンドポイントサフィックス（ＣＥＳ）

CTN (corporate telecommunications network) ＣＴＮ（企業内通信網）

destination interface 着側インタフェース

flow control フロー制御

GFT (generic functional transport) ＧＦＴ（汎用ファンクショナルトランスポート）

GFT-control protocol ＧＦＴコントロールプロトコル

implicit call-control association 暗黙の呼制御関係

incoming connection 着側コネクション

integrated services digital network (ISDN) サービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）

interpretation component インタプリテーションコンポーネント

invoke-problem-value インボークプロブレム値

ISDN (integrated services digital network) ＩＳＤＮ（サービス総合ディジタル網）

least significant bit (LSB) 最下位ビット（ＬＳＢ）

LSB (least significant bit) ＬＳＢ（最下位ビット）

mechanism メカニズム

most significant bit (MSB) 最上位ビット（ＭＳＢ）

MSB (most significant bit) ＭＳＢ（最上位ビット）

NCICS (networked call independent connection

oriented signalling)

ＮＣＩＣＳ（ネットワークの呼非依存コネクション依存

シグナリング）

NCICS connection ＮＣＩＣＳコネクション

network protocol profile component ネットワークプロトコルプロファイルコンポーネント

network termination type 2 (NT2) 網終端装置タイプ２（ＮＴ２）
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ＪＴ－Ｑ９３２標準ＴＴＣ用語対照表 （２／２）

英語 ＴＴＣ標準用語

networked call independent signalling connection ネットワークの呼非依存コネクション依存シグナリング

networked call independent, connection-oriented

signalling (NCICS)

ネットワークの呼非依存コネクション依存シグナリング

（ＮＣＩＣＳ）

NFE (network facilities extension) ＮＦＥ（ネットワークファシリティ拡張）

NPP (network protocol profile) ＮＰＰ（ネットワークプロトコルプロファイル）

NT2 (network termination type 2) ＮＴ２（網終端装置タイプ２）

originating entity 発信エンティティ

physical PINX 物理的ＰＩＮＸ

PINX (private integrated services network exchange) ＰＩＮＸ（私設総合サービス網交換機）

PISN (private integrated services network) ＰＩＳＮ（私設総合サービス網）

PSS1 (private signalling system No.1) ＰＳＳ１（私設信号システムＮｏ．１）

Q.931 call reference 標準ＪＴ－Ｑ９３１呼番号

Q.931 error 標準ＪＴ－Ｑ９３１エラー

Q.931 protocol error 標準ＪＴ－Ｑ９３１プロトコルエラー

relay node リレーノード

remote operations service element (ROSE) 遠隔操作サービス要素（ＲＯＳＥ）

ROSE (remote operations service element) ＲＯＳＥ（遠隔操作サービス要素）

SAPI (service access point identifier) ＳＡＰＩ（サービスアクセスポイント識別子）

service access point identifier (SAPI) サービスアクセスポイント識別子（ＳＡＰＩ）

service components サービスコンポーネント

service profile identifier (SPID) サービスプロファイル識別子（ＳＰＩＤ）

SPID (service profile identifier) ＳＰＩＤ（サービスプロファイル識別子）

TEI (terminal endpoint identifier) ＴＥＩ（端末終端点識別子）

terminal endpoint identifier (TEI) 端末終端点識別子（ＴＥＩ）

terminal identifier (TID) 端末識別子（ＴＩＤ）

terminating entity 着信エンティティ

TID (terminal identifier) ＴＩＤ（端末識別子）

transit PINX 中継ＰＩＮＸ

unrecognized operation 認識されないオペレーション

user service identifier (USID) ユーザサービス識別子（ＵＳＩＤ）

USID (user service identifier) ＵＳＩＤ（ユーザサービス識別子）

VPN (virtual private network) ＶＰＮ（仮想私設網）

VPN context ＶＰＮコンテクスト

VPN node ＶＰＮノード
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＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｑ９３２で枠組みが規定されているスティミュラス手順に従って具体的にＩＳＤ

Ｎ端末・網を設計する場合に、本文を補い、理解を助けるために作成したものである。

　特に、「ユーザ・網インタフェースとマン・マシンインタフェースの関連」、「フィーチャ状態表示とデー

タリンクレイヤの関係」、「保留機能」、「複数の呼と関連する付加サービスインボケーション」及び「ス

ティミュラス手順例」について記述している。

２．規定範囲

　本補遺は、標準ＪＴ－Ｑ９３２のうち、主にスティミュラス手順（キーパッドプロトコル及びフィーチャ

キーマネジメントプロトコル）を対象としているが、ファンクショナル手順のうちの、保留手順に関しても、

スティミュラス手順と組み合わせて用いることがあるため記述している。

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改版内容 対応するＴＴＣ標準

番号 名称 発行

年度

版

数

第１版 昭和 63 年 11 月 30 日 制定 JT-Q932 ISDN 付加ｻｰﾋﾞｽ制御

手順の共通原則

1988 １

第２版 平成元年７月２７日 手順例等を

追加

JT-Q932 ISDN 付加ｻｰﾋﾞｽ制御

手順の共通原則

1988 １

　 (1) 　参照している勧告、標準等

標準ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２
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１．概　要

本補遺は、スティミュラス手順をサポートする端末・網のために標準ＪＴ－Ｑ９３２本文の解釈を助け

るために記述されている。なお、標準ＪＴ－Ｑ９３１，ＪＴ－Ｑ９３２では、網の利用者を一般化して“ユー

ザ”と称しているが、本補遺では、より具体的イメージを示すため、“端末”という用語を使用する。こ

のことは、ホストコンピュータなどの高度なユーザ装置がスティミュラス手順をサポートすることを妨げ

るものではない。

２．ユーザ・網インタフェースとマン・マシンインタフェースの関連

スティミュラスプロトコルでは、マン・マシンインタフェースは規定していないが、スティミュラス端

末は、人による操作をそのまま網に転送し、網からの通知・表示をそのまま人に提示することを前提とし

ている。このため、ユーザ・網インタフェースとマン・マシンインタフェースの関連上、特に、考慮すべ

きは以下の点である。

2.1　トーン・トーキを用いた端末から人への通知

(1) トーン・トーキを用いた端末から人への通知には、次の３種類がある。

(a) 網からのシグナル情報要素にしたがって、端末で生成した信号音の通知

(b) 網が生成したトーン・トーキの通知

(c) 端末が基本呼制御手順、またはファンクショナル手順上、自律的に生成したトーン・トーキの通

知

端末は、下記に示すように、網からの指示により、人への通知を適宜きりかえる。

(2) 端末がシグナル情報要素を受信したときの考慮点について以下に述べる。

(a) 端末は、シグナル情報要素を、その呼番号によって識別される呼に対応した信号音の制御情報と

みなす。ただし、ダミー呼番号が用いられている場合は、生起中の呼と関連しない呼に関する信

号音として使用する（例えば、第２呼の発信を促す場合のダイヤル・トーン。図６－１／ＪＴ－

Ｑ９３２補遺参照）。

(b) 端末は、次の時、信号音の送出を停止する。

（ⅰ）網との間でその呼番号の呼に関してインチャネルのコネクトスルーが確立されたとき。具体

的には、「応答」(CONNECT)、「再開確認」(RESUME ACKNOWLEDGE)、「保留解除」(RETRIEVE)、

「保留解除確認」(RETRIEVE ACKNOWLEDGE)メッセージを受信したとき。

（ⅱ）網からのトーンオフのシグナル情報要素を受信したとき。

(c) 端末は、呼切断復旧手順などでその呼番号が解放された後は、自律的に信号音の送出を停止する。

(d) 端末は、一括発呼のみをサポートしている網において、ダイヤル・トーンを含むシグナル情報要

素を伴ったメッセージ（たとえば、「付加情報」(INFORMATION) メッセージなど）を受信した

らダイヤルトーンを送出し、マン・マシンインタフェース上で最初の情報を受信したときにダイ

ヤルトーンの送出を直ちに停止する。

(3) 端末は、網よりのトーン・トーキの提供を示す経過識別＃８を受信した場合、情報チャネルを接続

する。同様に、端末は、網より非ＩＳＤＮ網とのインタワークを示す経過識別＃１を受信した場合、

情報チャネルを接続する（標準ＪＴ－Ｑ９３１　５．１．２節、５．１．６節）。
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2.2　フィーチャ識別子番号とキー／表示の関係

フィーチャ識別子番号は、ユーザ・網インタフェースで提供される個々の付加サービスと対応し、その

対応関係は網によって異なりうる。しかし、フィーチャ識別子番号とマン・マシンインタフェース上のキー

／表示の対応は端末のインプリメントに任されている。

端末は、マン・マシンインタフェース上のキー／表示と、ユーザ・網インタフェース上のフィーチャ識

別子番号との対応関係を、操作性がよく、サービス追加の拡張性があり、かつ網間のポータビィティのあ

るように、とることが望ましい。

2.3　サービス指定ならびに詳細情報の設定法

スティミュラス手順では、サービス指定ならびに詳細情報の設定法は、次のようにおこなう。

キーパッドプロトコルでは、ユーザから網の方向には、キーパッド情報でサービス指定ならびに詳細情

報の設定をおこなう。網からユーザの方向には、表示情報要素で、詳細情報の設定をおこなう。

フィーチャキーマネジメントプロトコルでは、サービス指定は、フィーチャ識別子番号でおこなう。詳

細情報の設定は、ユーザから網の方向には、キーパッド情報で、網からユーザの方向には、フィーチャ状

態表示または表示情報でおこなう。

さらに、網によっては、コード群の拡張の手順（ＪＴ－Ｑ９３１　４．５．２節参照）を利用したコー

ド群６で規定される情報要素を用いて詳細情報の設定を行うこともある。

2.4　フィーチャキーマネジメントプロトコルとキーパッドプロトコルの組合せ

付加サービスによっては、フィーチャキーマネジメントプロトコルとキーパッドプロトコルを組合せて

使用されることがある。

このとき、単一ステージの手順と複数ステージの手順がありうる。

単一ステージの手順では、１つのメッセージにフィーチャアクティベーション情報要素とキーパッド

ファシリティ情報要素を含めて網に送出する手順をとる。

（注）端末は、通常キーを操作時に直ちに、フィーチャアクティベーションを送出することになる。この

ため、単一ステージを使用するためには、たとえば、特定のキー操作時にはキーパッド受信状態に持っ

ていくか、事前にキーパッド情報を入力した後、フィーチャキーを操作することにより、両者の情報

を同一の「呼設定」(SETUP)または「付加情報」(INFORMATION)メッセージで送出する等の工夫が必

要になる。

複数ステージの手順では、キーパッド情報の転送には標準ＪＴ－Ｑ９３２　5.2.3.1.2 節、並びに付属資料

Ｂの手順をとる。

2.5　「付加情報」(INFORMATION)メッセージの自動送出機能

「付加情報」(INFORMATION)メッセージによるフィーチャアクティベーション情報要素または／並びに

キーパッドファシリティ情報要素の網への送出は、一般的には人の操作に応じて送出される。しかし、こ

のことは特定の JT-Q931,JT-Q932 呼制御メッセージ、もしくはフィーチャインディケーションを端末が解

釈して、その結果「付加情報」(INFORMATION)メッセージを自動的に送出することを制限するものではな

い。
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３．フィーチャ状態表示とデータリンクレイヤの関係

網側は、フィーチャ状態表示を標準 JT-Q921 で定義されるコネクションエンドポイントサフィクス（Ｃ

ＥＳ）毎に管理する。但し、サービスの内容によっては、インタフェース上の全てのＣＥＳでフィーチャ

状態表示が同一のこともある。

フィーチャ状態表示は、呼と関連しない場合も用いられるが、このときも、対応するインタフェースの

データリンクレイヤが確立してなければ、フィーチャ状態表示は非活性状態であると考えるべきである。

例えば、端末のレイヤ３が、データリンク異常をＤＬ－解放－表示プリミティブによりデータリンクから

通知された場合、端末は、フィーチャ状態表示を全て非活性状態にする。

端末は、サービス利用上の混乱を避けるためユーザ・網インタフェースへの接続時、もしくは、データ

リンクの再設定時などで、データリンク設定がなされたのちに、次に述べるフィーチャ状態表示問合せ手

順を用いて、網側のフィーチャ状態表示を問合わせて、フィーチャ状態表示を初期設定することが望まし

い。

3.1　フィーチャ状態表示問合せ手順の実現法

フィーチャ状態表示手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３２　5.2.2 節、5.2.3 節に規定されている手順を適用して実

現されるが、そのインボケーション時には、網毎に定まる特定のフィーチャ識別子番号を使用する。網は

関連するフィーチャインディケーションを複数送出する（図６－２／ＪＴ－Ｑ９３２補遺参照）。

3.2　非確認形情報転送を用いた網からユーザへのフィーチャインディケーション情報要素の使用

ポイント・マルチポイントインタフェースにおいて、網は、そのインタフェースで全ての端末が同一の

ユーザサービスプロファイルを有するときには、バス上の全てのユーザ端末装置に、フィーチャインディ

ケーション情報要素を転送することがある。このとき網は、具体的には、レイヤ２においてはグローバル

ＴＥＩを含むＵＩフレームを使用した非確認形情報転送を用い、レイヤ３においてはダミー呼番号を使用

した「付加情報」(INFORMATION)メッセージにフィーチャインディケーション情報要素を含めて転送しう

る（図６－３／ＪＴ－Ｑ９３２補遺参照）。
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４．保留機能

この節で述べる保留機能自体はファンクショナル手順であるが、スティミュラス手順と組み合わせて用

いることができる。

4.1　保留機能とＢチャネル接続

端末は「保留」(HOLD)メッセージを送信または受信時に、Ｂチャネルを利用者（例えばハンドセット）

から一時的に切り離すことが望ましい。

網は「保留」(HOLD)メッセージを送信または受信時に、Ｂチャネルを網内の接続パスから一時的に切り

離すことが望ましい。

端末または網は、「保留解除」(RETRIEVE)メッセージまたは「保留解除確認」(RETRIEVE ACKNOWLEDGE)

メッセージを受信したら、Ｂチャネルの再接続を行う。

4.2　保留機能の選択法

保留機能としては、標準ＪＴ－Ｑ９３２　６章に示すように次の２種類がある。

保留Ａ　：　１つのＢチャネルをＣＥＳに対してリザーブする保留機能。

保留Ｂ　：　１つのＢチャネルをＣＥＳに対して解放する場合がある保留機能。

これを呼毎にユーザから指定するには、例えば次のような手順が考えられる。

端末が何らかのキーパッドファシリティ情報要素またはフィーチャアクティベーション情報要素を含む

「付加情報」(INFORMATION)メッセージでサービスを要求することとし、関連する保留機能の種別を指定

する。網は、この要求を受信したとき、「保留」(HOLD)メッセージを送出する（図６－１／ＪＴ－Ｑ９３

２補遺参照）。このとき、網は、キーパッドファシリティ情報またはフィーチャ識別子の内容により保留

Ａと保留Ｂを識別し、それに応じたＢチャネルの処理を行う。
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５．複数の呼と関連する付加サービスインボケーション

ここでは、複数の呼に関連する付加サービスインボケーションをスティミュラス手順で実現する手段に

ついて例を述べる（図６－４／ＪＴ－Ｑ９３２補遺参照）。

5.1　同一の付加サービスに関連する複数の呼の対応づけ

たとえば、個々の呼が付加サービスに関連するかしないかは、同一のＣＥＳの呼かどうかにより判断さ

れる。

従って、あるＣＥＳに対して保留中のＢチャネルがある場合に、端末がそのＣＥＳから別の呼番号で識

別される呼で通信を開始してきた場合、網は以下の通りに処理する。

(1)　端末が、保留中のＢチャネルを指定する時は、同一の付加サービスに関連しているとみなす。

(2)　端末が、保留中のＢチャネル以外を指定する時は、その付加サービスに関連していない独立なも

のとみなす。

(3)　端末がチャネルを指定しない時は、同一の付加サービスに関連しているとみなす。

5.2　複数の呼を扱う端末のマン・マシンインタフェース

端末が、複数の呼を扱う場合は、呼をどのようなマン・マシンインタフェースでみせるか考慮する必要

がある。

基本呼制御手順を用いても、ユーザ・網インタフェースには、例えば、１つのＢチャネルで電話、他方

のＢチャネルで内線ポートのサポートをする等、複数の呼が存在しうるため、端末が複数の呼を制御する

必要性も生じうる。このとき、個々の呼に関する制御法、呼情報の表示法などを考慮する必要がある。

さらに、スティミュラス手順を用いた付加サービスを実現するときに、呼番号を指定して付加サービス

をインボケーションする、複数の呼に関連する付加サービスから特定の呼を切断復旧手順により切り離す

などの操作が必要となりうる。このときも、マン・マシンインタフェース上の個々の呼の指定法を考慮す

る必要がある。

６．スティミュラス手順例

本章では、スティミュラス手順の例を示す。

本手順例は、スティミュラス手順の理解を助けるために記述されており、手順を一意的に規定するもの

ではない。

また、スティミュラス手順には、フィーチャキーマネジメントプロトコルとキーパッドプロトコルがあ

るが、ここでは、フィーチャキーマネジメントプロトコルを用いた手順例を示す。キーパッドプロトコル

で実現するには、付録Ⅰでも示すように、フィーチャアクティベーションの代わりにキーパッド情報を用

い、フィーチャインディケーションの代わりに、表示情報を用いればよい。

手順の記述にあたっての記法／略号について表６－１／ＪＴ－Ｑ９３２補遺に示す。

但し、本補遺で示すフィーチャ識別子番号に対応するキー／表示は、あくまでも例であり、キー／表示

の数など具体的な端末のインプリメントを規定するものではない。

下記の項目に関するスティミュラス手順の使用例を、図６－１／ＪＴ－Ｑ９３２補遺から図６－４／Ｊ

Ｔ－Ｑ９３２補遺に示す。

・保留手順 ・・・図６－１／ＪＴ－Ｑ９３２補遺

・フィーチャ状態問合せ手順 ・・・図６－２／ＪＴ－Ｑ９３２補遺

・ダミー呼番号による登録解除手順 ・・・図６－３／ＪＴ－Ｑ９３２補遺

・基本呼制御手順を契機とした手順 ・・・図６－４／ＪＴ－Ｑ９３２補遺
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表６－１／JT-Q932 補遺　付加サービス手順の記法（１／２）

(1) 　メッセージ種別の略称

SETUP

ALERTing

INFOrmation

CONNect

CONNect ACKnowledge

DISConnect

RELease

RELease COMPlete

HOLD

HOLD ACKnowledge

RETRIEVE

RETRIVE ACKnowlege

(2) 　情報要素の略称

ＤＭＹ－ＣＲ ダミー呼番号

ＣＲ１、ＣＲ２ 呼番号

ＦＡ フィーチャアクティベーション

ＦＩ フィーチャインディケーション

ＳＧ シグナル

ＢＣ 伝達能力

ＣＨ チャネル識別子

なお、メッセージ内の情報要素について全て記述してあるわけではない。

ユーザ

網端末２端末１

フィーチャ
状態表示

Ａ

(2)情報要素群(1)メッセージ種別
(3)情報要素

の内容
ﾌｨｰﾁｬ
ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ
要求契機

INFO　(DMY-CR,FA 〔Ａ〕)

(4)ﾚｲﾔ 2 の終端点
識別子

●

(GTEI)INFO　(DMY-CR,FI〔A,○〕)
○

（GTEI のときのみ）

(5)フィーチャ
状態表示
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表６－１／JT-Q932 補遺　付加サービス手順の記法（２／２）

(3) 　情報要素の内容

　〔　〕内が情報要素の内容を示す。

　なお、情報要素の内容について全てを記述してあるわけではない。

フィーチャアクティベーション情報要素の場合

ＦＡ〔フィーチャ識別子番号〕

フィーチャ識別子番号の具体的な値はインプリメントによる。

例　ＦＡ〔Ａ〕

フィーチャインディケーション情報要素の場合

ＦＩ〔フィーチャ識別子番号，フィーチャ状態表示〕

フィーチャ識別子番号の具体的な値はインプリメントによる。

フィーチャ状態表示の値は (5)項参照

例　ＦＩ〔Ａ，○〕

シグナル情報要素の場合

ＳＧ〔シグナル値〕

シグナル値は (6)項参照

(4) 　レイヤ２の終端点識別子

　グローバルＴＥＩの場合のみ示してある。

(5) 　フィーチャ状態表示

●：非活性中状態

○：活性中状態

＊：プロンプト状態

◎：実行中状態

(6) 　シグナル値

DT ダイヤルトーン

CWT コールウェイティングトーン
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図６－１／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　保留手順（１／２）

（単なる保留の場合）

図６－１／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　保留手順（２／２）

（第２呼の発信を促す場合）

ユーザ 網 ユーザ

INFO(CR1, FA〔Ａ〕)

HOLD(CR1)

HOLD ACK(CR1)

INFO(DMY-CR,FI〔A,＊〕,SG〔DT〕)

フィーチャ
状態表示

Ａ

●

＊

CR1:通信中（B1）

CR1:保留中

ユーザ 網 ユーザ

INFO(CR1, FA〔Ａ〕)

HOLD(CR1)

HOLD ACK(CR1)

INFO(CR1,FI〔A,○〕)

フィーチャ
状態表示

Ａ

●

○

CR1:通信中（B1）

CR1:保留中
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（注）SE：フィーチャ状態表示問合せのフィーチャ識別子番号（網毎に規定した）

A,B,C：初期設定されるフィーチャ識別子番号

図６－２／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　フィーチャ状態表示問合せ手順

フィーチャ状態表示

ユーザ

SE
●

●

Ａ　Ｂ　Ｃ
●　●　●

●　●　○

INFO(DMY-CR,FA〔SE〕)

INFO(DMY-CR,FI〔 SE,●〕,
FI〔A,○〕,FI 〔B,○〕,FI 〔B,○〕)

網
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図６－３／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　ダミー呼番号による登録解除手順(1/2)

（マルチポイント・インタフェースでグローバル TEI を用いる場合）

図６－３／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　ダミー呼番号による登録解除手順(2/2)

（ポイント・ポイントインタフェースの場合）

ユーザ

INFO(DMY-CR,FA)

INFO(DMY-CR,FA)

INFO(DMY-CR,FI〔A,○〕)

INFO(DMY-CR,FI〔A,●〕)

網

登録中

解除中

フィーチャ
状態表示

Ａ

●

○

○

●

ユーザ

端末２端末１

INFO(DMY-CR,FA〔Ａ〕)

INFO(DMY-CR,FA〔Ａ〕)

INFO(DMY-CR,FI〔A,○〕) (GTEI)

INFO(DMY-CR,FI〔A,●〕) (GTEI)

網

登録中

解除中

フィーチャ
状態表示

Ａ

●

○

○

●

（注）

（注）端末２から手順を起動してもよい。
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図６－４／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　基本呼制御手順を契機とした手順(1/4)

（相異なる複数の呼と関連するサービスの場合）

図６－４／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　基本呼制御手順を契機とした手順(2/4)

（相異なる複数の呼と関連するサービスの場合）

ユーザ 網 ユーザ

SETUP(CR2)

CALL PROC(CR2,CH〔B1〕,
FI〔A,◎〕)

CONN(CR2 ,FI〔A,○〕)

フィーチャ
状態表示

Ａ

＊

◎

○

CR1:保留中

CR1:保留中、CR2:通信中

ユーザ 網 ユーザ

CONN(CR2)

CONN ACK(CR2)

INFO(CR2,FI〔A,○〕

フィーチャ
状態表示

Ａ

＊

○

CR1:保留中

CR1:保留中、CR2:通信中
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図６－４／ＪＴＱ９３２補遺  基本呼制御手順を契機とした手順(3/4)

（相異なる複数の呼と関連するサービスの場合）

図６－４／ＪＴ－Ｑ９３２補遺　基本呼制御手順を契機とした手順(4/4)

（相異なる複数の呼と関連するサービスの場合）

ユーザ 網 ユーザ

DISC(CR1)

REL(CR1)

REL COMP(CR1)

INFO(CR2, FI〔A,●〕)

フィーチャ
状態表示

Ａ

○

●

CR2:通信中

CR1:保留中、CR2:通信中

ユーザ 網 ユーザ

DISC(CR2)

REL(CR2)

REL COMP(CR2)

INFO(CR1, FI〔A,＊〕,
SG〔CWT 〕) （注）

フィーチャ
状態表示

Ａ

○

＊

CR1:保留中

CR1:保留中、CR2:通信中

（注）他のトーンの種別もありうる。


	　　



